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プロローグ









　──こんな……ことって。

　巨人の手の平の上で、一人の少女が言葉を失う。

　少女の視線の先には、朝日を背負った少年がいた。

　少年は息を荒らげて天を仰ぐ。体中が鮮せん血けつで染め上げられていた。

　そして、少年の近くで横たわるのは異形の怪物たちだ。武器を持たぬ人に御すことなど絶対に出来ない。そんな怪物たちが、少年の周りで息絶えていた。

　自分を悪魔の手から救った、傷だらけの勇者──その絵は強烈に少女の瞼まぶたに焼き付く。

　作りモノとすら思える幻想的な光景に、少女の心は奪われる。

「下ろして！」

　叫ぶように巨人に言う。少女は自分の足で大地に立つと、彼の元へ駆け出した。

　雨を浴びた、土と木がもたらす独特の香り。朝の匂においだ。

　少年の姿が鮮明になっていく。

　木漏れ日を浴びる、血だらけの戦士。さえずる小鳥たちと共に、獣のように荒い呼吸を繰り返す。その姿は、生と死の狭間はざまを勝ち残った兵士の姿に他ならなかった。

　──なんでっ……どうして！

　この、宗教体験にも似た光景に感動したのか。それとも一目で分かってしまった彼の蛮勇に感情が溢あふれたのか。少女に涙なみだがこみ上げた。

　雨を吸い込んだ土が少女の足を取る。何度も足をもつれさせて少女は走った。

　少女の手が届く、あと少しのところで少年は力尽きる。

　燃料の切れたロボットのように少年は背中から倒れ……その大きな背中を少女が支えた。

　少女は息を弾ませながら少年を見る。すると──

　──そん、な……。

〔紅〕に燃えていた少年の髪──それが湖面に波紋が渡るように、少女の目の前で〔黒〕に変わる。

　少女の腕の中で少年は眠る。頬ほおに血をつけ、風に髪を揺らしながら。

　少年の指先からは血の滴しずくがぽたぽたと落ち続けていた。

　少女は泣きながら自分の手を見る。手には少年の血がべったりと付着していた。

　──こんな……ことって。

　少女は、手の中にある現実にうろたえ、狼ろう狽ばいする。

　後に少女は一つの真実に到達する。この誰よりも情に厚き少年こそ────

　少女が恋し、焦がれた、〔幻想〕そのものだったという事に。






Ⅰ　策さく謀ぼうと勇者









　西暦二〇七〇年──人類は【マリス】と呼ばれる怪物と戦争をしていた。

　マリスに奪われた命は十億以上にも上る。平和の二文字は地球上から無くなり、半世紀以上が過ぎた。人類は未いまだ、この劣勢を覆くつがえせていない。

　追い込まれる人類を支えているのは二つ──生贄と武器の存在だ。

　優先被ひ虐ぎやく対象者【ヘキサ】を一か所に隔かく離り管理し、マリスの侵攻を意図的に限定させた。

　ヘキサでおびき寄せたマリスを、対マリス戦用決戦兵器【ネイバー】で殺す。

　人類は生きたいがために、ヘキサを囮おとりとして利用している。

　同じ人間を差別することで、人類は自分たちの命と尊厳を保っていた。







　五月上旬。時は深夜一時だ。

　場所はマンションの一室──和室での出来事である。

　布団の上で少年が正座する。少年・氷ひ室むろ夏なつ樹きは、厳しい口調で言った。

「セレン」

　精せい悍かんで整った顔立ちである。十人が見れば十人が認めるような色男だ。だが現在は肌着にトランクス一丁と、締まらない格好である。

　体面に正座する少女はセレンティーナ・エングヴィスだ。

　青い瞳ひとみの、お人形さんみたいなフランス人である。

　黄金の長い髪に、雪のように真っ白な肌。シルク製のネグリジェを着ている。

　小柄な身体からだに幼い面立ち。身体の大きさに反比例して、その胸はアンバランスなまでに大きい。幼い見た目からは想像が付きにくいが一五歳である。

「シ、シロ……忘れたの」

「じゃあ自分の部屋に戻れば寝れるな。遅いから送ろう」

　言い返した夏樹に、セレンは「や、やっぱ洗濯」と、言を構える。

　夏樹は大きなため息をつく。夏樹がセレンに目くじらを立てているのは、勝手に部屋に忍び込み、布団の中に潜り込んできたからだ。

　考えてみれば今夜のセレンは様子がおかしかった。

　いつも一緒のアザラシのヌイグルミを持っていない。夜の十時を回っても何かと理由を付けては自分の部屋に戻ろうとしなかった。

　極めつけはちゃっかり持参していたパジャマである。

　夏樹は仕方ないと、今晩泊る事を許したのだが──

「常々言っているが、君が俺の事を信頼してくれるのは嬉うれしい。でも守らないといけない線引きはあるんだから。分かるな？」

　夏なつ樹きは男女の道徳を説く。しかしセレンは抵抗するように夏樹のシャツを摘つまんだ。

　夏樹はセレンの表情を窺うかがう。無表情だ。でもその不満は雰囲気で伝わってくる。夏樹は言い含めるように言った。

「……早ければ明後日の夜、遅くても、一三日の午前には帰ってくるんだから」

　そう言ってセレンの頭を撫なでる。セレンは不服そうに俯いた。

　彼の本当の名前は【エイルン＝バザット】──氷ひ室むろ夏樹とは仮の名だ。

　彼は、もともとこの世界の住人ではない。この世界ではアニメと認知される【ドール・ワルツ・レクイエム】という世界から、どうやら、この世界に迷い込んでしまった様なのである。現在はセレンと、この世界を救うため、日夜、闘っている。

　この世界に来たばかりの頃ころだ。夏樹は、失意のどん底に叩たたき落おとされる。自身の存在意義アイデンテイテイーを見失いかけた時に救ってくれたのがセレンだった。

　また、セレンも夏樹によって救われる。

　迫害と孤独──セレンは救いのない闇やみの中をずっと彷徨さまよっていた。そんなセレンを再び陽だまりの世界に戻したのが夏樹だった。

　二人の間にはとても強固な絆きずながあると言えよう。

　そんなセレンが、今日、ここまで甘えたがるのには理由がある。

　夏樹は明日から遠征に行くことになっていた。だがセレンは一人、お留守番である。

　いつも夏樹の後をついて回るセレンにとっては、もはや事件のような話だった。

　セレンはやっぱりイヤと言うように首を横に振る。

　普段のセレンはとても従じゆう順じゆんだ。夏樹にはその心中が推おし量はかれた。セレンが寂さびしがっているのは分かっている。でもこれではセレンの為ためにならない。

「とにかく。隣の部屋で寝ないなら、自分の部屋に帰りなさい。今回はどんなにダダをこねても聞かないぞ」

　セレンは目を丸める。夏樹はその背後に『ガーン!!』という擬音表記を幻視した。

　顔はいつも通り無表情だが……次第にセレンの目には涙なみだが浮かんでいく。

　泣くセレンを見て、夏樹はたじろぐ。

　セレン方にも言い分はあった。夏樹が大変なのは分かっている。迷惑だってかけたくない。でも、今晩だけはわがままを許してもらえるよう、とても良い子にしていたのだ。

　掃除・洗濯に始まり、宿題も全すべて片付ける。夏樹がとても好きだという、カレーを作って帰りを待っていた。野菜ごろごろのバターチキンカレーである。

　焦がさないよう、オタマを回した分だけセレンの悲しみは膨ふくらむ。チキンの形を崩くずさないよう、オタマを回すのは神経を使うのだ。

　セレンは涙目のまま、夏樹の枕に手を伸ばす。

「むぅう！　むうう!!」

　枕で夏樹をボフボフ叩たたく。セレンは勢いよく立ち上がると夏樹の部屋から走り去ってしまった。夏樹は思わず呼び止めようとする。
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「セレン！　って……ダメだぞ。エイルン＝バザット」

　ここで甘やかすからダメなんだ。夏なつ樹きはそう自分に言い聞かせる。

　すると台所の方から、がちゃがちゃと音が聞こえてきた。夏樹は何事かと立ち上がる。

　部屋を出る。台所から光が漏れていた。

　夏樹は誘われるように台所に行き……目を見開いた。

「セレン！　な、何を───っ！」

　セレンは〔カレーの残り〕をシンクに流そうとしていた。

　セレンが夏樹に気付く。手に持ったオタマを「むーむー！」と振る。こちらに来るなと主張したのだ。百ひやく戦せん錬れん磨まの兵士である夏樹も、その迫力に思わず身構えた。

　──だめだ……怒りで完全に我を失っている。

　セレンはヤケになると、的確に夏樹のウィークポイントを突いてくる。

　夏樹の目が映すのはカレー鍋、ただ一点だけである。

　あの鍋の中身……あれは夏樹が朝ごはんに楽しみに取っていた物だ。

　セレンは見ていたのだ。

　夏樹が何度も鍋の中を覗のぞいては、具の種類と数を確認していたのを──

　夏樹が「朝ごはんにカレーなんて。ふふっ」と、何度も呟つぶやいていたのを──

　夏樹があまりにも楽しみ過ぎて、中々寝つけないでいたことを──

　セレンの嫌がらせは、夏樹の気を反転させるに至った。

「君はその鍋の中に何が入ってるのか分かってるのか!?　それを巡って血みどろの争いが起こるんだぞ！　人としての心が残っているなら今すぐにその鍋を置け！」

　ちなみに夏なつ樹きの住んでいた〔月〕では、カレーは年に一度しか食べられない。感謝祭でのみ食べられる、最高位の御ご馳ち走そうなのだ。しかしセレンはそんな事、知ったこっちゃない。

「ヤ！　カレー殺して夏樹も泣く!!」

　オタマをシンクに投げ捨てる。セレンはカレー鍋を両手で持ち上げた。

　夏樹は思わず「待ってくれ！」と手を伸ばす。

「……」

　涙なみだ目めのセレンは無言で夏樹に訴えた。今晩一緒に寝て、と。

　夏樹は揺れた。もしかしたら戦闘時よりも、動揺しているかもしれない。

　──軍人として。いち、一人の大人として……セレンの成長を促うながすべきだ。でも、彼女が持っているのはカレー……なんだぞ？

　夏樹の中で悲しい記憶が蘇よみがえる。

　あれは三年前の感謝祭の炊き出しでの事だった。自分の分に取っていた最後の一杯を、羨うらやましそうにこちらを見ていた子供に……。心に癒いえぬ傷を負った夏の日の断想である。

　──あんな想おもいを俺はまた、しなくてはならないのか？

　夏樹は奥歯をガチリと噛かむ。でもそんなこと、セレンは知らない。鍋を抱えた格好で、冷蔵庫から福神漬けも取り出す。セレンはそれも人質にするように持ち上げた。

　夏樹は釣られるように福神漬を見上げる。どうしたら人はここまで残ざん酷こくになれるのか、理解できなかった。セレンはトドメと言わんばかりに言い放つ。

「散らかっても掃除……しないっ」

　カレー＋福神漬け──夏樹は身を持ってその恐ろしさを知っている。

　アレは下手をすれば中毒症患者ジヤンキーさえも生み出してしまう。それほどの美う味まさだった。

　もしも、この秘密を民みん衆しゆうが認知してしまえば……カレー粉が市場から消える。終しまいには、麻薬の代わりにカレー粉がアタッシュケースに入る未来を夏樹に予見させた──

　夏樹は瞳どう孔こうを広げる。首元に垂たれた汗を拭ぬぐう。カレー食べたい。そんなプリミティブな欲求は膨らみ続け……やがて夏樹は両手を上げた。

「要求に、従おう……。ただし！　一緒の布団で寝るのは、ダメだからな」

「ホント？」

　セレンの問いに夏樹は慎重に頷うなずく。セレンの眉まゆに丸みが帯びた。セレンは機嫌を直してカレー鍋と福神漬けを解放する。こうしてセレンは、夏樹の部屋で安眠の床とこに付く。







　翌日──氷ひ室むろ義塾の戦闘科生は遠征の運びとなる。

　燦さん々さんと太陽が輝く。幾重にも光を反射する海うな原ばら。

　耳を撫なでる波の音。浜の砂が潮に押されては帰るを繰り返す。ここは日本第弐ヘキサ保管領・東富ふ士じ人工島──通称・第弐富士──の、南東六〇キロに位置する無人島だ。

　メンバーは夏なつ樹きと機兵部。生途会から、紫し貴き・茜あかね・田た中なかの三人だ。

　目的は、機兵部の実機データ収集となる。

　仮設テントの下、生途会が機兵部の模擬戦闘をモニタリングしていた。

　二脚のテーブルを並べる。その上に、軍用品となる通信機と映像モニターを置く。パイプ椅い子すに座ってインカムに指示を出すのは二人。田中栄えい太た郎ろうと陽ひ葉よう茜だ。

　田中は銀縁メガネの美形男子である。現在はハイレグ水着に青のパーカーを羽は織おっていた。その隣に座る陽葉茜は、ワインレッドのラインが入った黒の水着だ。暑がりなので上には何も羽織っていない。胸元は起伏が無く、真っ平らだ。長い髪を両端でまとめる。

　くりっと大きな目に幼い顔立ちは一二歳という年齢に沿っている。

「葵あおいさん。これで一七機撃破です」

　茜が報告する。テントの少し出た所では、一人の美少女が双眼鏡を覗のぞいていた。

　長く艶あでやかな黒髪。大きな乳房が谷間を織りなす。きゅっと締まった尻しりが扇情的なラインを描く。生途会長の九ここの重え紫貴も水着姿だった。

　サンバイザーをかけ、白いパーカーを羽織る。水着のチョイスは大胆にもダークパープルのビキニだ。抜群のプロポーションを惜おしげもなく晒さらす。茜に紫貴は「ええ」とだけ応こたえる。二人からは見えないが…………紫貴は息を荒らげて夏樹を、視し姦かんしていた。

　──氷ひ室むろくん、氷室くん、氷室くんっ、

　奥の浜では夏樹が、トランシーバー越しで機兵部に指示を出す。ジャングルブーツに灰色の迷彩ズボン。黒のタンクトップ姿である。肩から上腕の筋肉が覗いていた。

　──着やせする氷室くんっ。萌もえる、萌えるわー。脱いだらマッチョなエイルンボディ。上腕しゃぶりたい。好き、大好き氷室くんっ。誘われてるとしか思えない……エイルンラブ！　氷室くん萌えっ！　子宮が疼うずくわー。　もう抱けばいいじゃないのっ！

　紫貴はいかがわしい妄想にふける。紫貴は【ドール・ワルツ・レクイエム】に出てくるエイルン＝バザットの大ファンなのだ。

　一方、怪しい視線を感じながらも夏樹は指示を出し続ける。

　機兵部は現在、葵ＶＳその他ほか・計二三名で、密林戦を繰り広げていた。

　銃声が森の中から断続的に上がる。

　夏樹の後ろには部員九名が正座で横一列に座っていた。死亡認定を受け、退場した部員たちである。同じように浜辺には、ペイント弾で赤く彩色された戦せん騎き装そう・疾しつ風ぷうが片かた膝ひざを付けて座っていた。全部で九体だ。全すべては葵の鬼ほお灯ずき、単機の仕業である。

　更に赤色にペイントされた犠牲者が、続々と森から出てきていた。

　──正直、ここまでとは。

　退場する疾風の列を見て夏樹は舌を巻く。そんな中だ。

『『『ギャ─────────────────ッ!!』』』

　突如、森の中から三人分の悲鳴が上がる。

　それからドン！　ドン！　ドン！　と、青いカラーリングの疾しつ風ぷうが放り出される。

　夏なつ樹きたちの目の前で、疾風が頭から砂浜にダイブした。砂の波が盛大に上がる。三機とも頭部ユニットを砂に埋うめ、尻しりを天に突き出す格好で機動停止した。

「危ないぞ一いちノの瀬せ！」

　夏樹がトランシーバー越しで葵あおいを叱しかる。すると『すいません、隊長！』と、トランシーバーから声が返ってきた。

　しばらくして無傷の【鬼ほお灯ずき】が森の中から姿を現す。

　赤と黒のカラーリング。両肩に二基の巨大ブースターをつける。全長は一四メートル。通常の戦せん騎き装そう規格が一〇メートル前後なので、その二回りは大きい。

　前面六基、背面一〇基の内部スラスターと、鬼を模もした面相が特徴的だ。

　鬼灯は世界に一機だけの特別な試作機である。総合的なポテンシャルで、鬼灯の上を行く戦騎装は現状、存在しない。

　葵ＶＳ部員二三名は、葵の圧勝で幕を閉じた────

　セミロングの、ドライヤー焼けした茶髪。勝気な目元は猫を思わせる。

　機兵部・部長の一ノ瀬葵が、夏樹の傍そばに立つ。

「へへーん！　どうだーっ！」

　葵は、これでもかと言わんばかりにタンクトップの胸を突き出す。

　思春期、真まっ只ただ中なかの男子たちは、目を飛び出さんばかりに葵の巨乳を凝視した。

「けっ！　マシンスペックに開きがあること忘れんじゃねーぞ」

　砂浜で胡坐あぐらをかく金髪ボーズヘッド──亜あ賀が沼ぬま大だい地ちが悔しそうな顔で言った。

　葵は「ハっ」と息を吐き出すように笑う。腰に右手を当てた。

「じゃあアンタが鬼灯、私が疾風に乗って、リターンマッチやる？」

　葵の挑発に大地が立ち上がった。二人はゴングを待つ格闘家のように睨にらみあう。

「大地、認めるよー。でも最近の部長、絶好調ね」

「バストも一センチ、大きくなったようですしねっ」

　日系ブラジル人のオルソンが両足を伸ばす格好で言い、顎あご髭ひげを生やしたチャラい系男子の山やま武たけも、メガネをかける真ま似ねをした。

　葵は慌てて胸元を隠す。田た中なかはメガネのブリッジを中指で上げた。

「おい、クソ虫。それは誰の真似だ」

　皆のやり取りを尻目に、夏樹は胸中で舌を巻く。

　──でも、確かに凄すごい。

　大地が言うように、葵が乗る【鬼灯】と、他の部員たちの【疾風】ではマシンスペックに大きな開きがある。しかし、それを差し引いても凄すさまじい戦果だった。

「へへー。隊長！　どう？　どうでした？」

　葵は態度を一転、くるりと夏樹の方を向いた。褒めてもらいたい子供のような笑顔だ。

「ああ、文句無しだ。途中からは俺の指示をまったく必要としてなかったくらいだしな」

　夏なつ樹きの総評に、葵あおいは「よし！」とガッツポーズを取る。

「隊長の隣にいるなら、これくらいできないと、ね♪」

　ご満悦の様子で夏樹の腕に抱きつく。夏樹は思わず顔を赤くした。

「調子、乗っちゃって」

　茜あかねはご機嫌の葵を見て、肩をすくめた。

　現在、夏樹は【前線指揮官】として機兵部を預かる身だ。その教導・指揮手腕を買われ、学園側から強い要請があったのである。

　夏樹は臨時と言う事でその任を受けた。作戦時などは【総隊長】という肩書きとなる。

「それに隊長の背中、守んのは私の仕事だもん。部長として、こんくらいはねー」

「オメーさっきから、何で総隊長の右腕気取りっ!?　ねえ!?」

　鬼の首でもとったような葵に、大だい地ちが絡からむ。

　オルソンが大地のズボンの尻しりを引いて「だからやめとくよー」と言った。

　ちなみに紫し貴きはと言うと……親指の爪つめを噛かんでいた。

　──それ、私のハニーなんだけど？　サカッてると毒、盛るわよ。この腹筋。

「一いちノの瀬せ部長、休めだ」

　照れた夏樹が言う。葵はご機嫌顔のまま安めの姿勢をとる。

　そんな夏樹たちの元に、外国人の一団がやってきた。全部で六人だ。白人・黒人・アジア系と、人種から年齢まで様々だった。皆、動きやすそうな服装をしている。

　彼らは米国の派遣した研究員だった。

　今回は、氷ひ室むろ義塾生──軍事調練されたヘキサ──の操そう縦じゆうデータをこの二日間で、みっちり採る事になっている。チームリーダーの白人男性が夏樹の前まで来た。

「ありがとうございました、氷室隊長。搭乗歴がたった数年の子供とはまるで思えない」

「そう言ってもらえると、こいつらも励はげみになります。ミスターレイモンド」

　夏樹は手を差し出す。中年の研究者は夏樹の手を握り返した。

「密林戦のデータは取れましたので、次は個々の機動データを採らせて頂きたい……ところなのですが、それはまた明日に。皆さんの数値がこちらの想定を大幅に上回っていまして。トライアルの内容を半分ほど書き変えたいと思っています」

「では、本日はもう終わりという事ですか？」

　夏樹は面を食らう。そのまま紫貴の方を向いた。紫貴は許可するように頷うなずく。

「よし……では各自、一八〇〇まで自由時間とする。たまの機会だ。存分に遊んでいいぞ」

　夏樹は腰に手を当てて言う。

　機兵部は全員「しゃーっ！」と、跳び上がった。大地を筆頭に上着を脱ぎ捨てる。みんな黒のタンクトップ姿になった。そして五月の海に続々と飛び出していく。

「うふょおお！　水つめてー！」

「いやーこれくらい余裕っしょ！」

「女子！　水着、着ろ！　水着ーっ！」

　海を飛び込んだ者からはしゃぎ声が上がる。でも夏なつ樹きの顔色はどこか優れない。

　──このまま何もなければいいんだが……。

　夏樹は研究者たちの後ろ姿を目で追う。

　この遠征について夏樹は、雷らい鳥ちようから不穏な話を聞いていた──
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　大理石のテーブルに老婆が腰掛ける。対面に立つ夏樹は休みの姿勢だ。

　毛皮のコートに身を包む愛煙家。氷ひ室むろ雷鳥は一つの立体映像を展開する。

　それは〔一機の巨大ロボット〕だった。

「塾長、これは？」

「タロットカード・戦車を暗示する白兵戦用ネイバー……【明みよう星じよう】だよ」

「これが──」

　明星──米国が所有するネイバーの一機である。

　全長二〇・五メートル。総重量一一〇トン。ネイバー規格の大半を占しめる〔人型〕で、汎はん用よう機きという位置付けだ。全身は白銀で配色される。

　その外観は鎧よろい武者のようにも、重騎士のようにも見える。

　全長一八メートル、総重量四〇〇トンの巨大刀ダンビラが専用武器だ。

「単刀直入に言うと、アメリカはこの機体を日本に押しつけたがっているんだよ」

「ネイバーを、ですか？」

「ああ。この明星って機体は、少々厄介でね……ネイバーフッドを一人しか登録できないのさ」

　ネイバーは、ネイバーフッド──刻印を二つ持つヘキサ──にしか操そう縦じゆうできない。

　更に言うと、機体ごとに〔登録スロット〕と言う物が存在する。登録された特定のネイバーフッドにしか動かせないのだ。

　通常のネイバーは最低一〇個以上、登録スロットを持っている。

　つまりスロットの数だけ、パイロットを用意できるという事だ。どの国も、ネイバーの運用はパイロットチームを編成するのが通例となっている。

「ヘキサ人権を認めない国では、ネイバーに登録されたネイバーフッドに負傷や老化などで身体機能に著いちじるしい欠けつ陥かんが出ると、殺害処分されるのがほとんどなんだ」

「殺害!?」

　雷鳥の説明に夏樹は顔を強こわ張ばらせる。

「今のところ、一度ネイバーに登録してしまうと、搭乗者が死亡する以外、スロットを開ける手段が見つかってないからね」

　この特徴こそ、ネイバーフッドが〔ネイバーの部品〕と捉とらわれがちな由縁とも言える。

　そして、ここで問題となってくるのが明星の登録数についての話だった。

「明みよう星じように話を戻すと、明星のパイロット【結ゆう城き武蔵むさし】は、大戦の英雄でね。ネイバーフッドで在るのにも拘かかわらず公に人権が認められている人物なんだ。つまりアメリカは武蔵の爺じじいを殺害処分できないのさ」

　夏なつ樹きは同じ戦士として……一パイロットとして、腹に据すえかねる思いだった。

　明星と武蔵は半世紀に渡って、人類をマリスから守り抜いたと聞く。その相手に対して全く敬意を払われていない。

「加えて言えば明星は約五〇年もデータを取り尽くした機体だ。ぶっちゃけ持ってても旨みが無いんだよ……でも、日本に明星を押しつける事が出来れば、アメリカは晴れて、もう一機、ネイバーを所有することができる」

「【バレッタ条約】にあるネイバーの平等分配……大陸防衛に指定された国は二機、それ以外の国は、一機までしかネイバーを持てないというヤツですね」

【バレッタ条約】──通称：ネイバー条約とも呼ばれる。二〇三一年四〇年前に締結されたネイバー運用についてのガイドラインだ。


　①　ネイバーの所有は一国一機まで。その運用範囲は自国内に限る

　②　ネイバーを二機持つ国は大陸圏で一国のみ。該当する国は大陸防衛の任を負う

　③　ネイバー保有国は人類を代表し、マリスを誘導・撃滅する

　④　①～③のどれかを破った場合、ネイバーは国際連合ＵＮが没収。検討の後、新たなネイバー保有国を立て、ネイバーを分配するものとする

　⑤　国際連合ＵＮ指定のネイバーについてはこの限りではない



　以上、五つが要点となる。

　しかし、この条約は元々、ネイバーを持たない国のために作られたという側面が強い。

　発端は、二〇二〇年代初頭に遡さかのぼる──

　当時、ネイバーを所有していたのは米・露・中の三カ国のみだった。

　中でも米国はネイバーを七機、占有しており、マリスの襲来には必ずと言っていいほど米国の援助を要する事態となってしまっていた。

　米国は人類守護の大義を掲げ、ネイバーを外交の道具にする。

　マリス駆除と称した、度重なる領土・領海の侵犯。それによる莫ばく大だいな報労金の請求。

　米国に有利な条約が次々と締結されていった。果てには、上納金まがいの物資・資金援助の義務化がまかり通ってしまったほどだ。

　米国神話と称されるまで、米国はその権威を強大なモノへと変えていった。

　だが米国神話にも終しゆう焉えんが訪れる。

【オペレーション・ヘラクレス】──二〇三〇年に米国主導で起きた、人類を巻き込んでの大規模なマリス反抗作戦だ。

　マリス出現の地──南海の絶島【ＭＩ目標】を陥かん落らくすべく、当時、発見されていたネイバー規格を全すべて投入した。しかし、結果は敗北で終わる。

　億人規模の犠牲者。主要都市・三五箇所の陥落ないし戦略的放ほう棄き──この歴史的大敗北を契機に制定されたのがこの【バレッタ条約】だった。

　その対処法があまりに限定されるマリス戦において、ネイバーの独占は各国のパワーバランスさえも覆してしまう。

　米国に辛しん酸さんを舐なめさせられた世界中の国が、その危険性を認識していた。そこで国際連合ＵＮ加盟国の多くが、大敗責任と称して米国の財源を毟り取る。

　ネイバーも、バレッタ条約の下に再分配された。

　そして世界は新たにネイバー保有国を擁よう立りつし、現在の体勢が確立されていったのだ──

「そう。アメリカは大陸防衛の任を受けてるからネイバーを二機持てる。でも日本は違う。ネイバーを一機しか持てないんだ。もし明みよう星じようを日本が運用することになれば、バレッタ条約に則のつとって、デストブルムは国際連合ＵＮが接収。つまりネイバーに一機、空きができる……そうなればネイバーを持たない国にもチャンスが来るという寸法さ。マリス戦を請け負う、ネイバー保有国には莫ばく大だいな援助と交易優待が与えられるからね。だからネイバーを欲しい国は、陰でアメリカに手を貸してもおかしくない状況なのさ」

　デストブルムはネイバー規格の中でも特異な機体だ。

　登録スロット数が一つだけに加え、特定のネイバーフッドにしか操縦できない。

　ネイバーフッドは通常、両手の甲にヘキサの刻印を持つ。

　中にはセレンのように、別の部位に発生する場合もあるが、これは稀まれなケースとされる。

　そしてデストブルムは、うなじに刻印を持つネイバーフッドにしか操そう縦じゆうできないのだ。

　今のところ、右手とうなじに刻印を持つネイバーフッドはセレンしか見つかっていない。

「ネイバーの戦闘行為が許されるのは自国内に限るからね。アメリカが長いこと、第壱保管領のあった四国に属領措置を採っていたのも、バレッタ条約の鎖があったからさ。第弐富ふ士じでの運用に許可が下りたのだって、デストブルムのパイロットが見つからなくて、使いたくても使えなかったからだ。現在は茨城の第伍保官領にある状態だが、それはアメリカが色々と理由をつけて置いてったものなんだ。今もし、日本のどこかで明星が暴れれば、日本はバレッタ条約を違反したものとして、高い確率でデストブルムは接収される事になるだろう。それに……五〇年だ。武蔵むさしの爺じいさんは五〇年も、地獄の釜底で切った張ったをやらされたんだ……全て政府の都合で。できることなら、もう休ませてやりたい」

　雷らい鳥ちようは最後、表情を沈ませる。それは慙ざん愧きか憐れん憫びんか……夏なつ樹きには量りかねた。

「だから第弐富士は……明星を呼び戻せなかったんですね」

　夏樹は、ネイバーフッドであるセレンや武蔵への同情を隠しきれなかった。

「前置きが長くなったが、ここで本題となるのが今回の遠征だ……この遠征の依頼主は、そのアメリカさんなんだ。名目は前回の戦果を弾きだした機兵部生徒の実機データが欲しい……となってはいるが、どうも胡う散さん臭くさい。いくらヘキサの運外搬出が面倒な手続きを踏むとはいえ、半ばこちらの回答も待たず、強行日程ときたもんだ。おまけに、これは先週の話だが……【明星】を茨城の第伍保管領から、第弐富士の直近にある伊い豆ずの第七保管領候補地へと移したんだ」

「っ!?　……それはずいぶんと、きな臭い話ですね」

「アメリカ政府は配備箇所の再検討なんて抜かしてたが……このタイミングで今回の遠征話だ。ヘキサの人権を認めた上で軍事徴用しているのは第弐富士うちらだけだからね。ヘキサ人権を認めない、頭の古い組織・国家は五万とある。護衛は付けるが十分に注意しとくれ」──
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　夏なつ樹きは切り替えるように頭かぶりを振った。考えても仕方ない。夏樹は辺りの散策を開始した。

　楽しそうにはしゃぐ部下たちを眺めながら浜辺を歩く。

　目に止まった巻き貝に思わず手を伸ばす。そんな夏樹に茜あかねが声をかけた。

「氷ひ室むろさんは遊ばないんですか？」

　茜の全身はずぶ濡ぬれだった。茜はさっきまで葵あおいたちと海で遊んでいたからだ。

　夏樹は息を上げている茜を気遣う。笑って浜辺に腰掛けた。

「一応、立場の在る身だからね。誰かが引率に回らないと」

「大人ですねー」

　茜も夏樹の横に座る。不意に微妙な沈黙が生まれた。夏樹は横目で茜を見る。茜は視線を夏樹の方へ向けたり、逸そらしたりしていた。

　夏樹は「どうした？」と聞く。

「わ、私、聞いちゃったんですけど……氷室さんって、アニメオタクなんですか？」

　質問され……夏樹は若干の倦けん怠たいを覚えた。

　この世界で【ドール・ワルツ・レクイエム】はアニメとして認知されている。

　夏樹は、傍そばから見れば何もかもがエイルン＝バザットに似ている。よって、アニメキャラに憧あこがれるオタクと誤解されてしまうのだ。

　毎度の事なので、夏樹は訂正するのも面倒になる。

「そーだ。俺はアニメオタクでエイルンが大好きなんだ」

「？　それにしては、コメントに情感が籠こもってませんね」

　一方、茜としては予想通りの返事だった。そこで用意していた提案を夏樹に言う。

「あのですね……趣味は人それぞれと言っても、氷室さんはもう、この学園の中核人物なんですから。対外的な面もいろいろ考慮に入れた方がいいと思うんですよ」

「……？　よく伝わってこないな」

「ほら……オタクの人ってどうしても軽視されがちじゃないですか？『オタ、きんも～っ』みたいな感じで。だから氷室さん、別の趣味持ちましょう！　スポーツとかどうです？　スカッシュやってみませんか？　楽しいですよ」

　茜はアウトドア派だった。ちなみに夏樹も〔遊び＝身体からだを動かす〕と、幼少の頃ころより身体に刷すり込まれている。だから茜の話に大きく喰くいついた。

「確かに！　スポーツいいよな！」

　元の世界では夏なつ樹きも好んでスポーツをやっていた。

　彼の反応は全く予想外だったのか、茜あかねは「でしょ!?　でしょ!?」と機嫌を良くする。

「茜……狭きよう量りようよ」

　そんな二人の所に紫し貴きがやってくる。両腕で、大きな胸を抱える格好だ。

「あ、紫貴さん」

「彼の立場を考えてあげなさい。ネイバーの代替試作機のパイロットで、氷ひ室むろ財ざい閥ばつの跡継ぎ候補。しかも学園で唯一の一般人生徒なんだから……趣味の一つや二つ、大目に見てあげるのが人情というものよ」

　立ちあがった茜を紫貴がたしなめる。茜は気まずそうな顔になった。

「で、でも私、ドールなんたらってアニメの【エイルン】って奴やつ、見ちゃったんです。もう氷室さんの何もかもがアレで……口調とかキャラとか、実生活まで真ま似ねてるのは、痛過ぎっていうか……。それで氷室さんの評価を下げる訳じゃないですけど、積み上げていた期待にヒビが入ったというか──」

　茜はついポロっと本音を出してしまう。夏なつ樹きはショックに顔をひきつらせた。

「気持ち悪いと思っても顔には出さない。これも人を管理する上で必要なスキルよ。できるわね……あなたなら」

　優しいお姉さん風に紫貴は言う。

　茜は敬愛する師の言葉に「ハイ！」と答えた。夏樹は実に面白くない。

「ほら、いっぱい遊んできなさい」

　紫貴が言うと、茜は笑ってまた海の方へ駆けて行った。

　理解ある姉の顔で、紫貴は茜の背中を見送る。しかし、その胸中は──

　──変な入れ知恵、してんじゃないわよ、ジャリが。氷室くんはアニオタだからいいんじゃない。

　紫貴の姦かん計けいだと、三年以内に夏樹とは〔できちゃった婚〕で結ばれる予定である。

　結婚後は、毎日のようにやりたいことがあった。

　仕事に疲れて帰ってくる自分……素の自分に戻り、愚痴を言いながら彼に甘えるのだ。

　自室のソファーで二人並び、色んなアニメを見る。新しん妻さい特権で声石優田プレイは是非してみたい。『歌はいいねぇ』とか『敵って……誰だよ？』とか言ってもらう。身み悶もだえしているところを押し倒され……子供は二人欲しい。エッチは一日、三回まで可。

　紫貴の夢は広がるばかりだ──

　秘めた野望のため、紫貴は、この遠征で夏樹との距離を縮めようと画策していた。

「ごめんなさい。嫌な思いさせちゃって」

　紫貴は髪を耳にかけながら振り向く。

　自分の胸や尻しりを夏樹が凝視できるよう、角度計算しての振り向きである。

「あれ……氷室くん？」

　でも夏樹は既すでにいなかった。






Ⅱ　兵士と勇者









　夏なつ樹きは浜辺に向けて走り出していた。遠くで悲鳴のような声を聞いたのだ。別に紫し貴きを無視した訳ではない。

　岩がん礁しよう付近でタンクトップ姿の女子部員たちが集まっていた。

　岩の上に座る葵あおいを、四人が介抱している。

「どうした！」

　夏樹が走り寄る。部員の一人が不安げな面持ちで言った。

「総隊長っ、部長が蛇へびに噛かまれて──」

　夏樹はすぐ葵を見る。右の後腕から血が垂れていた。一人が止血しようと、葵の腕にタオルを巻き付けている。

「別に、騒ぐほどのことじゃ──」

　葵が言う。でも言葉に反してその顔は暗かった。

　夏樹はすぐにズボンポケットに入れたエンブレムクロック──紅の懐中時計──を指で撫なでる。ポケットの中で『エイルン・バザットと認証』という意の光文字が浮く。

　夏樹の右目に二センチ四方の光板が現れた。

「君はそのまま止血を！　蛇はまだ近くにいるか？」

　部員の二人が恐る恐る岩陰の方を指差す。夏樹は耳を澄ました。何か這はうような音を察知する。夏樹はばしゃばしゃと水の中に入っていく。岩を乱暴にどけた。

　次の瞬間、蛇が牙を向けて夏樹に飛び掛かった。葵たちが悲鳴を上げる。

　でも夏樹は難なく蛇の首を掴つかむ。岩陰から一五〇センチ近い蛇体を引きずり出した。

「「「きゃぁああああっ!!」」」

　女子部員が足をつんのめらせて逃げ出す。葵も喉のど奥おくに声を詰まらせた。

　一方、夏樹の視界ではエンブレムクロックを通して蛇のデータが解析されていく。

「……良かった。毒はないみたいだ」

　夏樹は安心顔になって蛇を海へ放る。葵の横に来てしゃがむと、その腕を取った。

「でも一応、血抜きはしておくか──」

　二の腕の後ろに口を付ける。葵が目をまん丸に広げた。夏樹は血抜きしてプッと血を吐き出す。すぐまた傷口に口を付ける。

　迷いなくそれをやる夏樹──葵だけでなく女子全員がビックリしていた。

「た、隊長っ！　私、ヘキサ……なんですけど？」

　葵が声を小さくして聞く。

　ヘキサを〔感染症〕のように見る者は多い。巷ちまたでは性交や血液感染などでヘキサになると信じられているのだ。でもその風潮に科学的根拠などない。

　ヘキサ差別が生み出した妄想の産物と言えよう。しかし、ヘキサの多くは、病原菌のように見られる事にコンプレックスを持ってしまう。でも──

　夏なつ樹きは、傷口から口を離して血を吐き出す。

「知ってるよ。何を今更──」

　笑って、また葵あおいの傷口に唇くちびるを当てる。葵は脳内で鐘が鳴ったような気がした。結婚式で鳴らす、教会の大鐘である。葵の顔から湯気が上がった。

　ソレを見ていた一人が感嘆調に呟つぶやく。

「こーゆー人なんだよなぁ」

　夏樹は完璧に応急手当てを済まし、葵を救護テントへ連れていった。







　葵を送った夏樹は、当初の目的を果たす事にする。どうしても確認したい事があった。

　夏樹は、海ではしゃぐ、大だい地ち・オルソン・山やま武たけの姿を見つける。

「すまん江え藤とうーっ！　少し良いかーっ！」

　沖の方にいた山武を呼びだす。山武は返事をするように手を振った。それからクロールで岸の方へ向かってきた。山武の濡ぬれた足が浜の砂を踏む。

「隊長。何すか？　話って？」

「すまない。そう時間は取らせない」

　二人は人目のつかない浜辺へ移動する。夏樹は手頃な流木を見つけると腰掛けた。

　山武も夏樹の隣に座る。

「実はセレンのことについて、少し話を聞いておきたくてな」

　山武は少し目を細める。夏樹はその変化に目ざとく気付いた。

「君なら感情的にならずに、客観的な意見をくれると思ってな」

「まー、三人の中じゃ俺が一番適任っすかね」

　山武は濡れた顎あご鬚ひげを弄いじる。夏樹は少し気持ちを引き締めた。

「遅かれ早かれデストブルム……つまりセレンと機兵部の訓練は、着手しなければならない。俺から見て、機兵部はかなり持ち直してきてる。そろそろセレンのことを受け入れる気持ちの余裕も出てきたんじゃないかと思ってな……君から見て、どう思う？」

　山武は考える。「良くて半々っすかね」と、濡れた前髪を掻かきあげた。

「ドロップアウトした連中のほとんどは、『部長がー』とか、『隊長がー』とか、抜かして辞めてった感じなんスけど、俺から見れば『テメーら単にビビっただけだろ？』としか見えなくて……傷心の自分を装よそおってれば、逃げても風当たりはマシになりますから」

　山武の言に夏樹は「厳しいな」と失笑した。

「で、残った半分は、戦せん騎き装そうに乗る事にプライドもった、まー俺らみたいな奴やつらや、逆に、死んだり、戦えなくなった部長たちに義理を果たそうとしてる奴ら。あとはヘキサの世間的な事情なりを考えて学園側の意向に沿った方がいいと考えた、小こ賢ざかしい連中ってとこですかね……で、問題なのは義理を果たそうとしてる連中っす」

　山やま武たけは思い出すように視線を上にやった。

「あの大事件のあと、学園側はすぐにあのチビを匿かくまったんスよ。下手したら逆上した生徒に殺される心配がありましたから。それでもあのチビは自分の気持ちが許さなかったのか……一人でのこのこ、格納庫に謝りに来た事があったんです。そしたら──」──
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　セレンを見た大だい地ちが、拳こぶしを振り上げて跳びかかる。

「この糞くそチビぃ！」

　即座にオルソンと山武が止めに入った。オルソンが大地を後ろから羽は交がい絞じめにして、腰から下を山武が押さえ込む。

「大地！　気持ちは分かるけど落ちつけって！」

「そーよ！　大地が本気で殴ったら死んじゃうよ！」

　大地は涙なみだ目めになって怒鳴り散らした。

「コイツのせいで！　コイツのせいで部長が死んだんだよっ！　月げつ下かさんの左手だって！　韋い駄だ天てん・月下が今も病院で寝てんだぞチキショウ！　なんでテメーら落ち着いてられんっ──」

　大地が怒鳴る中、セレンの頬ほおがはたかれる。三人は気を呑のまれた。気付けば、何人もの女子部員がセレンを囲んでいた。女子部員の一人がセレンを引っぱたいたのだ。

「あんたのせいで双条隊長スクナちやん……死んじゃったじゃないっ」

　セレンは震える手で、顔──憔しよう悴すいしてやせ細った頬──を押さえる。今度は別の女子生徒がセレンの長い髪を横から引っ張った。セレンは痛みに声を上げる。

「私たちの夢を返せ！　緑みどりさん返してっ！」

　セレンの髪を掴つかんだ女子は泣いていた。

　彼女が大声を上げたのが暴動開始の合図となる。他の部員たちが一斉にセレンに飛びかかった。セレンの小さな身体からだはたちまち押し倒される。

「八や雲くも隊長の足、返してよ！　部長殺したのはアンタだ！」

「こいつさえ！　こいつさえいなければっ！」

　セレンには謝罪どころか、抗こう弁べんの間も与えられなかった。

　セレンは何人もの部員に踏みつけられる。腹や背中、頭も顔も関係なく。

　まず葵あおいが飛び出した。その後に柔じゆう呉ごと整備部だ。更には冷静な機兵部の何人かも遅れて間に入った。

「こいつネイバーフッドなんだぞ！　殺しちまったら俺ら！」

「知るかよバカ！　こいつの！　こいつのせいで！」

「あれは事故だったって学園側もいってた！　この子はそもそも操そう縦じゆうだって──」

「知らない！　返して！　私たちの機兵部を返して！」

「アンタさえこの島に来なければ！　アンタ、あの機体と同じよ！　不幸を撒まき散ちらす【魔女】よ！　殺してやる！　殺してやるぅう！」

「部長返せっ！　魔女！　魔女ぉ───！」

　この暴動事件を端に、セレンは対人恐怖症を患わずらうことになってしまった──
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「以来、あのチビは機兵部の前に顔を出さなくなりましたとさ……」

　山やま武たけが回想を終える。

　夏なつ樹きはずっと口元を手で覆っていた。沈痛な面持ちで瞼まぶたを閉じる。

　セレンを取り巻く不幸は想像以上に根深かった。時間をかけて解いていくしかない。夏樹はそう思った。少しの時間を置いてから立ち上がる。

「ありがとう、話してくれて。それと江え藤とう……俺がセレンと共に歩む道を選んだとして、君は俺に付いてきてくれるか？」

　立ちあがった山武は肩をすくめる。「愚問っすね」と歯を見せた。

「俺ら三人、アンタの下で走るって決めたんすから。黙って命令してりゃあいいんすよ」

　夏樹は意表を衝つかれる。口元を緩ませ「ありがとう」と言う。

「ちなみに大だい地ちにはその質問、しない方がいいっすよ。『俺ら信用されてねー』って傷つきますから。根っこの回路は乙オト男メンなんすよ。俺についてこいのスタンスで行きましょう」

　山武は両の人さし指を立てて、夏樹に向ける。夏樹は「ああ！」と力強く応こたえた。







　雷らい鳥ちようは今回の遠征で、私兵による護衛を生徒達に付けていた。規模にして歩兵一〇名と戦せん騎き装そう・四機だ。たかが一泊二日のお供には物々しい戦力と言える。

　森の少し入った所にある広場──そこに戦騎装・四機が片かた膝ひざをつく格好で待機する。

　その周りにはテントやキャンプ用品が広げられていた。休憩中の五名がくつろいでいる。

　三人がテーブルについてトランプをやっていた。

　残り二人が、本日の夕飯を準備する。皮を剥むいた野菜を、サバイバルナイフで一口大に切っては、寸ずん胴どう鍋の中に入れていく。

　料理当番の一人が欠伸あくびをした時──空気を押し出すような音が二回、鳴った。

　料理当番・二人の眉み間けんに、勢いよく血が吹く。音を立てて二人が背中から倒れた。

　カードゲームをしていた三人の視線が彼らに向く。

　同じ音が三発、森の中でまた響いた。







　日も落ち出した頃ころ、夏樹は米国・研究班のテントに向かっていた。今晩の夕食に彼らも誘おうと思ったのだ。

　他の生徒は、ここから少し離れた浜辺でバーベキューの支度をしている。

　夏なつ樹きは木々に囲まれたあぜ道を行く。森の中にある白いテントが見えてきた。部屋一つくらいなら、すっぽり覆ってしまうほどの大きさだ。

　外から中の様子は見えない。夏樹は入り口部分からテント内に入った。

「失礼しま──」

　夏樹が中に入ったのと同時だ。それは一秒未満の意思決定となる。

「っ!!」──夏樹は、自分の瞳ひとみと髪を紅色に染めた。

　眼前にいたのは覆面マスクの男。

　刃渡り四〇センチはある〔へ〕の字に曲がったナイフ──グルカナイフ──を、夏樹に振り降ろしたところだった。

　刹せつ那な、覆面マスクの顔面が潰される。

　兵器にも勝る、夏樹の鉄拳が振り抜かれたのだ。

　覆面マスクが一直線に後ろへ飛ぶ。

　テーブルに並べられていた研究機材をぶっ壊して、男の身体からだが地面に転がった。

　夏樹はすぐに次の行動を執る。この一瞬の出来事で、意識は完全に切り替わっていた。

　殺した男の事など見向きもせず、夏樹はテント内を見渡す。

　テント内は惨さん憺たんたる殺人現場となっていた。

　テーブルにもたれるように絶命している女性研究員。三人分の死体が重なるように地面に倒れている。夏樹が握手を交わしたレイモンド班長も、喉のどをかっ切られて殺されていた。

　夏樹は早足に、転がる覆面マスクの元へ行く。

　機械的にそのマスクを剥はいだ。肌の色から黒人男性だと分かる。服装は真っ黒の部隊服だ。サプレッサー付きのハンドガン、マガジンや手しゆ榴りゆう弾だんがチェストポーチから覗のぞく。

　整った装備・その犯行から、暗殺のために送られてきた部隊だと夏樹は断定する。すぐ死体の装備に手を伸ばした。

　氷ひ室むろ夏樹改め、エイルン＝バザットは新人類である。

　月の天才科学者・ドクターツルギに、改造人体を与えられた超人戦士。

　鋼鉄よりも堅い進しん化か鎧がい骨こつ格かく──絶対に破裂しない蛮弾力内臓──爆発増加する強化人工筋肉──何百倍の伝達速度を誇る超敏化神経系──

　エイルンは、理不尽な悪と対たい峙じする時、迷うことなくこの力を行使する。

　死体からチェストポーチを剥はぎ取とって自分にかける。ハンドガンからサプレッサーの筒を取り外し、マガジンの弾を確かめた。

　グルカナイフ片手に、エイルンはテントを飛び出す。







　夜の浜辺に、白い煙と旨そうな香りが立ち込める。

　浜辺には折りたたみテーブルが五脚立つ。その上には、生肉や野菜のバーベキュー串が山を作っている。調味料、タレ、調理用具も並べられていた。

　テーブルの周りには、生途会の三人がジュースを片手に談笑している。三人とも機兵部と同じ格好に着替えていた。

　バーベキューコンロが三つ──中に炭火が敷しき詰つめられ、赤く燃えている。

　串焼きの肉が火に焙あぶられる。肉汁がポタポタと網の下に落ちた。

　鍋奉ぶ行ぎようならぬ、串焼き奉行をやるのは大だい地ちとオルソンだ。オルソンが焼き途中の串焼きに、ハケでタレを塗った。じゅっと美お味いしそうな音と、香ばしい匂においが広がる。

「亜あ賀が沼ぬま！　もういいだろ！　喰くおうぜなあ！」

　皿を持った一人が目を輝かす。同じく皿を持っていた葵あおいが遠目でエイルンを見つけた。

　葵は嬉うれしそうに箸はしを持った右手を上げる。

「あ！　たい、ちょっ──？」

　葵は思わず声を止める。夏なつ樹きは鬼のような形相で──

「みんなっ！　逃げろぉおおおおおお！」──海岸全体に広がるほどの大声を上げた。




　四機の戦せん騎き装そうが森の中から跳び出す。




　それは自衛隊の巌がん流りゆうに似た、量産タイプの機体だった。

　巌流の前身となる、かつての日本の主力戦騎装【土ど竜りゆう】である。モグラという読み方ではない。雷らい鳥ちようが護衛に付けた四機に違いなかった。

　生徒たちの思考がストップする。

　静止した時間の中、土竜が右手を前に向けた。肘ひじ裏うらにあるグレネードが、半円を描いて構えられる。グレネードの砲口が疾しつ風ぷうに向いた。

　鈍い砲声が浜辺に渡る。続けざまに何発もだ。

　浜辺で膝をついていた疾風が大爆発を起こした。

　爆風が、砂と鉄の残ざん骸がいを巻き上げる。バーベキューコンロが倒された。

　遅れて生徒たちから悲鳴が上がる。

　次に覆面マスクが続々と森から飛び出す。先頭の六人はエイルンの方へ向かっていた。

　エイルンは彼らを視認したと同時、グルカナイフをぶん投げていた。

　グルカナイフのブーメラン──強烈な風切り音を上げて、覆面マスク・一人の首に深々と刺さった。残り五人が足を止める。手に持った自動小銃をエイルンに向けた。

　彼らがトリガーを絞るよりも先……エイルンが手しゆ榴りゆう弾だんを投げ終える。

　豪速球の手榴弾が二つ、彼らの足元に埋まった。エイルンの周りでは手榴弾のピンが舞う。次の瞬間、爆発が起こった。覆面マスクたちが爆風に巻き上げられて絶命する。

　生き残った最後の一名が困惑気味に辺りを見渡す。その胸元を三発の銃弾が貫いた。

　最後の一人が倒れる。エイルンは拳けん銃じゆうをホルスターにしまいながら駆け出す。

　覆面マスクの一グループが返り討ちにされるまで、十秒の出来事だった。

　四機の土ど竜りゆうは依い然ぜん、疾しつ風ぷうの破壊活動を繰り返している。




「全員すぐ船に！　頭を低くして！　早く！」

　いち早く混乱から立ち直った紫し貴きが大声で避ひ難なんを促うながす。血気盛んにも疾風に搭乗しようとした大だい地ちたちを田た中なかが止めた。

「爆風の破片でやられる！　お前らも行くんだ！　早く行け！」

　メガネをずらして田中が叫ぶ。大声を上げないと爆発音で声が届かないのだ。

　三人はその剣けん幕まくに呑のまれて言う通りにする。

　避難しだした生徒達を他よ所そに、エイルンは逆方向を行く。浜辺に落ちた疾風の携けい行こう地雷に猛然と向かった。誘爆しなかったソレにエイルンは両手をかける。

「ぐぉおおぉ！」──一気に持ち上げる。

　一三〇キロの地雷を担いで、エイルンは一機の土竜に突貫した。

　土竜に気付かれる前に地雷を足元に捨て置く。すぐに距離を開けながら土竜の装甲板を銃で撃つ。銃弾が弾かれる音が二発分、鳴った。

　エイルンの方を向こうと、土竜が携行地雷を踏みしめ──大爆発。

　爆風にエイルンの身体からだが持ち上げられる。

　吹っ飛ばされた身体が縦に回転した。回る最中、飛んできた鉄破片を、エイルンの動体視力が捉とらえる。顔に迫った破片を、エイルンは手に持った拳けん銃じゆうで薙なぎ払はらう。

　そのまま砂浜をゴロゴロと転がった。エイルンの身体がすり切れる。額や肩、両腕、肩から血が出た。しかしエイルンは気にも留とめずに立ち上がる。

　すると今度は、茜あかねの悲鳴が聞こえてきた。




　メガネが割れて浜に落ちている。田中が、頬ほおを真っ赤に腫はらして浜辺に倒れていた。

　その近くでは、覆面マスク・一人と、亜あ賀が沼ぬま小隊の格闘戦が繰り広げられていた。

　覆面マスクが、胸元のホルスターに手を伸ばす。

　山やま武たけが海の砂を掬すくって、その目に投げつける。覆面マスクが怯ひるんだ。

　鼻血を出したオルソンが背後から覆面マスクに抱きつく。即座に大地が跳躍した。

「おるらぁあああああああぁっ！」

　右みぎ肘ひじが弧を描く──大地の肘先が、覆面マスクの鼻頭にめり込んだ。

　覆面マスクが大の字で海辺に倒れる。山武が、伸びている田中の身体を担ぎあげた。

　オルソン・大地は、すぐさま茜の方へ走りだす。

「なっに！　すんの！　放し、てっ！」

　肩に抱えられた茜がジタバタと暴れる。茜を助けようと二人が覆面マスクに飛びかかる。

　茜を肩に乗せた覆面マスクが、大地たちに拳銃を向けようとして──

「ふっ！」──その横頭を、エイルンの握り拳こぶしが襲う。

　生卵に親指を入れるように、覆面マスクの頭ず蓋がい骨こつが陥かん没ぼつする。茜あかねを拘束した覆面マスクが海の方まで殴り飛ばされた。

　血だらけのエイルンが茜の身体からだを抱きとめる。

「総隊長っ！」「痛そうよ!?」

　息を上げた大だい地ちとオルソンが交互に言う。

　エイルンは押し付けるように茜をオルソンに預ける。

「船で落ち合おう！　他の奴やつらを頼んだぞ！」

　オルソンと大地は一回だけ、力強く頷うなずく。互いに逆方向へ走りだした。




　カードタイプの学生証が海面に漂う。海辺では覆面マスク・三人に葵あおいが捕えられていた。

「むっう！　むぅう！」

　葵の口元が後ろから押さえられている。

　覆面マスクの一人が、腿ももに挿さした葵のサバイバルナイフを引き抜く。投げ捨てられたナイフが音を立てて黒い海に消える。

　葵は襲撃が起こってすぐ、上着に入れていた学生証を取りに向かった。氷ひ室むろ義塾の学生証は、戦せん騎き装そうの起動ツールでもあるからだ。

　だが単独行動をとったのが災いしていた。

「アオイ＝イチノセで間違いないな？」

　正面の覆面マスクが流りゆう暢ちような英語で言ったその時だ。

　高速回転する拳けん銃じゆう──投とう擲てきされた鉄の塊が、横にいた一人の後ろ首を襲う。頸けい椎ついを破壊されて、もたれるように死に絶えた。勢いよく覆面マスクの二人が横を見る。

「むぅ!!」

　葵も横目で彼を確認する……エイルンが砂を巻き上げて走ってきていた。

　エイルンは走りながら「一いちノの瀬せ！」と叫ぶ。両耳に指を入れるジェスチャーをした。

　葵はそれが何を意味しているか気付く。すぐ自分の両耳を塞ふさいだ。

　正面の覆面マスクがホルスターから拳銃を抜くよりも先……エイルンが懐に潜り込む。

「わぁっ！！！！」──ゼロ距離・最大肺はい活かつ量りようの爆叫音び。

　海面と大気が震えた。正面の覆面マスクの両鼓こ膜まくが破れる。白目を剥むいて意識を失い、頭から後ろへ倒れた。同じく、葵を押さえこんでいた一人も一瞬、意識を飛ばす。

　その隙すきに葵が拘束を解いて逃げた。一拍遅れで覆面マスクはエイルンに飛び掛かる。二人の身体がもつれるように海面に転がった。自由を取り戻した葵がすぐさま声を上げた。

「隊長っ!!」

「ごぶぁ！　は！　早くカードをっ！」

　海面から顔を出してエイルンが言う。しかし、また顔が海面に沈められる。

　覆面マスクが両手で首を絞め、エイルンを海中に沈めようとしているのだ。

　葵はそれでも走る。エイルン夏樹は絶対に死なないという信頼があっての即決だ。

　エイルンは海中で覆面マスクの両手首を掴つかむ。二トン近い握力で覆面マスクの両手首を握り潰した。覆面マスクが絶叫を上げる。

　海面から上体を上げ、エイルンが手刀を繰り出す。血が勢いよくエイルンの顔にかかった。エイルンの右手は覆面マスクの喉のどを貫いていた。

　死体をどかしてエイルンはすぐに立ち上がる。そして息を呑のんだ。

　土ど竜りゆうが葵あおいに向かっていた。エイルンは「一いちノの瀬せ！」と、呼び掛ける。

　その一方──葵は、真っ向から挑むように土竜を見上げた。

「好き勝手……しやがって」

　奥歯を噛かみしめ……学生証の端を親指で折った。

「来なっ！　鬼ほお灯ずき！」

　轟ごう音おん──木々をなぎ倒して鬼灯が向かってくる。鬼灯の巨体が土竜を横から突き飛ばす。激突の火花が瞬またたいた。土竜が飛沫しぶきを上げて、海岸に転がる。

　鬼灯には非常起動プログラムが備わっている。葵はそれを使ったのだ。

　葵に背を向ける格好で鬼灯が片かた膝ひざを付く。背中のコックピットハッチが開いた。

　葵が鬼灯の背をよじ上ってコックピットに乗り込む。バイク型の操そう縦じゆう席に飛び乗った。

「行くよ相棒っ！」

　葵が操そう縦じゆう桿かん・横にカードを差し込む。鬼灯のアイカメラが赤く光った。

　鬼の戦せん騎き装そうが夜の浜辺に立ちあがる。右膝にマウントされる戦騎装運用コンバットナイフ【バレルスライサー】を引き抜き、跳び上がった。

　立ちあがった土竜の頭頂部を、バレルスライサーが貫く。土竜の頭部が潰れ、胸部装甲が歪ゆがんだ。土竜が背中から浜辺に倒れる。

　エイルンが叫ぶように葵に言った。

「一ノ瀬！　部員たちの護送を援護！　残りの戦騎装を止めてくれ！　戦騎装の次は輸送手段を狙われる危険がある！」

　鬼灯の外部スピーカーから『了解！』と、葵の返事が上がる。鬼灯が他の土竜の下へ向かった。エイルンもまた別方向へ走り出す。







　巨大な両手に部員たちを乗せ、五機の疾しつ風ぷうが浜辺を走る。

　足元で波飛沫が散った。巨大タイヤロードホイールに巻き上げられて砂粒が舞う。葵の他にも、運よく搭乗を果たす事が出来た部員たちだった。

　五機の疾風を二機の土竜が追う。疾風の足に向け、一機が右腕のグレネードを構える。

　発砲の瞬間……土竜の胸部に、鬼灯の両ひざが火花を上げてぶつかる。

　鬼灯は浜辺に土竜を押し倒した。

『皆！　このまま船にっ！』

　葵の声が外部スピーカー越しに上がる。鬼灯は力にものを言わせ、押し倒した土竜の右腕を引き抜く。次に頭部ユニットを左手で押さえ込んだ。

　爆発──土ど竜りゆうの頭が吹き飛ばされる。

『先に手を出したのは……そっちだっ！』

　葵あおいの怒声が渡った。鬼ほお灯ずきは最後の一機にその身体からだを向ける。







　輸送ヘリがローターを回し始める。

「鬼灯も戻ってきたわね！　いいわ！　出発させて！　氷ひ室むろくんはこちらで回収します！」

　紫し貴きがインカム越しに命じる。通信相手は茜あかねだ。

　付近で停泊していた輸送船が汽笛を上げる。すぐに船は出航を始めた。

〔ロ〕の字に開放されているヘリの搬入口から、紫貴が外の様子を窺うかがう。エイルンが猛然と走ってきた。エイルンは搬入口から飛び込むようにヘリの中へ入る。

「生徒達の護送はっ！」

　血だらけの姿と、その剣けん幕まくに紫貴はたじろぐ。でもすぐ「完了しています！」と、エイルンに返した。

「よし飛ばしてくれ!!」

　エイルンの指示でヘリコプターが乱暴な離陸をする。

　斜めになった機内で紫貴が転びそうになった。エイルンが紫貴を抱きとめる。

　紫貴は火ほ照てったエイルンの肌に触れて息を呑のむ。しばらくすると機内は水平になった。

「はっ！　はっ！　はっ！」

　エイルンが息を整える。顎あご先さきからは汗が垂れていた。紫貴は顔を青くして声をかけるのを躊躇ためらう。紫貴の視線は、返り血を浴びたエイルンの顔と、紅あかい髪に向けられていた。

　突如、エイルンが慌てて首を横へ向ける。

　エイルンの視界が捉とらえたのは、射出されたロケットランチャーの弾だった。

「対ショック姿勢っ!!」

　即座にエイルンが吠ほえた。チェストポーチのポケットごと手しゆ榴りゆう弾だんを毟り取る。

　エイルンは歯でピンを抜き、搬入口の外──飛んでくるロケット弾──めがけて手榴弾を投げつけた。

　信管をぶつけたロケット弾が空中で爆発を起こす。爆風がもろに輸送ヘリを揺らした。

「きゃ、きゃあぁああ！」

　バランスを崩した紫貴が、他の荷物と一緒に、夜の海へと落とされる。

　エイルンは苦く悶もんの声を上げた。傍そばにある緑みどりのバックパックを手に取る。紫貴を助けるべく、エイルンは夜の海へと飛び込んでいった。







　決死の脱出劇から一時間近くが経過した。

　月明かりが周囲を優しく照らす。海面を切って輸送船が海上を進む。

　甲板には、疾しつ風ぷうが一七機、片かた膝ひざをついて横に並んでいた。紫し貴きたちを乗せていた輸送ヘリも着艦を果たしている。

　船首には鬼ほお灯ずきが立つ。船の行く先を睨にらみつけんが如く、周囲を警戒していた。

　エイルンの奮闘あってか、学園側に犠牲者は一人も出ていなかった。

　機兵部二三名と、茜あかね・田た中なかが甲板に集まる。

　怪け我がをした生徒の治療、運よく回収できた疾風の調整、簡易食料レーシヨンの配給──それぞれが作業を分担してやっている。

　十数名の生徒が今後の対策を検討していた。一人の男子部員が声を上げる。

「救援に来れないっ!?　なんで!?」

「第弐富ふ士じの上空に低気圧が来てるんだとよ。ヘリどころか船も出せる状態じゃないらしい。早くても救助は明日の朝になるだろうな」

　大だい地ちが簡易食料レーシヨンを齧かじりながら彼に応こたえる。デッキの段差に尻しりをつけている格好だ。その近くでは茜が田中の頬ほおにガーゼを貼はっていた。そんな茜に大地が聞く。

「お嬢。奴やつら、ここまで追いかけてくると思うか？」

「……それは無いと思う。状況から鑑かんがみて、おそらくアイツらは夜間強襲サイレントミツシヨンで事を進めようとしていたはず。でも氷ひ室むろさんの介入で、それがご破算になったと見て間違いないです。じゃなきゃ、あんなグダグダな突撃、説明がつかないもん。火器の使用が最小限だった事や、私や葵あおいさんを拉ら致ちろうとした事から、目的はおそらく誰かの誘拐……。殺害で良かったのなら、最初から戦せん騎き装そうのグレネードをバーベキュー会場にぶっ放していれば終わった話だし」

　未いまだに死の恐怖が取れない男子部員が言う。

「それだって推論だろ!?　総隊長も帰ってきてないんだぞ！　隊長がもし死んでたらっ」

　大地がブーツの踵かかとを甲板に叩きつける。ブーツの打音が彼の弁を遮った。

「女みたいにピーピー騒いでんじゃねえ。あの人が落ち合うっつったんだ。俺らは信じて待つしか無えだろ。怖かったら船倉に潜ってマスでも掻かいてろ」

　大地が凄すごむと甲板はしんとなる。しばらくしてから別の男子部員が言った。

「お、俺、見たんだけど……総隊長、ひっ、人、殺してた──」

　途端、大地が眉まゆを三角にする。その男子部員は声を震わせながら続けた。

「躊ちゆう躇ちよとか、そんなの全くなくて……なんか、殺し慣れてるって言うか──」

　大地が手を上げるよりも先だ。彼の胸倉が掴つかまれ、身体からだが持ち上げられた。

「……ボク、頭悪いけど分かるよ……。総隊長がぶっ殺しまくってくれたから、ボク、こうして生きてられてるよ」

　オルソンだった。甲板に足を伸ばす格好の山やま武たけも、目を据わらせていた。

「あの人が手を汚してくれたから、誰も犠牲者が出なかったんじゃねーの？」

　言われて彼が「ごめん」と言う。オルソンも「ごめんよ」と、彼を下ろした。

　再び沈黙が広がりかけた時──甲板にけたたましい警報音が上がった。

『全乗組員及び、氷ひ室むろ義塾・戦闘科生徒に通達！　マ、マリスを確認！』

　放送を聞いた全員の表情が強こわ張ばった。茜あかねが狼ろう狽ばいの叫びを上げる。

「どういうことっ！」

『子団マリスと推定！　数九、一五、二一体！　本船に向け、海中を進行中！　ただちに迎撃準備求む！　本船に迎撃能力は無いっ！』

　子団マリスとは、クイーンと行動を共にしない〔はぐれマリス〕の事だ。

　さしもの大だい地ちたちも顔を歪ませるが──

　船首に立つ鬼ほお灯ずきが、スラスターの爆音を上げる。エンジンの空ふかしをするように。

　広がりかけた混乱が止やむ。葵あおいの声が、鬼灯のスピーカーを通して全員に伝わった。

『丁度よかった……頭ん中、ゴチャついてて──』

　誰が聞いてもそれが分かる。葵はイラついていた。

『どうせ朝まで暇なんだ……テメーら頼むから、ぶっ殺させな』

　鬼灯のアイカメラが不ぶ気き味みに光る。その先には、海面を盛り上げる群影を捉とらえていた。







　無人島の入り江付近には小さな洞どう窟くつがあった。

　足場を含め、周りはごつごつした岩がん礁しように囲まれる。波と岩のぶつかる音が、洞窟内に響き渡る。洞窟の奥の方では、明りが灯ともっていた。

　非常灯を岩場の間に挟む。地熱が通っているのか、洞窟の中は暑いくらいだった。

　緑のバックパックメデイカルバツクが無造作に開けられている。内部には防水コーティングが施されているため、中身はそこまで濡ぬれていない。

　明りを元に、紫し貴きがエイルンの腕に包帯を巻いていた。ずぶ濡れの髪を今は後ろでまとめている。

　二人は敵の狙いについて整理をしていた。

「以上のことから、目的は誰かの誘拐だと思う。あとは──」

「俺の殺害だろう？　俺の乗ったヘリは即座に撃墜しようとしていたからな」

　紫貴は目の焦点を無くす。目覚めてから、恐怖による緊張が取れないでいた。

「……氷室義塾がいくら情報統制をしていたとしても限界はある。もしも氷室義塾がネイバーに代わる新兵器を完成させたなんて聞けば……明みよう星じようを日本に押しつけたいアメリカや、デストブルムが欲しい諸外国が動いても不思議じゃない」

　紫貴が夏なつ樹きの背中に手を添そえる。その手は震えていた。

「氷室義塾の崩壊のカウントダウンは始まっていた……いつ本土にいる明星と武蔵むさしさんを呼び戻してもおかしくないほど、状況は逼ひつ迫ぱくしていた。他国の思惑が、ただ待っているだけで叶かなうはずだったの……。でも、アナタが来て状況が変わった。ヘキサたちもその実力を見せ付けるまでにまた力を取り戻してきて──」

　声を通して、紫し貴きの恐怖がエイルンに伝わる。紫貴を元気付ける様にエイルンは笑った。

「だが失敗した。連中、今頃、さぞ悔しがってるだろうな。俺を倒したかったらあの十倍は戦力を動員しないとダメだ」

　それがエイルン夏樹の気遣いと分かって、紫貴は笑うフリをする。

　紫貴の恐怖は、敵が襲ってきたことだけに在るのではない。

　紫貴は見てしまったのだ。

　エイルン夏樹が躊ちゆう躇ちよなく、敵の兵士を殺して回っていた姿を。

　その圧倒的な戦闘力……機械的なまでの殺しの手際テクニツクを……。

　紫貴はずっと、エイルン夏樹は自分と同じアニメオタクだと疑わなかった。

　エイルンへの愛をこじらせ過ぎて出来たのが、今、ここにいる彼だと思っていたのだ。

「貴方あなた、こんな状況でも人の心配が出来るのね……本当に大したものだわ」

　でも今は違う。紫貴は彼の言動から、確かな戦歴を嗅かぎ取っていた。

　紫貴は別の包帯を取ろうと地面に視線をずらし……それに気付く。

　──え？

　紫貴は思わず声を上げそうになった。

　タンクトップを脱いだエイルン夏樹の脇腹には、大きな古傷が刻まれていた。もしやと思って彼の身体からだを見渡す。

　よく見れば、他にも大小、無数の古傷が刻まれていた。

　紫貴が思い出したのは【エイルン＝バザット】の設定だ。エイルン＝バザットの身体にも幾つもの古傷が刻まれている。劇中では何度も古傷のカットバックが挟まれていた。

「氷ひ室むろくん、このお腹なかの傷──」

「ん？　あぁ……子供の頃ころ、内乱に巻き込まれてな。その時に負った砲弾傷だよ」

　紫貴は一瞬、頭に血が上ったのを感じる。

　一方、エイルンは自分の失言に気付いてない。昔からよく聞かれる質問なので、深く考えずに答えてしまったのだ。

　──ドール・ワルツ・レクイエムが放映されたのは四年前。いや……そもそも、古傷なんてどうやって？

　紫貴の頭に絶対に在り得ない仮定が一つ浮かぶ。更に、もう一つの事柄にも気付いた。

　──……なんで？

　紫貴は改めてしっかり、エイルン夏樹の髪の色を確認する。髪は黒色だった。

　──髪……さっきまで、赤かったわよね？

　紫貴の疑問が嵩かさを増して行く。そんな中、エイルンの片耳がピクリと動いた。

　紫貴が口を開きかけると「しっ」と、エイルンは口元に人差し指を立てる。

　──一、三、四……。

　エイルンの超聴力が敵の足音を捉とらえていた。エイルンはすぐに非常灯の明りを消す。それから困惑する紫貴に向き直った。

「敵の残存部隊がこの辺りに近付いている。俺は今から、残りの奴やつらを無力化してくる……君はここで待っててくれ」

　紫し貴きが目を見開く。抱く恐怖が倍化したのだ。

　エイルンはそんな彼女の心中を計ってか、リュックの中から圧縮製の注射器を出す。アンプルの一つを選んで注射器にセットした。

「次に目を覚ましたら、すぐに遭難信号を発信しろ。通信機はリュックの中に入っている」

「何を言ってっ!!」

　紫貴が声を上げようとした時、彼女の二の腕を注射器が刺す。プシュッと音を立てて、注射器の液体が紫貴の体内に入って行く。

　紫貴の視界がグラついた。急速に意識が遠のく。

「だ……め」

　倒れる紫貴の身体からだをエイルンが支える。そのまま彼女を岩場の影に寝かせた。

　エイルンはしゃがんで紫貴を見つめる。

　今、自分の肩に乗る命……それを目に焼き付け、静かに意識を集中させた。

　こめかみをぶん殴られるような感覚が走る。

　波紋が広がるようにエイルンの髪と瞳ひとみが再び〔紅〕に染まった。

「……怖いだろうが、少しだけ待っててくれ」

　温情の籠こもった瞳はやがて、冷えた殺意を宿す。エイルンは洞どう窟くつの外へと走って行った。






Ⅲ　真実と勇者









　無人島にも雨が降り始めていた。草や土、木の枝や葉を雨粒が濡らす。

　暗視スコープを付けた四人の覆面マスクが静かに進む。手には自動小銃を一丁ずつだ。

　互いに背を預け、死角を作らないように目標を探していた。

　──揺れる視界。獣のような息遣い。

　草を分け、木々をなぎ倒してそいつらは夜の森を進む。そして、進行上に四つの人影を捉とらえた。




　背の高い草に、密集するように立つ木々。

　覆面マスクの二人が距離を開けて森の深部を進む。

　一人が沼の横を通り過ぎる。

　遅れて二人目が沼を通り過ぎようとして……沼の湖面から手が伸びた。

「っ!?」──伸びた手が二人目の片足を掴つかみ、沼の中へと引きずり込む。

　少ししてから一人目が振り向く。一緒にいたはずの仲間はどこにもいなかった。




　覆面マスクの一人が、喚わめきながら自動小銃を上に向けて乱射する。銃を撃つ最さ中なか、その上半身が丸々、噛み千切られた。




　覆面マスクの一人が木の枝を掻かき分けて進む。音も無く、上から木の弦つるが下りてきた。覆面マスクはそれに気付かない。木の弦に自分から近寄り、それが男の首元に来た時──

「ぐえ！」──一本釣りされた魚のように、男は首を吊つり上あげられて絶命した。




　覆面マスクの二人が逃げ惑まどう。後ろを向いては自動小銃を撃ち、また走る。

　後ろの一人が下半身を握り潰された。前を走っていた一人を大きな影が呑のみ込こむ。




　覆面マスクの三人が、足元の草を注意深く見ながら静かに進む。

　先頭者の暗視ゴーグルが捉とらえているのは点々と続く血けつ痕こんだ。負傷したエイルン目標の物と見て、その後を追っていた。先頭者が背の高い茂みを掻き湧ける。

「っ!?」──茂みの中にあったのは覆面マスク仲間の死体だった。

　その時、三人の足元にピンの抜かれた手しゆ榴りゆう弾だんが二個、転がる。

　新たな三人の犠牲者が出来上がった。




　森の中で銃声が響く。時折、あがるのは人のうめき声だ。

　覆面マスクが自動小銃を乱射する。その視線も銃口も定まらない。キョロキョロと向きを変えては無駄弾を増やしていく。その先にいるのは姿を現したエイルンだった。

　改造人体を発動させた彼に暗くら闇やみのハンデはない。また、その動体視力の前では、マシンガンの弾など、下投げのスローモーションボールに等しい。

　弾道を見極め、避ける。動作の途中でエイルンは、目に入った石を拾い上げた。

　一刹せつ那な、エイルンを狙い撃っていた覆面マスクの顔面が暗視スコープごと潰された。

　こうして敵の暗殺部隊は次々と血祭りにあげられる。七人、九人、一一人とエイルンは敵を無力化していく……やがて二時間近くが経過した────

　雨が本格的に強くなる。

　黒い部隊服を雨で濡らし、覆面マスクの死体が幾つも転がっていた。

　森の中で一人、エイルンは佇たたずむ。手を見ると血まみれだった。

　真っ赤に染まった手の平に雨水がかかる。雨が滲にじんで血の色を淡くした。

　エイルンの胸中に在るのは諦てい観かんに混じった後悔である。

　この世界に来て、初めて人を殺あやめた。あまつさえ、その姿を生徒たちに見られてしまった……そんな未練をエイルンは抱いていた。

　──とっくの昔に、覚悟したじゃないか。

　真っ赤な返り血を浴びる覚悟で軍服を纏まとった。弱者を救うために、誰かと闘う道を選んだのだ。でも……穢けがれを知らない生徒たちと時間を共にする事で、思い違いをしていたのかもしれない。

「本当……都合のいい話だな」

　エイルンの吐と露ろを雨音が掻かき消けす。

　雨に濡ぬれた紅あかい前髪──その間からエイルンは静かに〔奴やつら〕を見る。

　自分と同じく、人狩りに興じていた悪鬼どもを──

【ポーン】が四匹、森の奥から姿を現す。四メートルほどの体たい躯く。唇の無い口元は、喰くった人間の血で真っ赤だった。蛇体のような、長太い舌が喉のど元もとまで伸びている。丸太のような腕──その爪つめ先さき──にも、鮮せん血けつが滴したたっていた。

「ツルギ。今は、君のくれた改造人体身体……信じるぞ」

　エイルンは行く手を阻はばむように片腕を広げる。

「ここから先は通行止めだ。彼女には……指一本、触れさせないぞ」

　エイルンの標的は、人から怪物へシフトする。







　雨が止やみ、波も静まる。空は既すでに白みを帯び始めていた。

　洞どう窟くつの奥では紫し貴きが一人、体育座りをしていた。

　近くには簡易食料レーシヨンのビニールゴミ。それに救難信号を出し続けるバスケット大の通信機だ。紫貴はジャングルブーツのつま先に、ぼんやりと視線を置く。

　──繁はん殖しよく型の時もそうだった。

　彼はいつだって命を顧かえりみず、マリスに立ち向かっていた。

　ただエイルンが好き、エイルンに憧あこがれている。それだけの理由で命を賭かけて戦う事ができるだろうか。見ず知らずの他人のために、自らを死地へ投じられるのだろうか。

　あの古傷だってそうだ。格好や口調ならともかく傷まで再現する人間なんているのか。

　──彼はいったい……何者なの？

　紫貴は無意識に人差し指の肉を噛かむ。

　不意に入口の方から物音がした。紫貴はビクッと身体からだを震わせる。

「九ここの重え会長──っ！　氷ひ室むろ総隊長──っ！　いますかーっ！」

　それは救助の声だった。紫貴はすぐに入口の方へ駆け出す。

　洞窟の入口に立っていたのは中年の陸上自衛官だ。上下の迷彩服。ライト付きのヘルメット帽を被っている。

　中年自衛官は紫貴を見て、顔をほころばせた。紫貴も似たような顔になる。しかし──

　部下の自衛官が血相を変えてやってきた。

「隊長！　大変であります！」

　息を切らせて部下が報告する。その言葉は、紫貴と中年自衛官の心胆を寒からしめた。







　折れて倒れる、何本もの木──シャベルで掘り返したような土跡──

　木の幹や地面など、森の至る所に赤と黒の血けつ痕こんが付着している。

　一匹のポーンが首を失くし、横たわるように転がっていた。

　もう一匹のポーンは大岩に頭を潰されて絶命している。

　雨が上がり、朝日が昇っても……エイルンの激闘は終わっていなかった。

「うぉおおぉぉぉおぉおおおおぉおぉっ！」

　エイルンの咆ほう哮こうが森中に轟とどろいた。

　片かた眼めを腫はらし、血を身体からだ中から流す。服は割かれ、上半身はほぼ裸だ。

　汗を飛び散らせてエイルンが跳ぶ。その高さは七メートルを優に超えた。

　手に持つ、刃の折れたナイフが朝日を反射して煌きらめく。落下速度を加えて、エイルンが折れた刃を振り降ろした。

　黒い鮮せん血けつ──折れたナイフがポーンの首元に突き立てられる。すかさずエイルンはそのナイフを引く。エイルンの上腕に血管が何本も浮かんだ。

　ナイフがＶの字を書く。丸太よりも太いポーンの首に、切れ目が入る。

　ポーンの肩を足場に、エイルンは首後ろに回る。ポーンの頭を抱きかかえた。

「ぐぅおおおぉおぉぉっ！」

　雄お叫たけびと共にエイルンがポーンの首を引く。

　ぶちぶちと耳障りな音を立て、ポーンの生首が垂直に飛び上がった。

　次の瞬間、最後の一匹が爪つめを薙なぐ。エイルンの上半身が引き裂かれた。

　大量の血を吐き、エイルンの身体が吹っ飛ばされる。木をへし折り、ボールみたいに地面の上をバウンドした。それでも衝撃は納まらない。

　転がりながらエイルンが両指を地面に突き立てる。地面に刺した両手の爪が剥はげた。

　ブレーキをかけてエイルンは転げる身体を止める。四よつん這ばいの格好で勢いよく頭を上げた。今度は吹っ飛ばされた道を一直線に疾しつ駆くする。

　エイルンは紫貴の元別方向へ行こうとしたポーンに突進した。砲弾のようなタックルを繰り出す。ポーンが尻しりもちをついて倒れた。

「うぉぉおお！」

　エイルンが馬乗りになって、ポーンの顔に何度も拳こぶしを沈めた。

　ぶちゅ、ぶちゅと拳が手首まで埋まる。黒い血を噴き出し、ポーンの顔が陥かん没ぼつしていく。

　無我夢中でエイルンはポーンの太首に右手を突き刺す。首の中を通る動脈を掴つかんで、一気に引き抜いた。それでもポーンは死なない。エイルンの右肩に齧かじりつく。

　間欠泉のように、エイルンの肩から真っ赤な鮮血が上がった。

「がぁああああああぁあああああああ！」

　エイルンがポーンを引ひき剥はがそうと暴れ出す。何度も頭を殴る。首を蹴けった。でもポーンの鋭い牙はエイルンの身体にどんどん沈んでいく。

「ぐあぁあ！　ぅあぁあっ！　あぁあっ！」

　あまりの激痛にエイルンは首を滅め茶ちや苦く茶ちやに振る。メキメキと音を立て、エイルンの進しん化か鎧がい骨こつ格かくが壊されていく。

　死力を絞ってエイルンはポーンの上顎と下顎を掴つかみ上あげた。

「死ねぇえええええええええええええええっ!!」

　ポーンの口をこじ開ける。エイルンの腕力がポーンの咬こう筋きん力りよくに打ち勝った。ポーンの顎あごが裂けて行き、怪物の顔面が引き裂かれる。

　事切れたポーンが大きな音を立てて倒れた。同じくエイルンの身体からだも地面に転がる。

　エイルンは大だい地ちに手をつけて立ちあがった。右肩を押さえ、息を荒らげて天を仰ぐ。




　──こんな……ことって。

　巌がん流りゆうの手の平の上で、紫し貴きは自失する。紫貴は遠目でエイルンを見つけていた。

　少年が天を仰ぐ。その周りには何匹ものポーンの死骸が転がっていた。

　朝日を浴びるその姿はあまりに幻想的で────現実感の無さに紫貴の身体は硬直する。やがて叫ぶように「下ろして！」と、巌流の搭乗者に言った。

　紫貴は自分の足で大地に立つ。すぐさまエイルンの元へ駆け出した。

　運動不足の身体は少し走っただけで息が上がる。

　エイルンの姿が徐々に鮮明になって行く。

　木漏れ日を浴びる、血だらけの戦士……手負いの獣のように荒い呼吸を繰り返す。

　──なんでっ……どうして！
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　紫し貴きに涙なみだがこみ上げた。ぬかるんだ足場に何度も足をもつれさせる。紫貴が見ている中、エイルンの身体からだが大きく揺れた。紫貴は迷わずその背中に飛び込む。

　エイルンは背中から倒れ、既すんでの所を紫貴が支えた。すると──

　──そん、な……。

　紅に燃えていたエイルンの髪──それが紫貴の目の前で黒に戻る。

　紫貴は見てしまう。〔勇者〕が〔少年〕に戻る瞬間を。

　紫貴は泣きながらぬめりを感じた自分の手を見た。紫貴の手には真っ赤な血がべったりと付着していた。

　──こんな……ことって。

　紫貴は首を横に振る。目にした数々の現実に狼ろう狽ばいした。

　明朝六時五四分──こうして二人の救助は成功という結果で幕を閉じる。







　翌日の一三時。ここは第弐富ふ士じ・市街地にある総合病院だ。

　エイルン＝バザット改め氷ひ室むろ夏なつ樹きは、ＶＩＰ専用の特別病棟に運ばれていた。

　集中治療室ＩＣＵの一室で夏樹は眠る。

　鼻と口を人工呼吸器が覆う。夏樹が呼吸を繰り返すごとにマスクが白く曇った。

　顔半分を包帯が覆う。指先にも包帯が巻かれ、ミイラ男のような有り様だ。腕からは点滴の管が延びている。ベッド付近には心電図を始めとする医療機器群が置かれている。

　雑菌の潜入を防ぐ、ビニール製の無菌カバーがベッドの四方を囲む。

　枕元には金属製の紅あかい小箱【ホスピタル・キューブ】が青い光を放っていた。

　そんな夏樹の様子を、セレンがガラス越しの壁からずっと見守っていた。

　夜通し泣き続けたので目は真っ赤だ。白い肌は、より血色を失っている。

　セレンが話を聞かされたのは昨晩のことだった。

　見舞い時間をとっくに過ぎていたのにも拘かかわらず、セレンは病室に押し掛ける。

　それからずっと夏樹を見守っていた。看護師に薦められても食事を摂とらず、一いつ睡すいもせず……夏樹があのベッドから起き上がるのをただ待ち続けていた────

　病院の廊下を九名が歩く。

　雷らい鳥ちようを真ん中に、左に護衛の黒スーツ。右には白衣を着た担当医師。

　その後ろに、大柄な糸目の整備部長・橘たちばな柔じゆう呉ご。帰島した紫貴と葵あおい、大だい地ち・オルソン・山やま武たけだ。彼らはたっての願いで特別に見舞いが許されていた。

　担当医師が、光学書面データ夏樹のカルテを読み上げる。

「左鼓こ膜まく破損、左眼底骨折・頭ず蓋がい骨こつ骨折・鼻骨骨折・第七歯欠損・左上腕骨完全骨折──」

「まどろっこしいのは嫌いだよ。要点だけ言えないのかい」

　ピンとこない雷鳥は、嫌悪を隠さず言った。

　若い担当医師は「すみませんっ」と、カルテを数ページ進ませる。

「まとめますと、筋肉裂傷・断裂が二四箇所、皮膚等の擦過傷・裂傷一八二箇所、骨折・捻挫等が五八箇所……最低でも全治三カ月の重体です。さらにそこから後遺症の有無の確認、リハビリにと入って行きますので、完全復帰ともなれば……」

　生徒達の顔が更に暗くなる。中でも、紫し貴きの感じた責任は計り知れない。

「私の……せいだ」

　自分があの島にいたせいで、近海にいたマリスを誘引してしまった。そもそも、自分がヘリから落ちなければこんなことにはならなかったのだ。

「もしもこんな状況で……マリスが来たら」

　また、紫貴の頭に浮かんだのは夏なつ樹きが戦線に復帰できるまでの時間だ。

　医者の言った通りなら、リハビリにはどれだけかかる？

　もしも後遺症なんて残っていたら？

　エルフィーナの運用が軌道に戻るまで、最終的にどれだけの時間が必要か？

　紫貴の疑問は、自身を切りつける刃となった。

「二人とも生きて帰ってきたんだから……今はそれでいいじゃん」

　葵あおいが慰なぐさめるように紫貴の肩に手を置く。一方、葵の背後では大だい地ちが男泣きしていた。

「隊長[image: ][image: ]っ、ぞうだいぢょうぉおお」

「大地、お前さぁ。死んだわけじゃないんだから」

「病院では静かにするよ」

　大地を部下の二人があやす。大地は病院に来る前からずっとこんな調子だった。

「て、言・う・か……亜あ賀が沼ぬまうっさい！　オマエもう帰れよ！」

「ま、まー、こいつも氷ひ室むろの心配をしてる訳だから。仲良く行こう。な？　一いちノの瀬せ、な？」

　顔を引きつらせて、柔じゆう呉ごが葵をなだめる。逆に葵は終始、苛いら立だっている様子だった。

　乱闘など起こされたら堪った物ではないので、柔呉の気は休まらない。

　そうこうしている内に、九人が集中治療室ＩＣＵの前までくる。其そ処こにはセレンがいた。九人の視線とセレンの視線が絡みつく。

　翻ひるがえって……彼らを見たセレンは、自分でも信じられない程の怒りが湧わく。

　青い瞳ひとみに敵意を乗せ、金切り声にも似た叫びを上げた。




「来るなぁ───────っ!!」




　全員が目を見張る。セレンはその間も怒り続ける。

　廊下にあった観葉植物を引っこ抜いて投げつけた。でも力が弱くて届かない。観葉植物は廊下を滑って、白い床を汚す。それからセレンは待合用のベンチに手をかける。

「ん！　ぅんんっ!!」

　セレンは次々とベンチをひっくり返す。ひっくり返す物が無くなると、今度は鉢植えから土を掴つかみ取とり、医者や黒スーツの護衛に投げつけた。

「夏なつ樹き！　おまえらのせいで起きない！　全部！　全部全部！　お前らのせいっ！」

　セレンは泣きじゃくりながら土を投げ続ける。

　黒スーツが止めようとしたが、雷らい鳥ちようが「待ちな」と制止する。

「セレン！　ちょっと落ち着いてっ！」

　葵あおいがなだめようと足を前に出す。セレンは拒むように葵にも土を投げつけた。

「セ、セレン」

　紫し貴きも驚きを隠せない。こんなセレンを見るのは初めての事だった。

　たとえ、罵ののしられても、殴られても……セレンがするのは怯おびえて竦すくむことだけだ。

　生来の気性が穏やか過ぎるせいか、誰かと争うという思考に至らないのである。

　だからデストブルムに無理やり搭乗させられても、明確な敵意を特定の誰かに抱くことが無かったと言える───でも、今のセレンは違った。

「夏樹返して！　私の味方っ！　返して！　返ぜえぇ！」

　セレンはとにかく自分が怒っていると彼らに分からせたかった。

　自分がこんなに怒るほど、彼を大切に思っているんだと分からせたかった。

　鉢植えの土が無くなるとセレンは廊下にへたり込む。声を張り上げて泣き続けた。

「夏樹、死んじゃイヤぁ……死ぬのヤダぁああああぁ」

　手を土で真っ黒にして、セレンは泣きじゃくる。すると──

　こんこん──ガラス窓を叩たたくような音がした。

　セレンが一瞬、泣きやんで音のした方を見る。他の者もセレンと同じ方を向いた。

　まず紫貴に涙なみだが込み上げる。次に葵、山やま武たけ、オルソン、遅れて大だい地ちもだ。

　雷鳥と柔じゆう呉ごは安心するように笑みを湛たたえた。

　セレンは息を呑のみ、目を丸くする。

　集中治療室ＩＣＵの中で、ベッドから起き上がった夏樹がガラス窓を叩いていた。

　見るからに辛つらそうな蒼そう白はく顔だ。でもセレンを安心させるように笑みを作っていた。

「夏樹ぃいいぃ」

　セレンは泣いて夏樹の元へ行く。

　ガラス越しで、夏樹の包帯まみれの指と、セレンの土まみれの指が重ねられる。

「大、丈夫、だから……」

　夏樹はか細い声で「大丈夫」と、何度も言い聞かせる。でもセレンには聞えていない。

「夏樹、すぐ帰ってくるって、言ったぁ。大怪我こんなの知らない！　やぁ！　いやぁ」

　ガラス窓を叩くセレン。そんな彼女の後ろに仲間たちが並んだ。

　中央の雷鳥が、夏樹を安心させるように言う。

「ご苦労だったね……後の事は全部任せて。今は、安心して寝てな」

　夏樹は笑いながら頷うなずく。それから力が尽きた様に床に倒れた。それを見たセレンは、夏樹が死んでしまったと思って、より一層泣き出してしまった。







　第七地下シェルター──ここはエルフィーナの専用格納庫である。

　右区画に腕や装甲等の外装パーツが並べられている。

　左区画には、飛行形態となるための【ファラリカ】のパーツ群が一まとまりで置かれる。

　付近には超巨大な真紅のスーパーカー【ファラリカ・ドーター】が駐車していた。これらを組み立てると、アルファベットの〔Ａ〕のような戦闘機【ファラリカ】になるわけだ。

　そして中央区画に、全長一七・二メートルの美女が休むように座る。

　その様は木陰でうたた寝をする〔淑しゆく女じよ〕のようだ。

　真紅のドレスを身に纏まとう。貴婦人が好みそうなツバ広の帽子を斜めにして被る。帽子やドレス袖、スカートの裾にはフリルがあしらわれている。スカートには薔ば薇ら飾りが付く。

　夏なつ樹きの愛機【エルフィーナ・ルインレーゼ】である。

　不意に、彼女の喉のど下した部分にある青いブローチが光る。するとエルフィーナの内部からモーター音が鳴り出す。

　主機関【ルイン・ウィール】が勝手に準速回転を始めた。







　一ひと先まず雷らい鳥ちよう以外の見舞客が帰る。夏樹は再び眠りに就いていた。

　集中治療室ＩＣＵの前にある待合用ベンチにセレンが座る。手にはアザラシのヌイグルミを抱く。とりあえずは落ち着いたが、表情には影を落としたままである。

　片や雷鳥は、夏樹の正体がエイルン＝バザットだと知っているので、そこまでの心配をしてなかった。

　傍そばからみると夏樹は昏こん睡すい状態に見えるかもしれない。

　でもこれは、夏樹の改造人体が【強制睡眠】に入っているからである。

　夏樹の身体からだは物凄すごいスピードで、身体器官の修復に乗り出しているのだ。

　全すべてを知っている老婆は笑みを浮かべて「よっこいしょ」とセレンの隣に腰掛けた。

「本当に……ヒーローってのは、いつの世も傷だらけだね」

　セレンが雷鳥の方を向いた。雷鳥は皺しわくちゃの笑みをセレンに送る。

　ヌイグルミを抱くセレンの手に、皺だらけの手が重ねられる。セレンは嫌がる素振りを見せなかった。

「今日は特別に、お婆ばあちゃんの恋バナを教えてやろうか……私とセレンだけの内緒話だ」

　セレンは小首をかしげる。やがて小さく頷うなずいた。

　雷鳥は、ぽつぽつ話し始める。

「昔から美び貌ぼうも金も権力も持ってんだが、いかんせん一番欲しい物ってのは手に入らないように出来てるらしい。世の中ってやつは……。アンタはネイバーフッドになったのを嫌がってるかもしれないが、私の場合は、ずぅっっと逆だった──」

　言って、雷鳥はセレンの右手の甲──六角形の刻印──を撫なでた。

「私わたしぁね……この刻印が欲しかったんだ。一つでも二つでもいいから。ヘキサかネイバーフッドになりたかったんだよ」

　セレンは瞳ひとみを大きくした。雷らい鳥ちようはセレンの耳元に口を近づける。そして──

「惚れていた男がネイバーフッドだったんだよ」──内緒話の核心を告げる。

　セレンはビックリして息を呑のんだ。

「雷鳥、武蔵むさし好き？」

　セレンの質問に、雷鳥は笑いながら何度も頷うなずく。

　結ゆう城き武蔵──米国の狗いぬに身をやつし、ヘキサの暗黒期を生き抜いた日本人だ。

　半世紀もの間、米国・属領地となった四国を舞台に、マリスの襲撃から日本を守り抜いた正しよう真しん正しよう銘めいの英雄である。

　セレンも、第弐富ふ士じに来たばかりの頃ころは遊んでもらったので良く覚えていた。

　雷鳥の脳裏に浮かぶのは一人の青年の後ろ姿だ。

　黒いパイロットスーツを身に纏まとう。日本刀を肩に乗せ、地平線を埋うめ尽くした怪物どもを見つめていた。そんな……とても大きな漢おとこの背中だ。

《ちびりそうなほど怖いんだけど……カッコイイとこ、見せたいからなぁ》

　それは、大英雄の若かりし頃の思い出である。

「本当に、喰くいでのある肉厚な男だったからね、あの人は。今はただのスケベジジイになっちまったが、皺しわが無かった頃はそりゃあカッコ良かったよ。五千匹のマリスを前に、剣、一本で突っ込んじまったんだから……偉そうにふんぞり返った腰ぬけ共が、あの人を見て目を飛び出させたんだ」

　曰いわく、〔日の本の山やま斬きり刀がたな〕

　曰く、〔サムライブレイド〕

　曰く、〔アレ、ただのバカ〕

　自衛隊では一番目、諸外国では二番目、氷ひ室むろ義塾では三番目の通り名が有名である。

　一方、セレンが思い浮かべているのは、巨漢でマッチョな爺じいさん、武蔵（現在）だ。

　赤いバンダナに顎あご鬚ひげをたっぷり蓄たくわえる。ジージャンにジーパン姿のアメリカ被かぶれした爺じい様さまである。セレンの中では、胸を見られたという記憶が一番多い。

　とても雷鳥のいうような人物には思えなかったが……素直なセレンは話を信じる。

「じゃあ夏なつ樹きみたい」

　雷鳥は人差し指を立てて、セレンの間違いを指摘する。

「ノンノンノン。この坊やの五〇倍はカッコ良かった」

「……夏樹の方がカッコイイ。武蔵、胸ばっか見る」

「それを言われたら言い返せないね。あの人、デカ乳には目が無いから」

　セレンが眉まゆを斜めにすると、雷鳥が芝居っぽく言う。セレンは少しだけ元気が出た。

　尻しりをずらして雷鳥に身体からだを付ける。雷鳥は孫にでもするように「甘えんぼだね」と、セレンの頭を撫なでた。やがてセレンは雷鳥に聞く。

「私、戦う？」

「……アンタの不調は分かってるから安心おし。昨日、正式に国際連合ＵＮ所属のマリス鎮圧部隊、【ロイヤルガード】ってとこのネイバーチームを派遣した」

　以前にセレンは【模も倣ほう型】と呼ばれる強大なクイーンに殺されかけている。

　その時のトラウマが原因なのか、上手くネイバーを操そう縦じゆうできなくなってしまったのだ。

「他のネイバーフッドが来るから、よく見ておくといい……そしてネイバーフッドがどのように扱われているかをね。言い方が悪いかもしれないが、アンタの下にも下はいる」

　雷らい鳥ちようの言い回しにセレンは首をかしげる。

　雷鳥は良い機会だと、伏せ続けていた真実を話すことにした。

「武蔵むさしの爺じいさんもそうだったが……ネイバーフッドの人生ってのは山ばかり、谷ばかりなんだ」

　二〇七〇年現在──ヘキサの人権を認めていない国が、自国内にネイバーフッドを確認した場合、広く行われているのは〔人格の排除〕だ。

　人格を廃はいした上で国の管理下に置かれる。言うなれば、ネイバーの部品として一生を終えるという事なのだ。

　日本政府の考え方も、ほぼこちら側のスタンスである。

　特殊戦時──つまりマリスが来襲すると、セレンとデストブルムの運用権は日本政府に移行する。政府職員がセレンを物のように扱うのも、通俗的なネイバーフッドの括くくりにセレンを当てはめているからと言えよう。

「うちは表立ってヘキサの人権を謳うたってるからね。氷室義塾うちの創立理念に反する、って、政府からの人格排除の要請は頑として突っぱねてる」

　防衛省が、セレンを含めたデストブルムの管理権を氷ひ室むろ義塾から奪いたいのは、これに起因している。日本政府はセレンを、完全なデストブルムの部品に仕立ててしまいたい。

　でもセレンが氷室義塾の庇ひ護ご下かにある以上、彼女の人格を排除できないのだ。

　セレンは震える両手でヌイグルミを抱きしめる。

　怒りと、それを蹴け飛とばしてしまうほどの恐怖が芽吹いていた。

「アンタとデストブルムの通常運用が決まった時……七カ月前の話だね。どこで聞きつけたのか、一部の生徒からアンタの人格排除を求む陳ちん情じようが上がったんだ。それが一気に、学園中に広まっちまった事があった」

　セレンはショックを受けた。でもすぐに仕方ないと思う。自分とデストブルムは、それだけの事をしてしまったのだから。

「でも、アンタは、今もアンタのままだ……どうしてだと思う？」

　セレンは分からない。首を横に振った。雷鳥は言う。

「紫し貴きさ……あの子がずっと裏で動いてたんだよ。ボロボロのアンタが、これ以上、心に傷を負わないよう、一切の情報を遮断させてね。学園に交渉に来た政府の役人を追い払ったのも一度や二度じゃない……。あの子は最後まで生徒たちに、アンタの人格尊重を訴え続けたのさ」

　デストブルムの初陣で、〔死の恐怖〕が子供たちに蔓まん延えんする。

　生徒たちの多くが安易に、また私怨で、セレンの人格を排除するよう、学園側に訴えた。でも、その怨えん嗟さの声を抑えこんだのは、当時の紫し貴きの辣らつ腕わんと言える──
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　七カ月前の生徒総会──体育館の壇上で全校生徒に紫貴は言った。

「創立理念を覆くつがえし、一度でも仲間を見捨てれば……一回でも前例を出してしまえば、氷ひ室むろ義塾の掲げるヘキサ人権はハリボテに変わってしまう。そうなれば次は私たちの番です……様々な国、機関、人から付けこまれる事になるでしょう。形はどうあれ、今、政府恭きよう順じゆんの姿勢を見せてしまえば、私たちの未来に、大きな陰りを落とす事になるのです」

　その迷いなき弁舌は、多くの生徒の胸に届いていた。

「他の保管領経験者なら分かるはず。この第弐富ふ士じが如い何かにヘキサにとって優しく、住みよい場所なのかを。だから今は耐えなくてはならないのです。どれだけ辛つらく、苦しくても……。しかし、この風雪を乗り越えることができれば氷室義塾の掲げるヘキサ人権理念は本物だと証明できる！」

　事実を説得力に換え……その中に自分の我わが儘ままも忍ばせて。

「よって私たち氷室義塾生はネイバーフッドの人格を排除しない！　非人道的扱いを許さない！　最後まで人倫を踏み外さず、人としてマリスと戦い続けます！　それが今、私たちにできる、この最低な世界への抵抗なんです！」

　時に強い単語で飾り、生徒たちの目をセレンから反そらす。こちらの思惑へと誘導する。

　そんな演説を終え……まず非戦闘科生徒から、まばらな拍手が上がった。次に柔じゆう呉ごを筆頭にした整備部が拍手を送る。拍手は大波となって体育館を覆った。

「ふざけんなっ！」

　突如、機兵部の女子がパイプ椅い子すを蹴け飛とばして立ち上がる。

　腕や頭に包帯を巻く彼女を見て、周りの生徒は声を呑のんだ。機兵部の多くは、皆、同じような有様だった。

　近くに座っていた葵あおいは何も言わない。虚脱して視線を落としているだけである。

「あんたの言う将来って何年後の話!?　こっちは今日、明日中にも死にそうなんだよ!!　第一、あいつのせいで部長は死んだんだ！　あんた部長の幼おさな馴な染じみだったんじゃないの!?　部長のためにって思わないっ？　落とし前つけさせろよ!!」

　彼女の反論が他の部員を焚たきつける。機兵部の生徒が次々と立ち上がって壇上に罵ば声せいを浴びせ始めた。その一方で……紫貴は氷の仮面をずらしてしまう。

「あの神かん無な木ぎ緑みどりが──」

　紫貴がマイクを通して喋しやべる。その声を聞くや、罵声が急速に静まっていった。

　紫し貴きに噛かみついた女子部員は、紫貴の剣けん幕まくに後ずさる。

「ここにいる全校生徒を家族とのたまう……あのお花畑が、家族を一人でも生いけ贄にえに捧ささげろと……本当に言うと思うのですか？」

　殺意すらその瞳ひとみに宿し、紫貴は低い声で聞き返す。怒りを必死に抑えてしかし、どす黒い感情が声や顔から漏れ出ていた。

「私の連れの死を……自分たちの我の主張に使わないで」

　紫貴の怒りの相そう貌ぼうには……一筋の涙なみだが伝っていた──
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「紫貴……セレン守った？」

　セレンが驚いて雷らい鳥ちように聞く。雷鳥は「ああ」と強く肯定した。

「あの子は今も悩んでる。どっちがアンタにとっての幸せなのかをね──」

　人形みたいに全部がどうでも良くなる方がいいのか。

　泣き叫んでも、嫌がっても、痛みが分かる人間でいる方がいいのか。

　そして紫貴は選んだのだ。セレンには人間のままでいてほしいと。

「部品ではなく、人間のままでいてほしいと言った手前、あの子は何が何でもアンタを戦場に送らなきゃならない……。そうしなきゃ、あんたはいつでも大人の都合で生きたまま殺されちまう。全体を優先しているようで、あの子の大事な部分にはアンタがいる」

　セレンは俯うつむく。セレンの知る紫貴は、照れ屋さんだ。

　でも……自分が困っていると、手を引いてどこに行けばいいかを教えてくれる。

　島にきた頃ころ──一人ぼっちだったセレンに初めて声をかけてくれたのも紫貴だった。

「この坊やにしてもそうだ……坊やがこの島にいてくれる一番の理由は、可哀かわいそうなアンタを見てしまったからなんだ」

　セレンは驚いて雷鳥を見上げる。

「いろいろ事情が複雑でね……。本当ならこの坊やは、私たちの前からいなくなってもおかしくなかったんだ。でもアンタや、この島の事情を知ってしまったこの子は、今もこうして力を貸してくれている……。でも坊やの有り余る善意にかこつけたツケが、これだ」

　雷鳥は自じ嘲ちよう気味に言う。セレンはサファイアブルーの瞳を震わせた。

　紫貴が自分を守ってくれていた事──夏なつ樹きが島に残ってくれている訳──そして、それ以外の、命をかけて自分の代わりにマリスと戦ってくれる葵あおいや他の生徒たち──

　自分はこのままでいいのか。セレンはそんな自問を始めていた。

「難しい話は終わりだ。ステーキ喰くうよ。心がしょげた時は分厚い肉を喰え……ババアの格言だ」

　雷鳥はセレンの手を取る。セレンはしばらくして、コクンと頷うなずいた。二人は立ちあがって食事に行く。セレンは手を引かれながら、何度も名残惜しそうに後ろを振り返っていた。

　幕まく間あい　【ドール・ワルツ・レクイエム　　第四話　〔桜と剣〕


２０６８年９月12日　放映】



　────────　アニメーション映像が流れる　────────




　包帯まみれのエイルンが病室で眠る。

　ツインテールに眼鏡の少女・ドクターツルギがベッドの傍そばに立った。橙だいだいの着物に白衣を纏まとう、ＩＱ三〇〇の天才科学者だ。

　ツルギの傍には、真っ赤なドレスを着た〔幼女型のアンドロイド〕がいた。

「このバカ。約束ぶっちしたと思えば……何で死にかけてんのよ。エルフィーナ、手伝ってちょうだい」

「はい、お母様」

　エルフィーナが病室内のカーテンを閉める。赤い西洋軍服──ラインハルトの軍服──を着た、男性士官が入ってきた。

「入ってはいけません！　彼は今、とても話せるような状態では！」

　ツルギは巻物のような洋書を着物の裾から出す。それを広げて彼に見せた。

「ハイ。こいつの身体からだは、超・法規的な措置でラインハルト科学研・第七一研究所が買い取ったわ。これ証明書の写し。現時点でコイツは、脳みそにグレムリン仕込もうが、腕にドリル付けようが私の勝手。さ、分かったら出てって」

「アンタ！　なに無む茶ちや苦く茶ちやな事！　ん？　ラインハルト、軍事科学名誉顧問……ドクターツルギ!?　おお！　おぉお、お前みたいな小娘が!?」

「そ。付け足しておくとコイツ、オジサンは二年前に流は行やり病でなくなってオバサンは七歳の時に過労死。天てん涯がい孤こ独どくの身よ。よって所有権は……い、許嫁いいなずけである私のものなの！」

「許嫁？」

　ラインハルト兵が胡散臭そうにツルギを見る。

「こいつが約束、覚えてればだけどね（ぼそ）……ほら。こっから先は、第七一研の研究領域！　録音、カメラ、それらに類する全すべての情報は一切遮断よ」

　エルフィーナが天井のカメラに右手を向けた。

「カメラ発見」

　機械の人差し指がピストルに変形する。弾丸が監視カメラのレンズを貫いた。

　ツルギが白衣をマントのように脱ぎ捨てる。ワンカットでツルギとエルフィーナの服が、緑色の手術服に早変わりした。

「遅かれ早かれやるつもりだったしね……さぁエイルン。殺しても死なないような身体からだに作り変えてあげる。一〇年ぶりの再会は生まれ変わった後でね」

　ツルギがボキボキと指を鳴らす。

　エルフィーナが手の甲を見せるように両手を上げた。






Ⅳ　栄光と規格外十番テンナンバー









　セレンと雷らい鳥ちようが食事をしている頃ころ──

　第七地下シェルターでは、ルイン・ウィールが稼働して二〇分が経過する。エルフィーナの耳飾りが青色に発光を始めた。目を閉じた状態でエルフィーナが喋しやべり出す。

『ケース【アリエスピンチ】に則のつとり、メインブレインをＥＧ‐３００Ａにドロップします』

　耳飾りの光が、ゆっくりと円を描くように回り始める。

『四〇、五六、七八、九九パーセント。以降、ＥＧ‐３００Ａエルフィーナで活動を再開』

　エルフィーナの耳飾りの光が消える。

　足を崩す格好で座るエルフィーナ──そのドレススカートの一部が自動的に持ちあがった。するとスカートの内側がハッチのように開く。

　エルフィーナの美脚を道に、一人の幼女がスカートの中からトコトコと歩いてくる。

　正確には〔幼女大のアンドロイド〕だ。

　真紅のドレスにフリルカチューシャ。銀色のロングヘアーとミッドナイトブルーの瞳ひとみ。

　現在、待機状態のエルフィーナ──儀礼兵装フオーマル・オプシヨン──を、そのまま縮小して、幼くしたような感じだ。

　彼女も紛まぎれもなく【エルフィーナ】である。搭載されている超高性能ＡＩ自我が、この【ガールズボディ】の中に入ったのだ。

『睡眠不足はお肌の大敵ですのに』

　エルフィーナはそう言って透明になる。

　エルフィーナは姿を消すと、第七地下シェルターから勝手に出ていってしまった。







　同日の夕方。国際連合ＵＮ所属のネイバーチームが到着する。

　ビル一棟ぐらいなら、簡単に納まってしまいそうな屋内。色取り取りのコンテナボックスが各所で小山を作る。中央には特殊な鋼材で作られる、可動式の超巨大ハンガーだ。

　牽けん引いん車しや等、作業車両が左右にどいて道を作る。作業員たちが慌ただしく誘導棒を振っていた。この場所は氷ひ室むろ義塾に併へい設せつされている。

　地下スペースを用いて作られたネイバー格納庫の一つだ。

　ネイバーは、その大きさ・機密性から、戦せん騎き装そうとは別に整備される。

　ネイバー第二格納庫──この場所にロイヤルガード保有のネイバー【メルキセデク】が搬入されていた。

　全長一八メートルの巨人が巨大ハンガーに背を預ける。

　メルキセデクはネイバー規格に多い〔人型汎用タイプ〕の機体だ。

　白をベースにポイントでネズミ色が配色される。特徴的なのは胸元にある水色のオーブだ。どこか宗教的なイメージを喚起させるフォルムをしている。美しさと力強さ、近寄りがたい神聖的な魅力を放つ。

　一台のリムジンがメルキセデクの前に駐車した。

　運転手が後部座席のドアを開けると、雷らい鳥ちようが降りてくる。雷鳥はメルキセデクの足元の方へ歩いていく。前方に、一人の男がいた。

　一八〇センチ以上の長身だ。グレーのスーツを着こなす。ブロンドの短髪をワックスでがっちり固めている。ナイスミドルといった白人男性だ。

　白人男性も雷鳥に気付く。踵きびすを返して雷鳥の前まで来た。グローブみたいに大きな右手を雷鳥に差し出す。

「お初にお目にかかります。ミス氷ひ室むろ。私は【ロイヤルガード】所属。ネイバー18番機運用主任のバートン・ティンバー少佐です」

【ロイヤルガード】──国際連合ＵＮ直属のマリス鎮圧部隊だ。

　国際連合ＵＮから指定ネイバーを三機貸たい与よされている。各国に拠点を持ち、その活動範囲は世界全体に及ぶ。

　部隊と称しているが、その構成規模は一個軍隊に相当する。

　具体的な活動内容は、ネイバー保有国の援護・救済。ヘキサ保管領以外の地域に侵攻したマリスの鎮圧となる。任務の性質上から、各国での戦闘行為と、ネイバーによる武力介入が公に許されている。つまり彼らだけは、バレッタ条約の鎖に縛られないという事だ。

　雷鳥はバートンを見て、心中でその眉まゆを動かした。

　──どうして、こいつが？

　それを決して面には出さず、バートンの手を握り返す。

「アンタがあの【鉄血バートン】かい。よくあの北アメリカ戦線を支えきったもんだよ。今だから言えるが、私ぁ、正直ダメだと思っていた……なるほど。評議会が抜ばつ擢てきしてもおかしくはない」

「いえ。全すべては部下と機運に恵まれただけのことです」

　握手を解くと雷鳥はメルキセデクを見上げた。

「てっきりアドゥルフの坊やと５番機がくると思ってたんだが……メルキセデク１８番機をよこしてくれるなんて、評議委員会も気前の良いことをするじゃないか」

「今、大西洋側は【ローラン】の【17番機】が猛威をふるっていますから……最近ではデスクワークと新兵の訓練で一日が終わってしまう事も多いくらいです」

　バートンはウェットな笑いを浮かべる。雷鳥も「それはうらやましいね」と笑った。

　二人が談笑する中、ハンガーの作業用階段を一人の男が降りてくる。

　筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうのスキンヘッド──身長はバートンよりも大きい。白のパイロットスーツを着ている。太い首には鋼鉄製の、厳いかつい首輪を付けていた。

「メルキセデクのパイロット正規登録品、Ｎゼロワン、っと、この保管領ではヘキサとネイバーフッドは名前で呼んでいるんでしたね……【ヴァン・レヴァン】です」

　バートンの紹介に雷らい鳥ちようは嫌悪を抱くも、それをおくびにも出さない。巨漢のパイロットに右手を差し出した。

「あんたもよろしくね。タフガイ」

　Ｎゼロワンは瞬まばたき一つしない。バートンは感じ良く雷鳥に笑いかけた。

「見知らぬ場所に来たから、戸惑ってるんですよ」

　Ｎゼロワンはゆっくりとバートンの方を向く。バートンは頷うなずいた。Ｎゼロワンは雷鳥の手を取る。でも、その視界は最後まで雷鳥を映していなかった。

　雷鳥はＮゼロワンと握手をしながら、まずいね、と胸中で呟つぶやいていた。







　その深夜──夏なつ樹きの眠る、集中治療室ＩＣＵの扉が勝手に開かれる。

　コツコツと、ヒール音が鳴った。何もない空間から突如、エルフィーナが現れる。

　エルフィーナは枕元に置いてある、〔金属製の小箱〕を取った。

『脳波正常値。左鼓こ膜まく再生済み。第七歯再生開始。進しん化か鎧がい骨こつ格かく、強化結合中。筋肉繊せん維いも修復進度七パーセント──……順調のようですね』

　この小箱は【ホスピタル・キューブ】という。ラインハルト軍──夏樹の元いた軍隊──の上級士官のみに貸たい与よされる、超・高性能医療ユニットだ。

　素粒子から様々な治療器具を作るだけでなく、全自動で施せ術じゆつも行ってくれる。

　夏樹が病こ院こに運びこまれる頃ころには、このホスピタル・キューブが治療を完了させていた。また夏樹が重体に陥ると、エルフィーナに信号を送るようインプットされている。

　その信号を受信してエルフィーナがやってきたという訳だ。

　エルフィーナは紅あかい小箱を枕元に戻す。

「たまのお休みです……どうぞごゆっくりお休みくださいませ」

　そう言ってエルフィーナは優しく夏樹の前髪を撫なでた。







　翌日の午前。

　上下ジャージ服姿の茜あかねが、第弐富ふ士じ・市街地の大公園にいた。

　遠征から帰島した生徒には二日の休暇が与えられる。

　あの夜、海上でマリスに襲われた茜たちだったが、葵あおいの鬼ほお灯ずきが敵団を殲せん滅めつする。襲ってきたマリスも、ポーン・二一体だけと小規模なモノだった。

　謎なぞの襲撃部隊と子団マリスについては、現在、氷ひ室むろ財ざい閥ばつが調査中である。

　また、夏樹が重傷で病院に運ばれた旨も聞かされていた。

　そのせいか、茜は不安の霧が晴れないでいる。それを吹っ飛ばすため、ランニングで汗を流してきたところだった。茜はベンチに座って視線を放ほうる。

　この大公園は、外国の中央公園セントラルパークほどの広さを持つ。公園内には何十というベンチが設置されているが、今、人影はまばらだ。

　中央には〔慰い霊れい塔〕が立つ。そこに一束の花束が供えられていた。

　──緑みどりさん。

　この大公園は、七カ月前の事件後に作られた物だ。

　あの慰霊塔の中に、この第弐富ふ士じで命を落とした者たちの魂が眠っている。

　茜あかねはずっとここに来られなかった。

　でも夏なつ樹きと出会い、生途会に戻ってからは、近くを通る度に寄っている。慰い霊れい塔に置かれている花束も先ほど茜が供えた物だ。

　しばらくボーっとしていると、公園の前に黒塗りのセダンが止まった。黒スーツのＳＰが後部座席のドアを開ける。スーツ姿のバートンが出てきた。

　──あれ……あの人。

　茜は、予あらかじめネイバーチームの名簿をもらっていたのでバートンの顔を知っていた。

　バートンは警護のＳＰに何言かを話す。すると、バートンを置いてセダンが走り去る。

　それからバートンは一人、慰霊塔に向かう。手に持った花束を慰霊塔に供え、真剣に祈りを運んだ。祈り終えると、茜の視線に気づいたのか、茜の方へ歩いてくる。

「はじめまして」

　茜は一瞬、ポカンとなる。「え？　はい！」と、一泊遅れで立ち上がった。

　その時、茜は気付く……バートンの目尻は涙なみだで少し濡ぬれていた。

「君が、この島の守り神か。報告書で見るよりもずっと美人だ……。私はバートン・ティンバー少佐だ。ネイバー18番機の運用主任をやっている。作戦時はよろしく頼むよ」

　クスッと笑ってバートンは茜に握手を求める。

　外国人特有の親しみやすさなのか、茜は自然とその手を握り返していた。

「あ……こちらこそよろしくです、バートン少佐。何か、ずいぶん熱心にお祈りしてたように見えたんですけど？」

「え？　ああ……この島でも若い命が散っていると思うと、他人事には思えなくてね」

　バートンは座るのを促うながすようにベンチに手を差し出した。茜がベンチに座り直す。それからバートンも隣に座った。茜を見ながら懐かしむように言う。

「私のバカ息子も君くらいの時か……海兵隊マリーンに入ると聞かなかったんだ。それはもう、壊れた音楽プレーヤーのように。その時分、私は空軍に居たから……よく友達にからかわれたらしい。私もつい熱くなってしまって、手を上げてしまったこともあった……。母を、愛する者を守ると、最前線を志願していたよ」

　バートンの口ぶりに、茜は悲しい過去を感じ取る。口ごもりながら聞いた。

「あ、あの……今、少佐の息子さんは？」

　バートンは両ひざに肘を乗せる。背中を丸めて視線を放ほうった。

「北アメリカの保管領配属が決まって、二年と持たなかった」

　そう言った時のバートンは……茜にはとても老けこんで見えた。

「あそこは祖国の激戦区だからね。昔のツテを使って、輸送部隊へ回してもらうことになってたんだが……異動前の出撃でおっ死ちにやがった。親不孝な話だ」

　バートンは目頭に涙なみだを溜める。茜あかねはしんみりした気持ちになった。バートンは瞬まばたきを何度かして涙を引かせる。それからジェントルな笑いを茜に向けた。

「この島の子供たちとは、お話をしたいと思っていたんだ。少しお時間いいかな？　妖精のお嬢さん──」

　茜とバートンは意外にも話が合った。

　去年のオリンピックの柔道決勝戦について熱く語り合う頃ころには、すっかり茜も肩の力が抜けていた。それから話題は氷ひ室むろ義塾に移る。

　二人は【規格外十番テンナンバー】と呼ばれる生徒について話をしていた。

「もともとは先輩たちが遊びでつけたような感じだったんですけど、オフィシャルの報告書にまで書かれてたなんてビックリです」

「テンナンバー君たちの話は、私どもの研究班の間でも有名さ。炎の一フレイム・ワン、氷の九アイス・ナイン、そして妖精の三フエアリー・スリーの君もだ。前回の戦闘報告を読ませてもらったが、実質、年端もいかない少女三人が、アジア圏では一八年ぶりの襲来となった繁はん殖しよく型を退けたというのだから信じられない……そんな凄すごい子供たちが、あと七人もいるのかい？」

　──ホントは氷室さんが戦線を持たせてくれたから勝てたようなものなんだけど……、

　多分、報告書には書かれてないんだろうな。
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　バートンの話を聞いて茜あかねは少し寂しい気持ちになる。慰い霊れい塔に視線を寄せた。

「……〔七番〕はもともと居ないんです。候補みたいな人はいたけど。あと〔〇番〕と〔二番〕も、もういません。今はこの慰霊碑の中」

「そうか……そうだったね。神かん無な木ぎ緑みどりくんと双そう条じよう水す久く那なくんは、例の事故で？」

　バートンの質問に茜は頷うなずいた。

「といっても緑さんはノンギフトだったから、特に話せることもないんですけど──」

　バートンは一瞬だけ目を鋭するどくする。

「いいよ、是非聞かせてほしい」

「え？　うーん……強しいて言うなら、人徳？　甘え上手と言うか、出来ないことは全部、人任せなんですけど、周りがサポートして結果が出たって感じですかね。何が凄いのか全く分からないのに、どんどんあの人の所には人材が集まってくるんです……うん、人を引き付ける何かはあったと思います」

「カリスマというやつかな？　それだって重要な要素だよ。指揮官になる人物は特にね」

「ふふ。そんなかっこいい感じじゃ無かったんですよ？　次は波の二ウエイブ・ツー、水久那先輩ですけど……こっちは文句なしに凄すごかったです！　草食系イケメン！」

　水久那の話に成った途端、茜は声を弾ませた。

　バートンは〔草食系イケメン〕という単語の意味が分からなかった。

「機兵部のトラブルバスター！　べビーフェイスの何でも屋さん！　とにかく多面適応力にズバ抜けているんです！　変幻自在に戦法・役割をこなしちゃうから【波の二ウエイブ・ツー】！　先輩が言うには、限定範囲なら戦場を上から見るようにイメージ出来るっていってました。双条中隊が大隊全部のカバーに回ってたんですけど、それがもう、ちょーちょーカッコいいんです！　『僕は器用貧乏なだけだからって』って偉ぶらないし！」

　興奮する茜に、バートンは少し引け腰になっていた。

「君は、彼の事が好きだったのかな？」

「え？　あ、いえ。そういうんじゃないと思いますけど……よくわかんないです」

　不意の質問に茜の頭が冷える。恥ずかしくなったのか、赤くなって指をいじりだした。

「次は……八や雲くも先輩。閃光の八ライトニング・エイトです」

「八エイト……ああ、覚えている。長距離狙撃の名手で、天才的なガンファイターだったんだろ？」

「はい……けどもう、戦せん騎き装そうには乗れなくなっちゃったんです」







　前回の遠征で機兵部は機体の三分の一を失ってしまった。現在は、本土から新しい機体を取り寄せている状態だ。

　よって本日の整備部は、お手すき部員が多かった。

　真っ白なアルビノ肌。銀色の長い髪を束ねて肩から垂らす。

　全自動・車椅い子すに乗る少女──整備部・副部長の八や雲くも日向ひなたである。

　日向の周りを、何人もの後輩部員が囲んでいた──

「副部長。第四格納庫の部品目録なんすが、見てもらって良いっすか？」

「どれどれー……うんっ！　九〇点♪　一品だけ漏れがあったよ。先月末にスイートビーのマガジン、三〇ダース受け入れてるはずだから、もう一度探してみてね」

「八雲先輩、八雲先輩！　聞いて下さいよぉ！　非戦の坂さか田た、マジ、ストーカーなんですって！　前にフったのに、また告ってきやがったんですよ、あのデブ！」

「うーん。じゃあ、腹パン三回でどう？　それでもアタックしてくるなら逆に見込みあると思う。『一五キロやせたら考えてあげる』とか、課題をふっかけてもみても良いかも」

「へい、八雲っち。今日もヤバ綺き麗れいくない？　つか、そんな美人なのに彼氏いねーとか、マジ在り得ねーから。つか、ぶっちゃけ……俺とかどう？」

「冗談は、そのピンク色の頭を丸めてからねー。あ、こら！　棚たな丘おかくん田た辺なべくん波は田たくんっ！　スパナで人は叩かないの！　剛ごう三み橋はしくん、頭から血を流しちゃってるよ。もーっ」

　相談者の波がやっと落ち着く。日向は「ふぅ」と、一息ついた。

　それから自分の仕事をやろうとする……も、作業服姿の女子が一人、またやってきた。

「八雲先輩ー。先輩の巌流、動かしてもらってもいいですか？」

「ぅん？　あー、そっかぁ。奥に置いたままだったねー。ごめんごめん。今いくーっ」

　日向は全自動車椅子を進ませる。後輩部員と談笑をしながら、隣のハンガー区画に行く。

　最奥から二番目のハンガーには〔パールホワイトの巌がん流りゆう〕が立っていた。

【巌流・改】──かつての日向の機体だ。自衛隊の【巌流】を改修したものである。

　日向が隊長を務めていた【四番隊】は、砲撃支援の部隊だったため、兵装の観点から疾風ではなく、ヘキサ用にチューンされた巌流が貸たい与よされていた。

　日向は巌流・改の足元まで来る。後輩の手を借りて車椅子から立ち上がった。日向はよたよたと作業用リフトに乗る。後に続く後輩女子もリフトに乗った。リフトが上がる。

「先輩の脚、前よりもずっと良くなってきてますよね」

「えっへん。これでもリハビリ、励んでますから。先生が言うには、三年以内には日常生活は問題なく送れるようになるって」

　八雲は可愛かわいらしく胸を張った。でも後輩はそれを聞いて顔を暗くする。

　日向は彼女の顔をみて眉まゆをハの字にした。

「……仕方ないよ。足に踏ん張りが効かなくなっちゃったんだから。機動もそうだけど、銃の反動ノツクバツク制御は、ペダル操作足さばきがキモだもん」

　日向ひなたは下半身に軽度の麻ま痺ひを負っている。

　七カ月前の大事故で大怪け我がを負い、脊せき髄ずいを損傷したのが原因だ。

　二〇七〇年現代は、医療科学の前進から、神経系の回復が可能になっている。日向の場合も、日常生活を送るまでの回復の目め処どは立っていた。

　でもその先──戦せん騎き装そうパイロットへの復帰だと、話は変わってきてしまうのだ。

　日向ひなたたちは作業リフトで巌がん流りゆう・改の背面まで上がる。背中のハッチから日向はコックピットの中へ。巌流は疾しつ風ぷうと違い、バイク型のコックピットではない。

「よっと」

　日向は椅い子す型のコックピットシートに、尻しりから落ちるように座る。

　スカートのポケットから自分の学生証を取りだした。

　カード・左にある〔疾〕の一文字を、人差し指で払うスワイプする。カード上に小さな光学キーボードが現れた。日向は七ケタの暗証コードを入れる。

　カード上にある〔疾〕の一文字が〔巌〕に変更された。

　それを肘ひじ置おきにあるカード差し込み口に入れる。コックピット内に照明が灯ともった。

　椅子がくるっと反転する。コックピットモニターに外の映像が映しだされた。

　日向はフットペダルに足を伸ばすと……少しだけ気持ちが沈んだ。

「……アナタよりも先にポンコツに成ってたら世話ないよね」

　日向は全身の体重を足に乗せる様に、ペダルを踏みしめる。

　すると白い巌流が、足を前に踏み出した。







　バートンは合点が言ったような顔で言う。

「確かに。機体の姿勢安定はパイロットの技量、とりわけペダル捌さばきが重要になってくる……戦せん騎き装そうパイロットの技量は、白兵戦を五分やらせるか、ロングレンジ榴弾砲九五ミリを一発撃たせれば分かるというくらいだからな」

「少佐ってもしかして、戦騎装にも詳しい？」

　茜あかねが質問すると、バートンは少し得意げな顔になった。

「カリフォルニア基地では今も新兵に教えているよ。熟練だとノックバックの反動を利用して別火器を操作したり、次弾装そう填てんをこなすなんて奴やつもいるくらいだ。私の場合、やっても六回に一回くらいしか成功しないな。言ってはなんだが、私のコケ方はアートだよ？」

　茜は小こ鳩ばとみたいに笑う。バートンも眉まゆを丸めた。茜は次のテンナンバーを紹介する。

「次は月げつ下かさんですね。伍いつ橋はし月下……神馬の五スレイプニル・フアイブです」







　学園施設の地下には、幾つもの部品工場が点在する。主だって使われる戦騎装の部品が其そ処こで造られ、整備部のいる格納庫に納品されるのだ。ここはその一つとなる。

　地下第一部品工場──何本ものベルトコンベアーが部品を流していく。白い作業着にマスクをした生徒たちが、班ごとに分かれて部品を組み立てていた。

　ここで働くのは【生産部】の生徒一二〇人だ。

　従事するのは【才能開花】に恵まれなかった非戦闘科生徒。また、戦線からリタイアした戦闘科生徒等で構成される。

　端っこに位置する作業台──六人の部員が小さな部品の組み立て業務を行っていた。

　中の一人が伍いつ橋はし月げつ下か、その人である。

　高身長の麗れい人じん。ショートヘアーの黒髪で、左目を前髪で隠す。黒手袋を嵌はめた左手は、機械製の義手だ。月下は七カ月前の事故で、左手を失くしてしまっている。

　月下は、義手で部品を掴つかもうとするが上手く行かない。掴もうとしてはポロ、ポロと、部品を落としてしまう。それを見ていた班長の男子が乱暴にマスクを取った。

「おまえさぁ。いつになったらできるようになるの？　もう少し考えて動けないかな？」

　ニキビ面のチビ班長は、自分より大きな月下に凄すごむ。月下も習ってマスクを取った。

「すんません」

　ため息が出るような美び貌ぼうが現れる。チビ班長は口元に下げ種すな笑いを浮かべだ。他の班員女子は嫌そうに眼めを細くする。またかよと思ったのだ。

「背ばっかデカくなりやがって……栄養が頭に回んなかったとか？　あとここも！」

　チビ班長は月下の尻しりを鷲わし掴づかむ。月下は眉まゆひとつ動かさない。堂々と安めの姿勢を取った。

「良い尻してるよなぁ！　この尻に見合う仕事してほしいもんですよ！　日報また遅れんじゃねーか」

　生産部には因習で【戦闘科イビリ】というものが存在する。

　リタイアした元・戦闘科生徒にいじめをするというものだ。

　戦闘科には【才能開花】に恵まれた生徒が多く在籍している。また、その給与も非戦闘科生の二～四倍の額が支払われている。非戦闘科生で彼らと同等の待遇を受けられるのは、特別有能な一部の生徒だけなのだ。

　そのような背景から、戦闘科生に嫉しつ妬とする者は非常に多い……このような因習が生まれる程に。

　元・機兵部の月下も、生産部ここに転部してからはその標的になっていた。

「闘えなくなった役立たずが？　ここで働けているのは誰のおかげですか!?」

「栗くり会えさんのおかげっす。感謝してます」

「そーだろ!?　じゃあ言うこと聞かなきゃダメでしょう！　な？」

　月下の尻を揉もみながらチビ班長は説教を続ける。

　月下がふと「あ」と、声を上げた。次に他の班員が顔を青くする。

　チビ班長は何事かと後ろを振り向き──

「オメーも十分立派だよっ!!」──大だい地ちの渾こん身しんの張り手が飛んだ。

　チビ班長はガマガエルみたいな声をあげた。作業台の上を派手に転がる。部品が散らばって床に落ちた。他の班員から悲鳴が上がる。

　私服姿の大だい地ち・オルソン・山やま武たけがいた。

　大地は怒りに眦まなじりをヒクつかせ、作業台の部品に手を伸ばす。ナットなり、小型のユニットを鷲掴みしてチビ班長に見せつけた。

「手が半分動かない人間にこんなことできるわけねーだろ……テメーの頭は帽子乗せる台か何かか？　あぁあ!?」

「ひぃいぃっ！」

「おう。お前ら部活どした？」

　月げつ下かが後ろの二人に聞く。山やま武たけとオルソンは作業台の両端に回った。鋼鉄製の作業台を持ち上げる。一〇〇キロ以上の作業台とチビ班長の身体からだが浮いた。

「僕たち今日、休みでーす！」

「デース！」

　二人は作業台をこけさせる。班員たちが悲鳴を上げて避ひ難なんした。チビ班長はコンクリートの上を転がる。騒ぎを聞き付け、他の班の男子が止めにやってきた。

　オルソンが、その行く手を阻はばむ。オルソンに見下ろされて彼らは委い縮しゆくした。

　月下の様子を見に来た三人は、あまりの仕打ちに黙っていられなくなったのだ。

「だいたい生産部テメーらだって、機兵部俺らがいるから、この島にいられんじゃねーか……命張って戦場、駆け回ってんのはこっちなんだよ。分かってんのか！　あぁあ!?」

「い！　伍いつ橋はしぃ！　こいつら止めろ！　早く！」

　大だい地ちに怒鳴られ、チビ班長は情けない声で月下に助けを求めた。

「ウッス……。とまー、そういう事だからお前ら退場。台も元に戻してくれ。部品も残らず拾うこと」

「月下さん！　こんなクズの言うことなんて！」

「ボスらしくないよ！」

「姐あねさんっ！　どーしちまったんすか！」

　三人は信じられないといった顔で月下に詰めよった。月下は目を据わらせる。声のトーンを落として「戻せ」と言った。

　三人は喉のどから出かかった文句を呑のみ込こむ。

　八つあたりをするようにチビ班長を睨にらみつける……が、しぶしぶ言う通りにする。

　三人とも動くたびにチビ班長にガンを垂たれたり、傍そばの椅い子すを蹴け飛とばしたりした。その度にチビ班長は「ひ！」とか「うわ！」とか、変な声を出す。

　作業場が片付けられると月下は小さく笑った。

「もうすぐ休憩入るから待ってろ。コーヒー奢おごってやるよ」

　三人は「「「うす！」」」とユニゾンして頭を下げる。

　そうして生産部を後にした────

　自販機の前に元五番隊の四人が屯たむろする。

　月下がベンチで足を組む。片手で缶コーヒーのタブを開けた。

　作業着の上はジッパーを全開にしており、インナーシャツは汗で濡ぬれている。黒いブラジャーが透けて見えた。

　月下が缶コーヒーを飲む。豪快に曝さらけ出した胸元がその度に動いた。

「はぁ……たっく。尻しり、揉まれたくらいで大げさなんだよ。減るもんじゃねーんだから……みんなビビってたじゃねーか」

　三人は、奢おごってもらった缶コーヒーをだんまりのまま見る。その顔には不満が浮かんでいた。そんな彼らをしばらく眺め、月げつ下かが笑う。

「でも……まぁ、元気そうだから許す。しばらく見ないうちに逞たくましくなったな、お前ら」

　月下の笑い方はかっこいい。その辺の男なんかよりもずっと男前だ。

　その一方で三人は目を逸そらした。大だい地ちに至っては下唇くちびるを噛かんでいる。大地は耐えられなくなったのか地面に缶を置く。それから勢いよく月下に土下座した。

「月下さん！　お願いします！　どうか機兵部、戻ってきてください！」

「……またその話か」

　月下は右目を細める。オルソンと山やま武たけも月下に言い寄った。

「そーよ！　ボスがあんなチビのヘコヘコするなんておかしいヨ！」

「韋い駄だ天てん月下が！　俺らの憧あこがれ、神馬の五番スレイプニル・フアイブがこんなの！　俺、耐えられねえっすよ！」

　月下はため息をついて「元だ」と、左手の義手を三人に見せた。

「仕方ねーじゃん。あんま動かねーんだから」

　空っぽの缶を咥くわえながら、月下は黒手袋の左手をひらひらさせた。それでも大地は引き下がらない。面を上げて食い下がった。

「でも月下さんなら、幾らでも下のモンに教えられんじゃないっすか！」

　月下はため息交じりで缶をベンチに置く。大地の前にしゃがんでその視線を合わせた。

「大地さぁ。前にも言ったと思うけど、私はプレイヤーがいいの。教えんの苦手だし。あと面倒なの。まぁ、今だって実際出来ると思うよ？　戦せん騎き装そう、乗っても。そこそこの機動なら」

「だったら！」

　大地は堪たまらず、大きな声を上げる。そんな大地の顎あご先さきを月下が持ち上げた。

「……かつての世界ランナーが、スポーツやってますーくらいのヤツと同じくらいのタイムしか出せない。それでもプライドかなぐり捨てて走れっていうんだ。アンタは？」

　月下が右目を鋭するどくする。三人は一気に気勢を削そがれた。急速に居心地の悪い沈黙が広がる。

「…………お前らは、ったく」

　しばらくして月下は苦笑する。仕方ねーなと、言った感じに。

「へ？」

「「あ──────っ[image: ]」」

　月げつ下かがチュッと大だい地ちの頬ほおにキスをした。オルソンと山武は顎が外れるほど驚く。

　それから月下は立ち上がって、オルソンと山武の肩に腕を回し──

「ほわ？」「きゃ！」──同じように二人のホッペにもキスをしてやった。

「いつでも来い……ただし、勤務中以外な」

　月下は片腕を上げて仕事場へ戻って行く。三人は、乙女のように胸に手を添そえる。とろけるような視線で想い人の背中を見送った。







　バートンと茜あかねはファミレスに場所を移していた。

　ジャンボミックスパフェが二人の前に立つ。二人はスプーンでパフェをつつく。

「それは、さぞ悔しいだろうね」

「あんまそんな感じはしないんですけどね」

　バートンはチョコアイスの塊を頬ほお張ばり、茜はカットリンゴを咀そ嚼しやくする。

「あとは〔四番〕と、〔六番〕ですね。四番は……一言で〔開発バカ〕かな？　一緒に仕事したくないタイプの。たぶん、会おうと思えばすぐに会えるんでこっちは滞在中にでも見てみてください。最後は悪魔の六デーモン・シックスです」

　その名を聞くや、バートンはテーブルに身を乗り出した。

「そう、六番シツクス……なんでもとにかく強いんだって？」

　様々な分野で頭角を現すテンナンバーの中でも〔六番〕は特別な存在だった。

「睦むつ見みアギト、紫し貴きさんと同じ三年生で、今は訳あって拘留中となってます。その経緯については深く教えられなくて……ごめんなさい。それで、その名の由来は、戦せん騎き装そうの操そう縦じゆうスキルのみならず、個人の戦闘技能が悪魔的に強かったからです。得意なのは三次元格闘の白兵戦で、あの人が戦騎装に乗ると機体の負担が凄すごくて……数回の出撃で関節のスタビライザーがイカれちゃうんです」

　茜の話を聞くや、バートンは大げさなまでにせき込んだ。

「す、数回で!?　それは本当に凄い話だぞ」

「機体がパイロットについていかないパターンで、本気モードの葵あおいさんと同じ扱いですかね……部隊編成をしてた頃ころは、葵さんと同じく単独戦闘が許された人なんですけど、あの人が苦戦するとこ、最後まで私は見たことなかったなー。模擬戦では葵さんの全勝なんですけど、葵さんは『初めから勝つ気のない奴やつにどうやって負けんのさ』って、いつも怒ってました……やる気が無い？　本気じゃない？　まぁ、とにかくいつも余裕そうでした」







　非戦闘科校舎への渡り廊下を、紫貴が足早に進む。その顔には全く余裕がない。

　きっかけは昨日のお見舞いの帰り、葵から聞いた話だった。

《大丈夫だって。隊長はあんくらいじゃ死なないよ。なんたって隊長、銃弾を素手で掴み取るようなスーパーマンなんだぜ？》

　でもその発言は、紫貴が胸中に秘めた〔ある仮定〕とぶち当たってしまう。

　紫貴はその真相を確かめるため、休みにも拘かかわらず登校していた。件くだんの映像を見ようとして、おかしな事態に直面する。

　たかだが防犯カメラの映像に、閲覧制限がかかっていたのだ。

　不審に思いながらも、紫し貴きはホストにデータを残さないよう、セキュリティをクラックする。そして、その映像を見てしまう。

　模も倣ほう型が攻めてきたあの日──第七地下シェルターで大立ち回りをした彼の姿を。

　一〇〇〇分の一秒の速度で再生した映像には…………放たれた弾丸・四発を掴つかみ取る、氷ひ室むろ夏なつ樹きが確かに映っていたのだ。

　──どれだけ鍛えようと、秒速二〇〇メートルを超える弾丸なんて掴めるわけないでしょう!?　漫画じゃないのよ！

　紫貴の脳裏にあるのは、夏樹が積み上げた状況証拠の数々だ。

　銃弾を掴み取る肉体──身体からだ中じゆうに刻まれた古傷──目の前で色素を変えた髪──満足な装備もなしに特殊部隊を壊滅させた頭脳と技能──ポーン四匹を撲殺した上で、生還した怪物のような戦闘力──そして、原作そのまんまの性能を誇る新型兵器エルフイーナ──

　そう、彼を取り巻く全すべてが異常なのだ。

　でももし、あの少年が氷室夏樹ではなく……アレだったとしたら。

　この〔ありえない仮定〕に当てはめると、夏樹への疑問が全て解消されてしまうのだ。

　そもそも、どうして雷らい鳥ちようは設計図があるのにエルフィーナを量産しないのか。

　どうしてエルフィーナのパイロットが彼しかいないのか。

　あの氷室雷鳥が、量産しない訳が無いだろう。補充要員を用意しないわけが無いだろう。

　ネイバーやネイバーフッドと違って、人為的に用意ができるのなら……。

　紫貴はずっと、夏樹の蛮勇は〔エイルン＝バザットが好きだから〕という理由で片付けてきた。

　でも冷静に考えればそんなものは、バカを通り越してイカレれている。

　何な故ぜ、戦闘前に髪を染め、カラーコンタクトをはめる？　高こう潔けつで真まっ直すぐ過ぎる、あの精神は？　日常生活に支障を来しそうなレベルの世間ズレは？　年齢にそぐわなさすぎる判断力と度量は？　どれをどうすれば説明できるというのか──

　紫貴は睨にらむように、左手を見る。中指に嵌はめられているのは指輪状のＵＳＢデバイスだ。

〔氷室夏樹の肉声〕と〔劇中のエイルン＝バザットの声〕……つまり声優・石いし田だ彰あき良らの音声データが入っている。

　──これで……明らかに出来るはず。

　紫貴は兵器開発部──【伏ふし見み飛鳥あすか】の部室を目指していた。

　飛鳥の研究室なら、音声解析ソフトくらい在るだろうと思ってのことだ。

　紫貴は不意に足を止める。紫貴の前には長身・長髪の美少年が立っていた。

「睦見アギト……貴方あなた、禁固刑になっていたはずじゃ？」

　思わぬ人物との遭遇に、紫貴は気を張り詰める。アギトは薄笑いを浮かべた。

「雷鳥婆さんが便べん宜ぎを図ってくれてな。先月、出て来たばかりさ。運営部所属のトショイインと言う事でしばらく経過観察をするらしい……伏見をからかいに行ってたとこさ」

　七カ月前──アギトはデストブルムが暴れる最中、味方である機兵部員・三名を殺害する。そして部隊長である双そう条じよう水す久く那なまでも、その手に掛けようとしたのだ。

　事後、学園側はアギトを拘こう留りゆうし、様々な尋問・検査を行う。でも確かな原因も確認できず、精神科医の中には、彼を反社会性人格障害──サイコパス──と疑う者も出た。

　そんな危険人物でありながらも島外放ほう逐ちくにならず、学園在籍が残されている……それには殺された側にも灰色の背景が見え隠れしていたからだった。

　そして、何よりも彼が、有事の際、〔最上の猛毒〕として機能するからである。

　紫し貴きもその実力は、嫌と言うほど見てきていた。

　アギトは愛想の良い笑いを浮かべる。

「今、アンタ一人なのか」

　紫貴は不審そうに眉まゆを顰しかめる。突如、アギトが紫貴の横に現れた。

　常人の紫貴の目には、突然、彼が視界から消えたようにしか見えない。アギトは紫貴の長く、美しい黒髪を左手で摩すり上げた。

「会長の黒髪、前からいいと思ってたんだよ」

　紫貴の長い髪を触りながら、黒漆の短刀──その白はく刃じんを煌きらめかせた。

「もらっていいか？」

　アギトは紫貴の髪に短刀を当てる。紫貴は遅れて右手を横に振った。

「やめ、て!!」

　アギトは余裕で紫貴の腕を避よける。紫貴は大おお袈げ裟さなまでに後ずさった。
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　アギトは本当に怯おびえている紫し貴きを見て「冗談だ」と、肩をすくめた。短刀を鞘さやに納めて踵きびすを返す。

「また遊んでくれ」

　紫貴はスカしたその背中を蹴け飛とばしたい衝動にかられる。

　アギトの背中が見えなくなってから、紫貴は再び兵器開発部を目指す────

〔兵器開発部〕の部室札を確認し、紫貴は引き戸を開ける。

「伏ふし見みさん、失礼するわよ」

　部室内はゴミ溜めかと思うほどに物が散乱していた。

　様々な研究機材に、中空で散らばる光学書面データの数々。一冊、数万はする専門書と一緒に、漫画本も浮かんでいる。床に散らばっているのはオモチャ群だ。

　二十畳以上の豪華な研究部屋を与えられる一人の少女は見当たらなかった。

　──留守かしら？

　紫貴はもう一度声を名を呼ぼうとする。すると隣の部屋から怪鳥音が飛んできた。

「あちょぉおおおおおおおぉおおおおおおおおおおおおお!!」

　紫貴は大仰に身体からだを引かせる。どうやら部屋の主は隣の研究部屋にいたようだ。

「うひょ────っ！　インスピきたぁ！　神になる！　僕は神になるぞ──っ！」

　紫貴は嫌そうな顔になるも隣の研究室へ。ドアノブに手をかけた。

「伏見さんいいかしら？」

「かいちょー!?　ちょ！　ダメ！　今、世界作ってる！　あと僕、素っ裸マツパ！」

　紫貴は開けかけたドアを、ビクッと止める。慌てながら確認を取った。

「む！　睦むつ見みくんが来てたんじゃないの!?」

「え？　アギたんがいた時は脱いでなかったよ？　別に見られても良いけどねー。僕オッパイ、デカいし。あ、会長いくつ？　僕、八八のＥカップぅ、ふ────わ！」

　飛鳥あすかはこの通りエキセントリックな性格なので、紫貴にとっては苦手とする相手だった。

　紫貴は質問を無視して話を進める。

「ちょっと貴方あなたのパソコンを貸して欲しいの。声せい紋もん解析のソフト、入ってるわよね？」

「あ─────？　うーん？　あったっけ？　どぞー！」

　飛鳥の承諾も取り、紫貴は足元に注意しながら机に向かう。机の上も酷ひどい有様だった。

　紫貴は机の上を簡単に片付け、机上の電源ボタンを押す。

　光学画面モニターパソコン画面と、光学キーボードが机の上に浮かび上がった。

　紫貴は椅い子すに腰を据すえる。

　光学キーボードのエンターキーを押す。不用心にもパスワードがかけられておらず、すぐにパソコンは使えるようになる。

　光学画面にタッチして、紫貴はアイコンのクリックを続けた。そして音声解析のソフトを呼び出す。

　そして持ってきた〔夏なつ樹きの肉声〕と〔劇中のエイルン＝バザットの声〕を解析にかけた。

『九ここの重え？　何をしてるんだ？』

『俺は……君に傷ついてほしくないっ！』

　夏なつ樹きとアニメのエイルンの声が交互に再生される。何度もだ。

　音声が再生される度に、赤と青の線が画面に〔∞の字〕を描いた。やがて──




「っ!?!?!?!?」──〔○〕が表示され、紫し貴きは意識を飛ばす。




　それは声紋が完全に一致した事を意味していた。

　本来、他人同士の声紋が完全に一致するなど絶対にあり得ない。

　それが分かっていて紫貴は、隣の部屋の飛鳥あすかに質問した。

「伏ふし見みさん……他者同士の声紋が完全に一致するって……ないわよね？」

「へー!?　せーもん!?　ないなーい！　ありえないよーっ！　声質が似てても育ってきた環境で絶対に違いが出るはずだから──っ！　む～だ無駄無駄無駄無駄無駄ぁ!!」

　飛鳥のソプラノな叫び声が響く。

　紫貴は顔半分を右手で覆う。

　紫貴の心臓は飛び出してしまいそうなほどに鼓動を打っていた。






Ⅴ　少女と魔女









　翌日。五月一四日・一七時──特別病棟・上等個室。

　夏なつ樹きは今朝より、この病室に移動する。既すでに危険な状態は脱していた。

　クリーム色が全面に広がる。十人くらい簡単に入りそうなＶＩＰ個室だ。部屋中央にはキングサイズのベッド。そこに包帯まみれの夏樹が眠っている。

　天井には防犯カメラが設置されている……が、カメラ映像はエルフィーナによって細工が施されていた。防犯カメラには夏樹が大人しく眠る姿しか流れていない。

　五二インチの大画面テレビが映像を垂れ流す。

『奥さん！　僕と一緒にテキーラを日本に普及させましょう！　お願いです！　僕と！』

『ダメです、三み河かわ屋やさん……私には主人も子供もペットも……あぁ！　お止やめになって！』

　エルフィーナ改め【チビフィーナ】は、パイプ椅い子すに座ってテレビを見ていた。

　ときどき『まぁ』とか、『不純な……』など、感想を漏らす。

　昼ドラマが終わると、チビフィーナはテレビに人指し指を向ける。テレビ画面が消えた。

『こんな背徳的なものを、日中に放映しているなんて……この世界の良俗観念はどうなっているのでしょう。明日も見なくては──』

　チビフィーナは言う途中で気配を感じる。後ろで衣きぬ擦ずれの音がした。

「エル、フィーナ」

　包帯で顔半分を隠した夏なつ樹きが、辛つらそうに笑う。チビフィーナも夏樹に微笑ほほえみを返す。

『ご機嫌麗しゅう。ムッシュ』

「一、つ……頼み、が、ある」

　掠かすれた声で夏樹は言う。チビフィーナは夏樹に頼まれて一通のメールを送信した。







　同日・深夜──紫し貴きの自室。

　紫貴がソファーに腰掛けている。正面のガラステーブル上には、空になったティーセット。そして光学書面データが浮かんでいた。

【バートン・ティンバーの人物ファイル】──それは、茜あかねたちが渡されている物よりも、ずっと情報の濃度が濃いものだ。雷らい鳥ちようから直々に送られてきたものである。

　帰ってきてソレを確認するや、紫貴は九時間近くも頭を悩ませていた。

　今後、学園に起こり得る最悪の事態を想定して……。

　紫貴は天井を仰ぐ。静かに目を閉じた。思い出すのは七カ月前の記憶である──





　　　　＊＊＊＊＊






　あの事件後、デストブルムは通常運用に切り替えられる。搭乗者であるセレンには強制的な訓練・出撃が重ねられた。

　政府職員に監視される日々。マリスが来ればデストブルムの中へ押し込まれる。戦場に出ればマリスに齧かじられる痛みに泣く。疫えき病びようのように【魔女】というあだ名が広まっていた。

　ネイバーフッドというラベルは、何ど処こに行ってもセレンを苛いじめ続けた。

　一方で学園も、戦闘科組織の弱体化から戦績不振が続く。学園中に負の感情が渦巻き、それは最底辺にいるセレンへと収束する。全校生徒がセレンを憎み、迫害した。

　葵あおいさえ、セレンから離れてしまった中、紫貴はただ一人、セレンの傍そばにいようとする。

　セレンはそんな紫貴に何度も助けを乞こう。そのたびに紫貴はセレンを説得した。

　泣なき止やまないセレンを夜通し、あやした夜もあった。

　継つぎ接はぎだらけの毎日を何とか積み上げ……終ついにセレンに限界が来る。

　マリスが攻めてくる中、セレンは初めて抵抗を見せた。デストブルムの搭乗の際に。

　パイロットシートで暴れ出し、政府職員に怪け我がをさせてしまったのだ。

　その場にいた紫貴が何度、言い聞かせても、その日のセレンは言う事を聞かなかった。

　セレンと同じく、紫貴も極限状態だった。その時、紫貴は思わずセレンの頬ほおを引っぱたいてしまう……そして言ってしまったのだ。

「仕方ないじゃないっ！　クイーンを殺すのがネイバーフッドの存在意義なんだから！」

　泣きながらそんな言葉を────大切な親友に。

　セレンは、まるで親に捨てられた子供のような顔で紫し貴きを見ていた──





　　　　＊＊＊＊＊






　紫貴は瞼まぶたを上げる。細く、そして長く息を吐いた。その表情は凍りつくように、冷たいモノへと変わっていく。

　──私が……やるしかない

　深夜〇時を回っているにも拘わらず、紫貴は関係各所に連絡を取り始めた。







　五月一五日・朝一〇時。

　第一教育棟の多目的室──機兵部の部室で部員が勢ぞろいする。

　葵あおいと、その背中に隠れるセレン。少し離れた所に茜あかねと田た中なかがいる。彼らと対面するように機兵部二三名が並ぶ。ここに皆を集めたのは紫貴だった。

「急な呼び出しに応こたえて頂き、皆さんにはまず、お礼申し上げます」

　不穏な空気が漂う。ピリピリして、今にも引火しそうな雰囲気だ。一部を除き、機兵部は憤怒の表情をしていた。その原因は、セレンがこの場にいる事にある。

「本日一ヒト〇マル〇マル〇マルより、セレンティーナ・エングヴィス特務の訓練プログラムが生途会主導で発令されました。機兵部の皆さんは現時刻より、進行スタッフとしてプログラムに従事してもらいます」

　紫貴がビジネスライクに言う。葵とセレン、茜と田中の顔が引きつった。

　これは紫貴の配慮の無さに驚いたのだ。セレンと機兵部の確かく執しつを知っている者なら、紫貴の言葉がどういう事態を呼び込むか容易に想像できる。すぐ紫貴には怒声が返ってきた。

「ざけんなやっ!!」

　一人の男子が前に出た。続くように三人、四人と列から出てくる。火を吹き出さんばかりの形相だ。怒りに腕を震わせる者もいる。

　その様子を見てセレンは頭が真っ白になった。より強く、葵の背中にしがみつく。

　葵も焦りを隠せない。暴動が起こった際、彼らを止める自信がなかった。

　でも紫貴は違う。発火を予見させる彼らの熱気も、暴力の匂においも完全に無視していた。

「私は頼んでいるのではありません。命令をしているんです」

　冷然とした口調は、発火寸前の部員たちを抑えるに足る迫力があった。

「命令を聞き入れられないのなら、こちらとしても一切容赦いたしません。最悪、学籍処分……つまり退学も視野に入れております。戦せん騎き装そうから降りたいのでしたらどうぞご自由に。プログラムの障害は早いうちに処理しておきたいですので」

　機兵部が大きくざわつく。彼らの怒りの炎は、勢いを増すばかりだ。

　紫貴はセレンの方を向く。

「それに……この子に憎悪している人も多いのでしょう？　だったらプログラムに乗じて、たくさんしごいてあげればいいじゃないですか」

　セレンは勢いよく面を上げた。葵あおいもすぐ、とりなすように言う。

「ちょ、紫し貴き！　セレンの状態は誰よりもオマエが理解してるはずだろ？　何言って──」

「些事に気を回す余裕など、無くなったという事です。貴方あなたも不用意に特務を甘やかせるのはやめなさい、一いちノの瀬せ部長」

　凍いてつく紫貴の視線が、セレンの怯おびえきった瞳ひとみに突き刺さる。セレンは信じられないように「紫貴？」と、声をかけた。

「それ、それです……セレンティーナ特務。その精神の脆もろさが、あなたが今、一番に直さなければならないところ。デストブルムの機動に支障を起こしている原因でもあるんです」

　言いながら紫貴は機兵部の強こわ面もてたちを人差し指で指す。

「こんなガキ連中に、怯えてどうするんですか？　貴方は何百・何千というマリスに囲まれて戦わなくてはならないのですよ？」

　さすがの物言いに大だい地ちが眉まゆを動かす。列から出て紫貴にモノ申そうとした。でも、それよりも先に、葵が紫貴の肩を掴つかむ。葵の烈火の睨にらみと紫貴の氷の視線がぶつかった。

「いい加減にしろ……オマエ、何、焦ってんだよ」

「……焦らない貴方達が異常なのよ。今、氷室夏樹が倒れているのよ？　その意味をもっと強く自覚しなさいと言っているんです」

　紫貴が乱暴に葵の手を払う。堪たまりかねた大地が声を張り上げようとした。

「そんなもん言われなくたって、こっちゃあっ──」

「大地！」「これこれ！」

　オルソンがまーまーと言うように両手を前に出し、山やま武たけが携帯電話の画面を開いて、大地に見せた。大地は喉のどまで出かかった言葉を呑のみ込こむ。

「は！　はーい！　じゃあ特務はネイバーの搭乗準備ですね！　私と行きましょ！」

　暴動を予見した茜あかねがセレンの手を引く。その内心は戦々恐々。逃げるが勝ち、だ。

　田た中なかもこの流れに乗るしかないと思った。

「機兵部の方々は私から説明をさせて頂きます。このまま視聴覚室に移動をお願いします。会長、あとは私に──」

　紫貴は眉を寄せる。不機嫌そうに「そうね」とだけ言った。

「はーい。移動しますよー。はい移動移動～」

　山武が手を叩たたく。機兵部は怒りを消化できないままにプログラムへ参加する事となる。







　灰色の地下通路をセレンと茜が歩く。

　ヌイグルミを抱いたセレンが、茜に手を引かれる。セレンは道中ずっと泣いていた。

「だからー、紫貴さんはああいう場面で、感情で物を言うようなことはしません。きっと何か必要なことだから──」

「紫し貴き、私の事、嫌いぃ！」

　弱った茜あかねが言うも、セレンは聞いていない。立ち止まってワンワン泣く。

　ＩＱ一九〇の天才少女も泣く子には敵かなわない。茜は困りながら視線を振る。自販機を見つけた。茜はセレンの手を引く。

「特務！　欲しいの買ってあげますから、これでもう泣き止やんでください！　何がいいですか？　コーヒー？　サイダー？」

　セレンはぐすと鼻をすすって「いちご」と言った。茜はセレンに〔いちごオレ〕を買って上げる。紙パックを手渡すとセレンは一応の落ち着きを見せた。

　茜はセレンをベンチに座らせる。セレンは買ってもらったパックにストローを刺した。

「特務、三月終わりくらいに政府職員の監視から逃げ出した事、あったんですよね？」

　セレンは一瞬、固まる。暗い顔で小さく頷うなずいた。茜もセレンの隣に座る。

「聞いたんですけど、出撃の時、デストブルムに麻酔なしで搭乗させられたんですよね？　どうしてそんな酷ひどい事、紫貴さんがさせたか分かりますか？」

　茜が言ってるのは、模も倣ほう型・襲来時の事である。泣き叫ぶセレンの首に、麻酔なしでデストブルムのケーブルを刺したという話だ。

「私が、逃げたから……私のこと、嫌いだから──」

　セレンは言って、目に涙なみだを溜める。茜は鼻で息を吐く。
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「正規の搭乗シーケンスを踏むと最低でも二〇分は時間がかかっちゃうから、時間的な制約もあったと思います……でも一番の理由は、分かり易やすい形で『事後、すぐにネイバーフッドには懲罰を与えた』という事実を得る事ですよ。どさくさに紛まぎれて、政府職員たちに私刑まがいの『体罰』をやらせる事で、後々の特務の減刑要求に繋げたんだと思います。氷ひ室むろ義塾の校則は、体罰も罰則項目に含まれてますから。それを逆手に取って──」

「……茜あかね、言う事難しくてよく分からない」

　茜の説明はセレンにとっては呪じゆ文もんの類たぐいだ。茜はセレンでも分かるように説明する。

「要するに、特務はあの時、めちゃくちゃ痛い思いをしたから『ネイバーの部品にされずに済んだ』って事です……特務、今もこうして普通にこの島に居れてるでしょ？　それって特務の犯した罪から考えると、あり得ない処遇なんですよ」

　セレンは息を止める。

　雷らい鳥ちように教えてもらった【ネイバーフッドの人格排除】の話を思い出した。

「紫し貴きまた、セレン守った？」

「ん？　また、って言うのはよくわからないけど……紫貴さん、特務の事、大好きですよ」

　セレンの驚く顔を見て茜は笑う。セレンの悲しい気持ちはなくなっていた。







　一六時──隣小島の荒野地帯にデストブルムが浮かぶ。

　晴天が広がる。春の陽気に涼しい風。海は静かに潮の満ち引きを繰り返す。

　ネイバー１番機【デストブルム】は、魔術師のアルカナを持つネイバーだ。

　全長二四・九メートル。重さ一〇一トン。

　比較的、人型タイプの多いネイバー規格の中で、そのフォルムは異質を極める。

　魔女っ子帽子のような頭部ユニット。頭から背骨と肋ろつ骨こつを伸ばしたようなボディ。手足が無い代わりに四本のマシンアームとテールユニットを持つ。

　最大の特徴は、専用兵装となる【ＩＭＥ兵器】の数々だ。これらはクイーンが使う無差別物質消去ＩＭＥと呼ばれる対空攻撃と同じ破壊原理を持つ。

　他にも、ミサイル発射管を一四四基備える。相対する者に、絶対の破壊と災いをもたらす【魔女】、それがデストブルムだ。

　デストブルムは現在、ペイントミサイル──弾着前にペイントを飛散させる訓練弾頭──による砲撃訓練を行っていた。敵・味方に分かれた疾しつ風ぷうで、敵機のみに当てるという内容だ。だが、敵機想定の疾しつ風ぷうにはまだ一発も当てられていなかった。

　コックピットにいるセレンは、額から汗の玉を幾つも垂らす。

『次！　一四番まで斉射！　砲撃体勢！』

　映像の紫貴が厳しい口調で言う。セレンはすがるように紫貴を見た。

　セレンの特訓はもう、休みなしで三時間以上も続けられていた。







　スーパーコンピューターがダース単位で並ぶ。正面には巨大な三つのモニターだ。

　映画館を彷ほう彿ふつさせるこの場所は司令管制室である。

　ここに紫し貴きと茜あかね、田た中なか、他の役員・七名が立つ。

『紫貴、ちょっとだけ、休み……』

「貴方あなただけが疲れているんじゃないの！　これは長時間、集中力を持続させるための訓練も兼ねているんです！　さぁ早く！」

　役員たちは眉まゆを顰ひそめずにいられない。厳しくすれば結果が出るというものでもないだろう。常に効率・効果を求める、我らの生途会長とは思えないやり方だった。

　また、最初は事あるごとにセレンや生途会に文句を言っていた機兵部も、今ではセレンに同情する者さえ出てきていた。

「結果を出すまで、今日は終わらないと思いなさい。貴方、まだ一発も当てられてないじゃないっ」

　紫貴に叱しつ責せきされ、映像のセレンは泣きそうになった。そんな中、大だい地ちの顔が表示される。

『おい、会長さんよ。怒鳴って責めて、どうにかなるなら、俺がいくらでもやってやるけどよ……そうじゃねんだよ。こういうのは』

　映像のセレンが驚く。生途会の何人かも耳を疑った。セレンを怨うらむ部員の中でも、大地は筆頭格と認識されているからだ。

『スタミナって現実問題があんだよ……そのチビ、疲れ過ぎて頭から煙が出てる状態なんだって。こんなやり方で結果なんて出る訳ねーよ』

「このプログラムは、それもどうにかするため──」

　紫貴が大地に言い返そうとする。でも茜が「紫貴さん！」と間に入った。

「わ、私もさすがに疲れちゃって……機兵部の皆さんも、もうリキッドを交換しなきゃだし、休憩いれても良いじゃないですかね？　ね？」

　茜の引きつった笑いを見て、紫貴は声を呑のむ。周りを見渡すと、怪け訝げんや恐れといった色が役員達の顔にあった。紫貴は熱くなった頭に水をかけられる。

「……そうね。三〇分の休憩とします。ただし終わったらすぐに再開します」

　紫貴は苛いら立だったように、長い髪を耳に掛けた。







　デストブルムのコックピットは、三六〇度四方がモニター画面となっている。

　セレンは現在、十字架にかけられるような格好をしている。コックピットから延びるケーブルとセレンの首は文字通り〔接続〕していた。

　セレンは呼吸を整える。無音の時間が訪れると、大きな寂せき寥りよう感がセレンに込み上げた。

　紫貴に責められる度、機兵部に怒られる度、自分を否定されるような気がした。苦しい。もう止やめたかった。

　──夏なつ、樹き。

　セレンは涙なみだを浮かべて、いけないと思う。セレンは夏樹に味方になると誓いを立てている。この夏樹との約束こそ、セレンが現実と向き合うための原動力となっていた。

　夏樹が傷つき、倒れている今、彼を守れるのは自分しかいないのだから──

『おい、チビすけ』

　突然の通信にセレンはビックリする。正面モニターに大だい地ち・オルソン・山やま武たけの顔が表示された。三人の映像は四隅が赤くなっている。これはプライベート通信を示すものだった。

『あんな冷血女の言ってる事なんか無視しろ無視。分かってねぇんだよ、機体の操そう縦じゆうに、どれだけ神経を削るか……って？』

　大地が途中で言葉を止める。セレンは怯おびえるように顔を震わせていた。

『大地は喋しやべり方かたが乱暴なのよ……いーい？　ネイバーフッドちゃん。次、僕たち、わざとミサイルに当たるから、今日はもうそれで終わりよ。だから後ちょっとね』

　オルソンがケラケラ笑う。山武が変な顔を作ってキレ芸をした。

「あの冷血会長、人の事、馬みたいに使いやがってぇえ！　あのデカパイ、嫌ってほど揉んで、ナニ挟んでやりますわ！　Ｅカップ、マジ許さんパイ！　パイ狩りじゃあ！」

　山武の顔を見て大地とオルソンが爆笑する。

　でもセレンは分からない……彼らは一番に自分を憎んでいると思っていたからだ。

「……怒って、ないの？」

　セレンは恐々と尋ねる。

　大地は視線を逸そらす。テレを隠すようにそのボーズ頭を掻かいた。

『……総隊長に頼まれたんだよ。テメーの事、いろいろ気にかけてくれって。後はまぁ、アレだ……余裕なかったんだわ、俺ら。その機体に問題があったってのは何度も説明されてたけど、落とし所が見つからなくてよ。でも最近は視野が広くなったつうか──』

　セレンはよく分からない。疑問符を浮かべていると山武が苦笑した。

『要約すると、辛つらく当たってごめんね……ってこと。それにネイバーフッドちゃん、総隊長のために我慢して、ネイバー乗ってくれてんだべ？』

　聞かれてセレンは「うん」と応こたえる。するとオルソンがウインクした。

『じゃあ僕たちと同じね。僕たちも総隊長と一緒に走るって決めたから、手伝うのあたりまえよ』

　セレンは双そう眸ぼうを広げる。涙が込み上げてきた。セレンは自分の罪を少しだけ許してもらえたような気がした。

　片や、そんなセレンを見た三人は、誰がセレンを泣かせたかで言い合いになる。







「会長。訓練方針を修正することを進言します」

　田た中なかに言われ、紫し貴きの瞳ひとみに冷気が宿った。場が一気に凍りつく。でも田中は続けた。

「セレンティーナ特務が、細かい照準や咄とつ嗟さの判断を苦手としているのは分かります。ですが、それは我々が砲撃環境を整えてあげればカバーできるかと愚考します」

　マリス戦は物量戦を強いられるその性質から、後半、混戦に引きずり込まれる事がよくある。セレンが味方に損耗を出してしまうのは、往々にそんな時なのだ。

　そこで今回、紫し貴きはこの弱点の克服することを主眼に置いていた。

「爆風の範囲まで計算して撃て、と言うのは、今の特務にはハードルが高すぎるように思えます。まずは武装を早く、正確に選択できるよう、反復訓練を重ねた方が堅実かと……。特務の精神状態を考えるなら、成功体験を積ませてあげる事も──」

　田た中なかの案を、紫貴の露骨なため息が打ち切る。紫貴は、本当につまらなそうに諭した。

「皆さんが考えつきそうな事……大筋に分ければ一五から一八通りかしら？　それらは全すべて考慮した上で、このプログラムは組まれております。問答をする時間も惜しいので、良案があれば書面にして提出してください。こちらの私有時間に目を通しておきますので」

　切り捨てるような言葉に、田中は思わず呼吸を止めた。

　ただでさえ重かった空気が更に重くなる。そんな場を和ませようと、茜あかねは備え付けのコーヒーメーカーに向かう。カップコーヒーを二つ調達した。

「で、でも、ネイバーって本当にヘンテコなロボットですよねー」

　カップコーヒーの一つを紫貴に。茜の気配りを汲くんだのか、紫貴は態度を軟化させた。「そうね」と、茜からカップを受け取る。それから茜は田中にもカップコーヒーを渡す。

　受け取る際に田中は小さく笑った。茜は内心でホッとする。

　田中もコーヒーをすすりながら茜の話に加わった。

「……規格としての共通はタロットのアルカナを示す〔モニュメント〕と、それを示唆するような文言が刻まれていること。搭載される動力源が【ノルブリンカ】ということ。あとは見た目から兵装から、全てバラバラですからね」

　ネイバー規格の特徴は統一性が無い──これが第一に浮かぶ。

　共通点は動力源が同じ事と、タロットカードを暗示する〔文言〕と〔モニュメント〕が、機体のどこかに存在することくらいだ。

　外観・兵装・操作仕様、大きさや機体特性に至るまで、全て違うのだ。それぞれが別個の機体といっても語ご弊へいはない。紫貴もカップコーヒーを見詰めながら言った。

「残りの共通点は〔無尽蔵のエネルギー〕と、説明不能な〔自己修復機能〕……普通に考えれば在り得ない話ですものね。ぶっ通しの連続使用が効く巨大兵器なんて」

　戦せん騎き装そう等の巨大ロボットはあくまで〔精密機械〕である。連続して使えば当然、摩ま耗もうしていく。激しい運用が続けば全改修オーバーホールをしなくてはならない。

　でもネイバーは違う──勝手に修復するのだ。

　ノルブリンカを稼働にしたまま〔スリープ状態〕に入ると、大抵の損害なら、ものの数時間で修復してしまう。これには部分欠損や経年劣化による摩耗も含まれる。

　模も倣ほう型との闘いでデストブルムが被った大損害も、実質二日で、完全に修復してしまったくらいだ。明みよう星じように至ってもそうである。半世紀も機体を酷使して新品同様なのだ。

　ネイバーの価値は、クイーン種を撃破できる希少性だけにあるのではない。

　無尽蔵のエネルギーを持ち、連続運用を可能とする。

　これらの特性が備わっていたからこそ、人類は何十年もマリスの侵攻を防げてきたのだ。

「ネイバーとクイーン……やはり何か、相関性があるのでしょうか」

　田た中なかがひとりごちる。要所を拾うとネイバーはクイーンに似ているのだ。

〔無限に子供を生みだす生命力　＝　無尽蔵のエネルギー〕

〔即時再生機構　＝　自己修復機能〕

　デストブルムの【ＩＭＥカノン】に至ってはクイーンの無差別物質消去ＩＭＥまんまである。ネイバー研究では長いこと、ネイバー開発にはクイーンの生体が用いられているのでは？　と、論議が続けられている。

　でも同じく、その理論は言下に却下され続けている。

　極論を言うと『そんな兵器をどうやって造るの？』と、いう話なのだ。

　クイーンを鹵ろ獲かくする技術も、戦術的余裕も、今の人類には無い。

　分からない……でもクイーンを死滅させる能力を有する戦術兵器。

　故に、世界中の国・機関・組織がネイバーを欲する。ネイバーは国家間戦争を引き起こすだけの魅力と価値があるのだ。

　これらの軍事的背景から、紫し貴きはずっと、ある可能性を疑っていた。

　──もともとあの事件は……不自然な点が多すぎた。

　七カ月前に第弐富ふ士じで起こった、デストブルムの悲劇。

　デストブルムの持つ【自動戦闘モードＤＢシステム】は、研究班の都合で一度も試験運用されなかった。つまりデストブルムは、ぶっつけ本番で初陣に立つことになったのである。

　それは日本政府も了承した上での出撃だった。

　ネイバー規格を扱うにしては浅慮を超えて、愚かと言わざるを得ない。

　予あらかじめ【自動戦闘モードＤＢシステム】について生途会が把握していれば、あんな悲劇は絶対に起こらなかったはずなのだ。

　また【自浄メンテナンス】──搭乗者の身体からだに含まれる毒物や薬物などを洗い流す機構──についてもそうである。

　いくら戦闘実績がなかったとはいえ、一年以上も研究が続けられて自浄メンテナンスに気付かなかったというのもお粗末すぎる話だ。

　当時、デストブルムの研究班は氷ひ室むろ財ざい閥ばつが用意したスタッフで占められていた。

　でも研究が進められてすぐ、日本政府を始め、米国や国際連合ＵＮまでもが、半ば強引に研究員を外部からねじ込んできたと、紫貴は話を聞いている。

　──？

　ある既視感が紫貴の脳裏を過よぎった。先日、行われた遠征の記憶だ。殺害された米国の研究者の中に、一人の黒人女性がいた。そして七カ月前……大量解雇処分にあった研究員の中にも、彼女の顔があったような気がしたのだ。紫し貴きの背中に悪お寒かんが走る。

　──見間違え……よね？

「特務？　何してるんですか？」

　茜あかねがセレンに声をかける。紫貴は思考の海から戻ってきた。







　デストブルムの三六〇度モニターには風景映像が映っている。

　花畑──小川とそのせせらぎ──地平線がどこまでも広がる蒼そう海かい──雲が散り散りに浮かぶ空──木の上でドングリをかじるリス──

　セレンは風景映像の収集を続ける。映像通信を送ってきた茜に言った。

「クロに見せてる」

　茜は『はぁ？』と、怪け訝げんそうな顔になる。

　きっかけは、大だい地ちたちに『どうして三人はそんなに操そう縦じゆうが上う手まいのか？』と質問した事だ。その中で、山やま武たけの放った『一心同体』という言葉に興味を持った。

　言葉の意味を教えてもらうと、セレンは得心と共に疑問を持つ。

　思えばデストブルムと繋つながると、心がザワつくのだ。

　戦場への恐怖や緊張も当然あるのだろうが……それ以外にも自分の心に微量な変化があるのをセレンは前々から感じ取っていた。

　そこで少し試してみたのだ。いつもは怖いモノや汚いモノ──マリスやマリスの死骸──ばかりを見せているので、綺き麗れいな風景を見せてみたらどうかと。

　そうしたら、胸が透くような気持ちよさがセレンの中で広がっていた。

「茜……クロ、心あるかも」

『と、特務？　どうしちゃったんですか？　急にそんな──』

　セレンは茜に言う。目を閉じて、意識をデストブルムに向ける。

「多分……クロ、怒ってる」

『怒ってるって……ちょっと特務？　デストブルムは機械なんですよ？』

　茜は眉まゆを顰しかめる。セレンのソレは、まるでデストブルムが生き物みたいな言い方だったからだ。セレンは続ける。

「超……怒ってる。いろんなものが、嫌い、怖い、悲しい。でも……今、ちがう？」

　目を開けたセレン。何十枚と言う、風景映像がコックピット内に広がる。

　セレンの心は一層にフラットになっていた。

『もう十分、休めたようね』

　痺しびれを切らしたように紫貴が映像通信を送ってきた。

「紫貴！　クロ、心──」

『プログラムを再開します。セレン。デストブルムのミサイル射出口を二二番から六六番を開口、それ以外の弾頭使用はせずに敵機のみに当てなさい』

　セレンの言を潰すように紫し貴きが命令する。セレンはそれでも「こ、心」と呟つぶやく。

　でも紫貴に睨にらまれて小さくなる。やがて「うん」と返事をした。

　セレンが黙ると二人は映像通信を切る。

　デストブルムのモニターに、一七機分の疾しつ風ぷうの映像が羅列された。

　セレンは静かに目を閉じる。試しに……試しに、心の中で聞いてみることにした。

　──クロ。アナタの心……教えて。

　この時はまだ、セレンは攻撃の意思を示していない。しかし──

　突如、デストブルムのアイカメラが赤く光る。途端、後頭部の全弾頭群からペイントミサイルが数十本と射出された。セレンは驚いて目を開ける。

『ちょ！　特務っ！』

　茜あかねが通信先で声を上げる。

　敵も味方も関係ない。デストブルムは全機にペイントミサイルを命中させる。

　同時にセレンの胸に、途と轍てつもないほど大きな悲しみが流れ込んできた。

『セレン！』

　紫貴の声はセレンに届かない。この胸の悲しみ……それが何ど処こからくるものなのかをセレンは探す。そして、この時は誰も気付いてなかった────

　デストブルムのアイカメラが緑でも赤でもなく、〔パール色〕に光っていた事に。






Ⅵ　魔女の涙なみだ









　それは一年ほど前の話となる。

　襲撃があったその日、セレンはたまたま学園地下に来ていた。

　葵あおいに弁当を届けるため、校内を探し回っていたら、学園の地下まで迷い込んでしまったのだ。サイレンが鳴るとセレンは慌てた。

　そんな時、白衣の女性がセレンの前を横切る。

　彼女はセレンの手を引いて第一級立ち入り禁止区域である格納庫の中へ連れていった。

　そしてセレンは見た────黒い、異質なフォルムの【巨大ロボット】を。

　何百本もの鉄の管が繋つながれるロボット。セレンはビックリして目をパチパチさせた。

　女性研究員はそれを見て笑う。

　他に誰もいなかったので、内緒でセレンにその機体を見せてあげる。セレンはテールユニットの近くまで来て……魔女帽子の内側にある顔を下から覗のぞきこんだ。

「？」──突如、デストブルムのアイカメラが緑色に光る。

　起動したロボットを見て、女性研究員は腰を抜かす。その数日後、セレンのうなじにヘキサの刻印があったことを氷ひ室むろ財ざい閥ばつ及び、日本政府は知る事となる。

　そしてセレンは……デストブルムのネイバーフッドに選ばれてしまう────

　五月一六日・朝八時──ネイバー第一格納庫にて。

　この日、セレンは早くに目が覚める。昨日の出来事が気になって、自らデストブルムの格納庫へ赴おもむいていた。

　私服姿のセレンがスーツケースを転がす。デストブルムの胸部を横断する作業用通路を行き、デストブルムの前まできた。

　セレンはスーツケースを開ける。持ってきたのは〔ヌイグルミの山〕だった。

　ライオン、ゾウ、ペンギン、イソギンチャク、etc……中にはセレンが毎日持ち歩く、白いアザラシのヌイグルミもあった。

　セレンが近くに来た事でデストブルムは既すでに半起動状態になっていた。起動を示す、アイカメラが点灯している。セレンはソレを見て首をかしげた。

「……白？」

　セレンは一瞬、見間違いかと思う。

　デストブルムのアイカメラの色は普段、緑だ。セレンの感情が爆発したり、大がかりな攻撃を行うとき、その色は緑から赤に変わる。

　でもデストブルムのアイカメラは現在、〔パール〕に光っていた。

「澄んだ目」

　セレンは頷うなずく。ヌイグルミを取り出し、デストブルムに見せるように、それを振った。

　デストブルムはネイバー規格の中でも特別な機体である。

　その戦術価値もさることながら、資料価値も併せ持っている。

【ＩＭＥ兵器】はもちろんのこと、搭乗者の意のままに動かせる【ブレイン・マシン・インターフェイス】。スーパーコンピューターでも演算不可能な【イメージ即応・火器管制ユニット】。どれもが、様々な科学分野に転用できるものばかりだ。

　研究過程にある現在でも、得られている恩恵は計り知れない。掘っても掘っても底の見えない金鉱脈。内包する謎なぞは、その多くがまだ謎のままだ。

　だから……こんな事が起こっている事も知られていない────

　デストブルムのコックピット──その照明がひとりでに点つく。

　三六〇度モニターが全面に展開された。正面モニターにセレンの姿が映し出される。

　するとカーソルが勝手に現れた。セレンが持つ、白いアザラシのヌイグルミにカーソルが掛かる。すると今度は、セレンの顔にもカーソルが掛かった。







　五月一七日・一五時──総合病院・特別病棟にて。

　夏なつ樹きの病室に雷らい鳥ちようがやってくる。お見舞い品のメロンと、ペットボトル二本を持つ。

　一本は紅茶、もう一本には高級な〔タービン油〕が入っていた。

「いるんだろう？　エルフィーナ」

　夏樹以外、誰もいない病室で雷鳥が言う。すると光学迷彩を解いてチビフィーナが現れた。チビフィーナはスカート装甲の裾を持ち上げる。雷らい鳥ちように頭を垂たれた。

『この姿でお会いするのは初めてですね。プレジデント雷鳥』

「形なりは子供でも、中身は立派な淑女レデイか」

　雷鳥は夏なつ樹きの枕元にメロンを置く。

「それで、坊やの怪け我がはどうだい？」

『進度は三分の一と言ったところでしょうか。あと二八八時間以内に完治の見立てです』

「二八八？　えーっと、坊や運ばれて五日だから……全治三カ月の大怪我が、二週間とちょっとかい？　はぁ……本当にアンタたちは、この世界の住人じゃないんだねぇ」

　エルフィーナの経過観察に雷鳥は心底驚いた。勝手にパイプ椅い子すを取りだして座る。

「よっこいっしょと……人払いはしてあるから安心おし。一緒にお茶でもどうだい？」

　ペットボトルの一本をチビフィーナに渡す。チビフィーナは『いただきます』と、それを受け取った。パイプ椅子を置いて雷鳥の近くに座る。

　チビフィーナはペットボトルを開けて口を付けた。

『……美お味いしいです。欲を言えば、もう少し粘性が少なければ呑のみ易やすくて尚なお、よろしいのですが──』

「はは。そうかい。次に持って来る時は、専門の奴やつに選ばせるよ。しかしアンタ、本当に人間みたいに受うけ応こたえできるね。機械とは思えないよ」

　雷鳥の褒め言葉にチビフィーナは『ありがとうございます』と笑みを湛たたえる。それは幼女の面立ちには似合わない、淑しゆく女じよの笑みだ。雷らい鳥ちようは「さて」と、話を切り出した。
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「うちの子達と、アンタの御主人様を狙った連中についてだ。坊やの代わりにアンタに話しておこうと思ってね」

　チビフィーナの耳飾りが一度だけ光る。チビフィーナの大きな瞳ひとみが細くなった。

『お聞かせ願えますか？』

「……部隊の派遣元は、某・共和国で幅を利かせる民兵組織の首ド領ンだ。国内の正規軍も見て見ぬ振りをするような、武装したゴロツキ集団だよ。国から追われるような部隊上がりの傭よう兵へいなんかもたくさん囲い込んでいる。その猿山のボスが、見たことのない桁けたの報奨金に目がくらんで起こったのが、先週のバカ騒ぎという訳さ。その大将、頭の中がずいぶんおめでたくてね……ケンカ相手が氷室財閥うちだと知ってて話に乗ったそうだ」

　雷鳥の話を聞いてチビフィーナの耳飾りが強く光る。同時に、空のペットボトルを握り潰した。チビフィーナは平へい坦たんな声で雷鳥に聞く。

『そのお方は、今、どちらに？』

「すまないねぇ。その組織はもうこの世に残ってないんだ……どこぞの怒り狂った婆さんが、巡航ミサイルを一四ダースほどぶち込んだそうだ。その大将も金玉をクルミみたいに砕かれて、全部喋しやべった後は……いったいどうなっちまったんだろうねぇ？」

　耳飾りの光が止やむ。チビフィーナは潰したペットボトルを足元に置いた。

『それはお可哀かわいそうに』

「で、その元請けを探した訳だが、ダミーカンパニーの七つ目まで辿たどって分かったのは、依頼者はＮＡＴＯ加盟国のどれか。三つまで絞り込めたが、この時点でうちは捜索を打ち切らせている。ヘビの巣穴を突いたらアナコンダが出てきたって話は、この界かい隈わいじゃ珍しくない話だ」

　喋りながら雷鳥は煙草たばこを出そうとして、ここが病室だと思いだす。取り出しかけた煙草をまたコートのポケットにしまった。

「乱入したポーンについてだが、これは四日前に中華連合が行っていた軍事作戦が発端さ。中国政府は否定しているが、うちの衛星が巨大な機影を捉とらえている事から、ネイバー絡みなのは間違いないだろう……特殊戦が行われたと思われる箇所から、漏れ出たポーンの進路を予想したら、あの島にドンピシャさ。こっちはイレギュラーの線が強いが、一応、調査は続けている」

　雷鳥はベッドで眠る夏なつ樹きを見る。申し訳なさそうに言った。

「今回のは完全に私の落ち度だ……すまなかったね。大事な御主人様を守れなくて」

　チビフィーナの耳が機械音を立てる。雷鳥の声質を解析した。雷鳥の言葉が嘘うそではないと分かるとチビフィーナは微笑ほほえみを浮かべる。

『ムッシュは、良き方に雇われているようです』

「はっ……底意地の悪いババアだよ。坊やもさぞ、迷惑がってるだろう」

　雷鳥は鼻で吹く。チビフィーナは機械の手で、夏樹の頬ほおを愛いとおしそうに撫なでた。

『御ご謙けん遜そんせずともよろしいのに……それとお気に病む事もございません』

　言われて雷らい鳥ちようは、僅わずかにその表情を固める。チビフィーナは続きを言った。

『この方は、自分の責務を全うしただけです。これくらいでうろたえるようではムッシュのダンスパートナーは務まりません』

　雷鳥は「救われるね」と、破顔する。でもその心中は晴れなかった。

　あくまで憶測の域なので、雷鳥は言わなかったが……もしも、この事件が一つに繋つながっていたとする。そして暗躍する首謀者の狙いが雷鳥の思うモノだとしたら……。

　雷鳥は考え過ぎだと、その考えを打ち消した。







　同時刻──特別棟・会議室Ｂにて。

　フロア一つ分の広さを持つ会議室は、滞在中のロイヤルガードの執務場所となっていた。

　スチール製のミーティングテーブルが長方形を描くように並べられる。

　そこで白人男性が七名、慌ただしく動き回る。光学パソコンのキーボードを叩たたく者──光学書面データを片手に、今後の予定を話し合う二者──中央に座るのはバートンだ。

　バートンは書面データを流れるように確認していく。

　流りゆう暢ちような英語が飛び交う中、バートンのところに部下の一人がやってくる。

　彼はオイルで汚れた青い作業着を着ていた。

「少佐、先ほど面白いモノを見つけましたよ。地下線路で、飛べなくなったハトがカラスに襲われていたんです。ハトは逃げようとするのですが、カラスは嘴くちばしで何度もハトを突いて……その後、まだ生きているハトを線路の上に乗せたんです。そのすぐ後、貨物列車が来て──」

　部下は握った手を「ＢＯＮ！」と開く。バートンは眉まゆを動かした。

「鳥が飛べなくなるとは皮肉な話だ。翼に虫でも入っていたのか」

　言いながらバートンが手の平を広げた。部下がその上にＵＳＢ媒体を置く。バートンはマグカップ冷めたコーヒーに手を伸ばすも、部下がそれを制した。

「あと少佐……私の仕事はこれだけですので──」

　言って部下は、バートンのコーヒーカップに勝手にミルクを入れる。

　黒い液体に白のマーブルがかかっていく。その様を一しきり見て、バートンはティースプーンでマグカップをかき混ぜる。カップのコーヒーは濃い目のブラウンに変わった。

「そうか。その時は声をかけてくれ。私も同行しよう」

　バートンはダンディな笑みを返す。それから冷めきったコーヒーを飲んだ。







　五月一八日・一六時半──特訓を終えたセレンが、戦闘科校舎の廊下を歩く。

　下校時間は過ぎているので人は見当たらない。セレンは沈んだ面持ちで窓の外を見た。

　ヌイグルミを持つ制服姿の自分が、窓に反射して映り込んでいる。

　紫し貴きの態度は日増しに厳しくなっていった。今日なんて、紫貴の態度を見かねた葵あおいが、彼女と大おお喧げん嘩かをしてしまったのだ。その原因が自分にあると思うとセレンは苦しい。

「あ、ネイバーフッド」

　不意の呼び掛けにセレンは肩を震わせる。

　セレンの向いた先には非戦闘科の男子が三人いた。以前にセレンにちょっかいを出して葵にのされた生徒たちである。彼らはセレンに向けて歩き出す。その顔にあるのは嗜し虐ぎやく的な笑み──弱いモノを嬲なぶろうと決めた下種の顔である。

　セレンは逃げようと走り出す。でも数秒後に後ろ髪を掴つかまれた。

「痛い！」

　痛がるセレンの頭を一人目が小突く。二人目がヌイグルミを奪い取って蹴け飛とばした。

　鼻にガーゼを張る三人目は、セレンの髪を掴んだままその顔を覗のぞき込んだ。

「俺、あの女ゴリラに鼻、折られててさぁ。ずっとイライラが取れなかったんだよ」

「あれあれ？　あの女ゴリラいなくね？　つまり、やりたい放題じゃないですか!?」

　二人目が手を叩たたく。他の二人も笑いだした。

　セレンは、どうしてこういう事をしてくるのかと思った。自分がネイバーフッドだからなのかと思うと、とても悲しくなる。どうして自分ばかり、こんな目に合うのだろう。

　セレンが「ええぇ」と、泣きそうになった時だ。

「やまたけぇ[image: ][image: ][image: ][image: ]パーンチ！」

　大振りのフックが、一人目の歯をへし折った。セレンが目を白黒させる。

　パンチを繰り出したのは、凶暴な笑みを浮かべた山やま武たけだった。

「オルソン[image: ][image: ][image: ][image: ]、キィイイっク！」

　二人目が、凄すごい勢いで横に吹き飛んだ。廊下をゴロゴロと転がる。

　更にビックリしたセレンに、オルソンがサムズアップを送った。

　最後に、セレンの髪を掴んでいた三人目──その胸倉を大だい地ちが乱暴に引っ張った。

「え？　亜あ賀が沼ぬまさん!?　え、なんで？　え？　え!?」

「亜賀沼ぁ……チョーパンっ！」

　大地の頭突きが三人目の鼻頭を潰す。鼻血が散った。うめき声を上げて三人目が地べたにしゃがみ込む。大地はうんこ座りして、三人目の髪をむしり上げた。

「前々から思ってたんだけどさ……お前ら、このチビに絡んでるみたいだけど、何？」

「だ！　だって！　ネイバーフッドのせいで学校の戦績落ちてるって聞いで！　あと戦闘科にも死人がいっぱぃ！　亜賀沼ざんだちもネイバーフッドのこと！　ムカついてましたよねぇ!?　ぶううっ！」

　大地の拳げん骨こつが三人目の目に飛んだ。セレンは思わず両手で目元を隠す。

「目！　目ぇええ！」

「こんなカスが、同じ制服着てるんだから、やってらんねーよ……なっ！」

　転げ回る三人目を、大だい地ちは容赦なく蹴けり始める。また、その一方では──

「ごめんなさいって言ってみ!?　殴るけど言ってみ!?!?」

「止まらないよ！　ラッシュが止まらないよ！」

　マウントポジションで一人目の顔を山やま武たけが殴り、オルソンは二人目の肩を掴つかんで、ひたすら張り手を繰り返していた───

　半殺しの目に合った三人が廊下に重ねられる。そんな苛いじめっ子こたちに、三人が言った。

「今日は撫でただけだけどよ……次、見かけたらこんなもんじゃねーぞ？」

「部屋まで行っちゃうぜぇ」

「僕、お金欲しいよ。ゴキブリからとっても怒られないよね」

　苛めっ子たちは何度も三人に詫わびる。それから、ふらつく足取りでこの場を去っていった。ヌイグルミを抱くセレンは呆ぼう然ぜんとなる。

「おめーもちょっとはやり返せよ。何もしねーからバカがつけあがんだ」

　唇くちびるを尖とがらせて大地は踵きびすを返す。山武とオルソンがその肩に手を乗せた。

「あれ大地さん、いいんスか？　訓練で凹へこんでたあの子、励ましにきたんスよねぇ？」

「大地、さっきマジになってたでしょ？　年下は皆、妹ね！　シスコン怖いよ！」

「うっせっ！　だいたい、オメーたちの方が先に走り出してたじゃねぇかよ！」

　歩きながら三人が言い合う。セレンが「あのっ」と、声を大きくして呼び掛けた。

「あ、ありがと……オル、山、あと、たいちょ」

　セレンがおずおずと礼を言う。大地が途端に顔を赤くした。

「ば！　ばっか！　別に俺！　おめーの隊長じゃねーし？　つか、別に何もしてねーしぃ!?　明日も訓練なんだから早く寝ろ！　……ったく」

　大地に続き、山武は変な顔を作ってピースサインを送る。オルソンも右腕に力コブを作ってセレンに見せた。

　この日を境に……セレンが非戦闘科生徒から苛いじめられる事は無くなった。







　同時刻──場所を変え、ここは戦せん騎き装そう・第一格納庫付けの部屋である。

　事務机が一四個、隣あって並ぶ。行程表・労災情報・部員のシフト表などがホワイトボードに貼はられる。

　ここは整備部の事務室兼、部室だ。大がかりな部品注文や在庫管理はこの部屋で行われる。備品パソコンの前には、車椅い子すに座る日向ひなたがいた。

　日向は、コリをほぐすように自分で肩を揉む。日向はもう何時間も倉庫の在庫チェックを行っていた。そんな中、制服姿の柔じゆう呉ごが事務室に入ってきた。

「あ、部長。お疲れさまでーす」

「あれ。副部長一人？」

　柔呉が日向に歩み寄る。日向の横に来てパソコン画面を覗のぞいた。片や日向は、柔呉の持っていた果物のバスケットに注意が行く。

「あ、また氷ひ室むろさんのお見舞いに行くんだ。ほんと甲か斐い甲が斐いしいですねー」

「暇なだけだ……ってぇ！　これ、第二格納庫の在庫チェックじゃん。今月は田た所どころが月報だろ？　なんで副部長、やっちゃってるかなー」

　柔じゆう呉ごが日向ひなたの隣に椅い子すを持ってきて座る。バスケットを横の机に置いた。

「田所君の班、めぐちゃんが熱出しちゃって……」

　日向は眉まゆをハの字にした。柔呉は「あー」と漏らして、制服のブレザーを脱ぐ。

「しゃーねぇ、一緒にやるか」

「い、いいですよー。部長はお見舞いに行ってください。もう、あと少しですから」

　日向は慌てて両手をパタパタ振る。

「氷室の見舞いはまた明日にするわ。それに、八や雲くも観音様はそう言って深夜まで残っちゃう人だからなー。ん？　お、でも本当にあと少しだな。よっしゃ。早く終わらせて飯食い行くべ。副部長、今日は日勤だろ？」

　柔呉がキーボードを叩き出す。

「紅葉通りの赤富ふ士じか、Ｇ高こう原げん、あとは青せい龍りゆうか。予あらかじめ電話入れときゃ大丈夫だべ」

　柔呉の提案に、日向は頬ほおを緩ませる。柔呉の言った店は全すべて、車椅子でいっても大丈夫な店だ。柔呉が笑いながら日向に聞く。

「副部長、定食とバイキングとつけ麺……行くならどれ食いたいよ？　奢おごるぜ」

「ふふ。どれでもいいですよー」

　日向は微笑ほほえんで、いつもの決まり文句を返す。柔呉は「ＯＫ」と、画面に向き直る。

　日向は作業する柔呉を眺める事に……。しばらくすると唐突に話を切りだした。

「これで終わっちゃうんですかね。氷室さんの快進撃」

　夏なつ樹きの怪け我がの程度については、日向も聞かされていた。

　後遺症とリハビリ──誰よりも正しく、そして残ざん酷こくに、日向はその問題を理解している。

　運よく後遺症が残らなかったとしても、まず身体からだを普通に動かすところから始めなければならない。パイロットとして返り咲くのには、更に長い時間と労力を要するのだ。

　日向は、夏樹が自分のようになってしまうのは嫌だなと思っていた。

　そんな日向に、柔呉が腕を止めて言う。

「まー大丈夫じゃね？　そんなに心配しなさんなって」

　日向は少し驚く。柔呉は最低限の計算は挟む方だ。夏樹の状況が厳しいのは認識しているはず。だが、柔呉は特に心配する様子を見せない。再びキーボードを叩き始める。

「出来る男ってのは、周りが無理だ無理だって言ってもやり遂げちまうもんなんだって」

「もー。男の人って、時々、そういう精神論に走るから──」

　反論しようとした日向が言葉を止める。柔呉がにんまり笑ったからだ。

「信じるのに根拠も理屈も無ぇ。それがダチってもんだ」

　日向の不安が霧消する。柔呉に釣られて笑ってしまった。

　──ふふ……いいな。男の人たちの、こういうノリって。

「ハーイ。じゃあ私も、部長様が思うように信じますかねー」

「おう。そうしろそうしろ」

　じゃれ合うように言う二人。日向ひなたは柔じゆう呉ごのこういう大らかなところが大好きだ。

　表立っては言えないが……女としても惹かれている自覚もある。

　でも、だから時折思ってしまうのだ。

　彼だって本当は、かつての自分──閃光の八ライトニング・エイトとしての自分の方が良いのではないかと……。

　もう戦えなくなり、後輩たちの相談相手にしかなれない、今の自分なんかよりも──

「部長は副部長の私と、パイロットとしての私、どっちの方が良いなぁって思います？」

　ふと、口が滑ってしまう。

　日向は口に出してからまずいと思った。でも柔呉は特に動じる素振りを見せない。

「ん？　何だ急に？　んー、そだな……」

　日向は、熟考する柔呉──その糸目を強かに観察する。

　こういう時の女の洞察は恐ろしいモノがある。理解を飛び越え、直感が男の心象を正確に掴つかみ取とる。口を開きかけた柔呉を見て、日向は内心で動揺した。

「副部長は最高だから、どうでもいいわ」

　柔呉の目にはネガティブな光が一切感じられなかった。同じく言葉の意味不明さに、日向はポカンとなる。「もー」と、柔呉の肩を押した。

「また意味のわかんない言い回しするー」

「え、分かんない？　まー、うん。とりあえず……副部長にはいつも助けてもらってるからさ。なんか、やりたい事とかあったら言ってくれな？　手伝えることなら、何だって身体からだ張るからよ」

　柔呉はニカっと歯を見せる。その顔を見て日向は、はぐらかされたかなと思った。

　そうして二人は仕事を終わらせる。その帰りに柔呉の奢おごりでつけ麺屋に行った。







　同日・一七時半──葵あおいが一人、夏なつ樹きの見舞いに来ていた。

　今日も今日とて夏樹は眠る。葵はベッドの傍そばに座っていた。ただ何をする訳でもなく、夏樹の寝顔を眺める。

　──私……いつも隊長に助けられてばっかだな。

　謎なぞの部隊の襲撃にあった日から、葵の胸中は晴れない。

　普段、偉そうに踏ん反り返っても、肝心な時に何もできなかった。あの日だって、夏樹がいたから機兵部は全員で生還できたのだ。

　もしあの場に彼がいなかったら……そう思うと、葵は今でもゾッとする。

　──オマケに……ああ、クソっ。マジでイヤになる。

　葵あおいは酷ひどい自己嫌悪に襲われる。自分の顔を片手で覆った。

　葵は怖いと思ってしまったのだ。

　あんなにも優しい夏なつ樹きが、一夜にして二〇名以上の人を殺害したと聞いて……。

　殺意ある第三者──敵兵から仲間を守る確実な方法は、敵を殺してしまう事だ。生かしておけば、ソイツが自分と仲間の命を奪いにくる。

　良いとか悪いとかの話ではない。倫理観の外にある、戦場の真実なのだ。

　葵もそれは座学では習っていた。でも実践できるかは別問題だったと此この度たびの件で痛感する。マリスなら何百、もしかしたら何千と殺しているかもしれない……でも、人を殺さなければならない場面に遭遇したのは、あの日が初めてだった。

　だから葵は凄すごいと思う。仲間を守るため、皆の代わりに引き金を引いた夏樹の事を。

　──ねぇ……隊長。隊長はいったいどこからきたの？

　葵は心で夏樹に問う。

　その壮絶な生き様を見れば分かる。夏樹の人生が生半可なもので無いことくらい。

　どこからともなく現れて、たくさんの人を救ってしまった。

　もしかしたら、この優しいヒーローは、またどこかへ行ってしまうかもしれない。

　その時に、ヘキサである自分に彼を止める術すべはない。でも──

　──もしも私が、隊長の特別になれたら。

　葵は静かに上体を寄せる。心臓は爆発するほどに暴れていた。頭がポーっと茹であがっていくのが分かる。葵と夏樹の距離がどんどんと無くなっていく。

　──ずっと隊長の傍そばに……いられますか？

　葵は無意識に目を閉じる。その唇くちびるを夏樹の唇につけようとして──

『ムッシュの貞操の危機を感知。能動迎撃に移ります』

　どこからともなく少女の声が響く。葵は「だれ!?」と顔を上げた。

『成敗！』

「べむ[image: ]」──葵の身体からだが〔く〕の字に曲がった。

　葵の身体が宙に浮く。葵は女の子にあるまじき顔になった。「こはぁ！」と唾つばを飛ばして床に転がる。葵はそのまま意識を失った。

　ボディブローを繰り出した格好のチビフィーナが、その姿を現す。

『ウォリアー葵。本件より、貴方あなた様には要注意認定をかけさせて頂きます』

　白目を剥むいて泡を吹く葵に言う。

『次は、その豊かな胸部装甲を抉り取ります。ご覚悟を──』

　エルフィーナは葵の髪をむんずと掴つかむ。そのまま、ずるずる廊下へ引いて行く。隣の仮眠室まで連れて行くとベッドに葵を放り投げた。

　葵が目を覚ましたのは、すっかり夜が更けてからの事だった。







　五月一九日・一一時頃──デストブルムの格納庫にて。

　分厚い隔壁扉が左右に開く。両手にビニール袋を下げた茜あかねが、中に入ってきた。

　灰色の鋼材敷地が広大なまでに広がる。一〇階立てのビルが、すっぽり納まるほどの高さだ。最奥・中央にはハンガーに背を預けるデストブルムの姿がある。

　コンテナに作業用重機など、屋内にある全すべてのモノが大きい。茜は巨人の国に迷い込んだような錯覚に陥る。キョロキョロしながら中へと入って行った────

　茜はデストブルムの近くまで来る。ヘルメットを被ったバートンを見つけた。

　バートンも茜を見つけて、おどけるように両手を広げた。

「やぁ！　妖精のお嬢さん。どうしたんだい？」

　バートンは現在、青い作業着姿だ。スーツ姿で目が慣れてしまった茜は少し変な感じがした。地面に下ろしていたビニール袋を再び持ち上げる。

「少佐たちに報告があってっ、ついでなので持ってきました。昼食、です！」

　持ってきたのは食堂で作ってもらった大量のパーティメニューである。

「こんなにいっぱい……重かっただろう？」

　バートンが傍そばにいた部下に目配せする。作業着姿の白人将校が、笑って茜の手からビニール袋を受け取った。茜は「ありがとございます」と、痺しびれていた両手を振る。

「今日の午後にはネイバー第二格納庫に、メルキセデクの使用弾薬類が運び込まれますので。塾長からは、幾ら使っても構わないと承ってます」

　茜の伝言を聞くやバートンが意表を突かれた顔になる。

「なんて気前のいい……何事も聞いてみるものだ。我々のメルキセデクは金食い虫でね……弾代にはいつも泣かされているんだよ」

　茜も『分かる分かる』というように、　下からデストブルムを見上げる。

　デストブルムは現在、数百本の鉄の管に繋つながれている状態である。

「それを言ったらうちのデストブルムもそうですよ？　いつも困らせてくるんですから」

　バートンはデストブルムの話になるや、急にその声を弾ませる。

「何を言うんだ！　これは最高のネイバーだよ！」

　茜は目を瞬しばたたかせる。バートンは年甲斐もなく興奮した様子だった。

「データでは見させてもらっていたが、やはり実物は違う！　半径二〇キロ四方を網羅する、超・高精度な面制圧能力！　地球上のどんな物質をも貫く、ＩＭＥランチャーの数々！　制圧・殲せん滅めつ戦用のネイバーと謳うたわれるだけの事はあるよ！　単機で機甲師団・一個分の戦力に相当すると言うのも、決して誇張では無い！」

　あまりの感動ぶりに茜は苦笑する。子供みたいと思ってしまった。

「地平線を埋うめ尽くすマリスが、悉ことごとく粉砕される様が浮かぶようだよ……やはりこのネイバーは素晴らしい。公式番機の中では間違いなく三本の指に入る。まさに神からの贈り物というほか無い……」

「ベタ褒めじゃないですか。私はデストブルムと明みよう星じようしか見たことが無いんですけど……じゃあ、やっぱりこの機体はネイバーの中でも特別なんですねー」

　言いながら……茜あかねは一瞬、固まった。

「ああ。この機体ならきっと地球を浄化してくれる」

　バートンは吸い込まれるようにデストブルムを凝視していた。

「この機体が世界に放たれれば……きっと、あのクソ忌いま々いましい化物どもを、根こそぎ撃滅してくれる。平和への大道に、人類は大きな一歩を踏み出すことができるんだ」

　まるで、盲信する神でも見ているかのような──

　底知れぬ思いの一端を見てしまったようで……茜はほんの少し、寒気を感じた。







　同日・一三時──総合病院・特別病棟にて。

　夏なつ樹きが眠るベッド、その配はい膳ぜん板には一膳分の食事が置かれていた。

　これはチビフィーナが厨ちゆう房ぼうから拝はい借しやくしてきた物である。既すでに夏樹は、食事と排はい泄せつは自分で起きて行うようになっていた。全治三カ月の重傷も、半分近く回復していた。

　チビフィーナは夏樹を背中に置く格好で、戦闘態勢に入る。

　両手をヘビの鎌かま首くびのように構える──蟷とう螂ろう拳の構えだ。

　対して、開いた窓のサッシには一匹の猫が乗っていた。虎とら縞じまの、ブサイクなデブ猫である。このデブ猫は夏樹の昼食を狙っているのだ。

「お嬢ちゃんにゃー。怪我したくなかったらにゃにゃあ、大人しくにゃーそのアジフライを渡しなにゃーにゃん。じゃないとにゃにゃ、このニャンタス様のにやあ、にやあ、右前足が火を噴くぜにやあぁあつ」

　チビフィーナは限られた動物となら意思疎通ができるので、そのデブ猫に警告した。

『笑止ニャー。貴殿と本機とのニヤー間には圧倒的なニヤー戦力差がございますニヤニヤー。そのサッシから一歩でもニャニャニャニャン、踏み行ったらニャー、貴殿の頭は消失する事でしょうニャーニャっ。即刻立ち去りなさいニャン！』

　デブ猫はサッシの上を、右へ左へと移動する。一気に跳び上がった。

　チビフィーナの両手がカマキリの鎌となる。

　チビフィーナの拳けん閃せんが何十合と、デブ猫の身体からだを掠かすめた。しかしデブ猫は怯ひるまない。

　そのまま夏樹の昼食へ一っ跳びだ。デブ猫は〔サバ味み噌そ〕を咥くわえてまたジャンプする。

　その拍子で味み噌そ汁しるの椀わんが跳ねた。夏樹の顔に味噌汁がかかる。

『何とっニャン!?』

　チビフィーナは小動物を殺せないようにインプットされているのだ。

　全すべては威い嚇かくのフェイントだったがデブ猫はそれを見抜いていた。

「俺とお嬢ちゃんじゃ、にゃにゃ潜り抜けたにゃ修羅場が違うのよにゃぁあ──んっ！」

　デブ猫は木の枝を伝って逃げてしまう。

『この、私がニャ、ニャア……』

　かつて【紅の闘神】と呼ばれたアンドロイドは片かた膝ひざをつく。

　それは……この世界に来て初めての敗北だった。







　五月二〇日・一四時──司令管制室にて。

　生途会役員・一一人と雷らい鳥ちようが集まる。他にも白衣姿の研究員が五人、間借りしてデータ収集の任に付く。彼らはデストブルムの専任科学班である。

　本日はデストブルムの実機テストに当てられていた。

　一段高い所が司令席だ。そこに雷鳥が座っている。

　中央モニターにはデストブルムが映り込む。デストブルムは既すでに隣小島に配備を終えていた。デストブルムの全方位には自動機動型標的オートドローンが展開する。

　陸に自律装甲車、海に自動高速艇、空に無人艦載機──その数、一〇〇以上だ。

　右モニターには隣小島の立体マップが浮かぶ。魔女帽子のマーカーの周りには、青と赤のマーカーが入り乱れで移動していた。

「報告を見る限りじゃ、不調はまだ続いているようだね」

　雷鳥が下にいる紫し貴きに聞いた。

　中央スペースに立つ紫貴は「はい」と、表情を曇らせる。

　特訓プログラムを始めて五日──皮肉にもセレンの不調は悪化の一途を辿たどっていた。

　紫貴が精神的な抑圧体制を強いるせいか、セレンはデストブルムの通常機動さえ損なうようになってしまっていた。そしてもう一つ──大きな懸念事案があった。

　紫貴は暗い顔のままデストブルムに回線を繋つなぐ。

「セレン、準備はいい？」

　モニター画面のセレンはどこか落ち着かない様子だった。

『クロ……怯おびえてるの？　これ、マリスじゃない』

　雷鳥は予あらかじめ紫貴に知らされていたので、聞かないふりをする。

　日を増すごとにセレンは、デストブルムに話かける事が多くなっていたのだ。

　紫貴は、統合失調症──幻覚や妄想症状等の精神疾患──の一種と当たりをつけている。

　セレンはもともと対人恐怖を患わずらうほどに神経をすり減らしていた。しかし夏なつ樹きが島に来てからは、めきめきと快方に向かっていたのだ。

　でも……紫貴のせいでまた悪くなったと、役員たちは思っていた。

「司令。準備、整いました」

　ネイバー科学班の一人が雷鳥に言う。気乗りしないが、雷鳥はテストを始める事にする。

「よし、じゃあ始めとくれ」

　雷鳥が合図を出す。

　紫貴が「茜あかね」と言った。自分が言うとセレンが怯えてしまうと分かっているからだ。

　代わりに茜がセレンに通信を送る。

「特務。肩の力を抜いて、気楽に行きましょ」

　映像のセレンは聞いていない様子だ。依い然ぜん、デストブルムに話しかけていた。

『私いる……怖くない』

　中央モニター──デストブルムのアイカメラが、パールから赤に変色した。







　同時刻──総合病院・特別病棟にて。

　夏なつ樹きの病室でチビフィーナは、この世界の情報収集を行っていた。

　チビフィーナは病室の机にある電話線の穴に、人差し指から伸ばしたケーブルプラグを繋つなぐ。電脳世界とリンクし、気ままなネットサーフィンを始める。

　まず一通り、この世界の地球の情勢を学ぶ。向こうの世界の地球とは、全く異なった文化・時代背景が築かれているとチビフィーナは思った。

　次に、米国情報管理局ＮＳＡなる、他国組織のデータバンクに入る事に。

　──素数分解によるパスコードなどを、国のトップ機関が平然と使っているのですから……これでは見てくれと言っているようなものです。

　チビフィーナの電子頭脳の前では、世界トップレベルのファイヤーウォールも、フリーパスと同義だ。足跡を残さず閲えつ覧らんし放題である。

　チビフィーナは自分たちと同じ境遇の者──この世界へ渡った者──がいないかを探す。また似たような事例がないかもだ。

　一〇分ほど情報を集め、チビフィーナは気になる画像を見つけた。

　──この画像……。

　チビフィーナは、最重要機密トツプシークレツト指定のファイルから、一枚の画像を拾ってくる。電脳世界から帰ってくると、データ保存した画像を中空に展開した。

〔空間を内側からこじ開ける黒腕〕──その画像はチビフィーナ、そして夏樹エイルンの良く見知ったモノだった。

　──【時次元破壊現象】……どうしてこんな物が？

　時次元破壊現象──チビフィーナの大嫌いな機体のみが扱える、〔時〕と〔次元〕を意図的に変節する際に起こる現象のことだ。

　チビフィーナの本体であるエルフィーナ・ルインレーゼでもこの現象は起こせない。

　──この世界にも【ＧＰエンジン】が？　いえ……在るはずがありません。お母様でもアレを作り出すことは出来なかった。画像は……五二年前のもの。でも、あのいけすかない機体女に、時間と空間の概念は無意味。

　チビフィーナは電話線からプラグを抜く。自身の電子回路にノイズが走った。

「もしかして……あの機体女に乗って、あの方もこの世界に来た事が？」

　チビフィーナの記憶フォルダに展開されたモノ──それは魔人を象かたどる一機の巨大ロボットだ。そして、それを駆る完かん璧ぺきの名を欲しいままにする、一人の男だった。




「今日はまた一段と激しかったねぇ」

　司令管制室の雷らい鳥ちようは苦笑いを浮かべる。茜あかねと役員たちは、険しい顔をしていた。

　結果は〔最悪〕と言っていい。

　開始直後、デストブルムは地図上のマーカー全てを吹き飛ばしてしまったのだ。

「これじゃ……絶対に出撃だせませんよ」

　茜が恐れを漏らす。紫し貴きの中でも警けい鐘しようが鳴り続けていた。

　──このままじゃ……セレンが──







　デストブルムの中にいるセレンは妙に落ち着いていた。

「怖くない。怖くないよ」

　泣く子に聞かせるようにセレンは言う。うなじのケーブルを通してデストブルムが泣いているように思えたからだ。

「私は……クロと一緒」

　セレンは一人、コックピットでデストブルムに声をかけ続ける────

　この時はまだ、誰も気付けていなかった。デストブルムのアイカメラがまたパールに光り、涙なみだを流すようにマシンオイルが流れていた事に。






Ⅶ　神と贄にえ









　五月二〇日・二〇時──バートンはネイバーフッド・Ｎゼロワンの部屋に来ていた。

　ここは、バートンに貸し与えられたのと同じ部屋だ。

　シングルベッドに化粧台。机にテレビと、ビジネスホテルの一室を思わせる。

　小机の前にＮゼロワンが座る。

　巨漢なだけに、机の小ささがより際立つ。小机に置かれるのは、平皿──カンヅメ肉と数錠じようのカプセル──とコップ一杯の水である。

　傍そばに立つバートンに表情はない。彼の横には、緑色の軍服を着た女性軍人が控える。外から見れば、尋問室の一光景と見間違えるかもしれない。

　バートンが腕時計を見る。秒針が二〇時を刻んだ。バートンは英語でＮゼロワンに言う。

「摂食を許可する」

　Ｎゼロワンは、皿の上のカンヅメ肉を、手で掴つかんで食べ始める。くちゃくちゃという咀そ嚼しやく音が響いた。肉の脂やカスが、Ｎゼロワンの頬ほおや指に付く。カプセル錠じよう剤を噛かんで飲み、コップの水を一息で飲み干した。

　二分も掛からず、Ｎゼロワンは食事を終える。視線を壁に置いて動かなくなった。

　部下の女性軍人がＮゼロワンの食器を下げる。

「訓練は二一時より開始する。それまで待機だ」

　バートンも部屋から出ていく。

　Ｎゼロワンは次の呼び出しまで、微動だにしなかった。







　翌日の一七時半──紫し貴きは、戦闘科校舎の廊下を歩いていた。

　その様相は疲労が見てとれる。昨日は帰宅せず、徹夜でデストブルムの運用案を作成していた。

　──もし、このままセレンがデストブルムを制御できず、それをバートンあんな男に知られでもしたら……。

　紫貴は最悪を思い浮かべる。急激に気分が悪くなった。

　目に入った女子トイレに、紫貴は駆け込むように入った────

　蛇口から勢いよく水が流れる。ハンカチで口元を隠し、紫貴は面を上げた。

　鏡を見て、我ながらひどい顔だと思う。

　何日も、まともに寝ていないせいか、濃い隈くまが出来ている。化粧も取れていた。顔にはむくみもある。髪は手入れが行き届いてなく、艶つやを感じさせなかった。

　紫貴は、改めて身なりを整える。全身にへばり付くダルさを抱えてトイレから出た。

　紫貴が戦闘科校舎の階段を下りる。

　──セレンはとことん戦いに向いていない。

　この七日間の成果は、七カ月前に出した結論を再認できた事だけだった。

　セレンの精神は未成熟だ。加えて気性が穏やか過ぎる。

　正道で目標のラインに引き上げるには、根気と時間が必要なのは分かっていた。

　でも、これから起こり得る〔最悪のビジョン〕に備えるなら、余りにも時間がないのだ。

　だから紫貴は、リスク──セレンの精神状態の悪化──を採ってでも、厳しい訓練を課した。それはセレンが療養中だと分かっていても、だ。技量は向上せずとも、せめて内面の成長を期待したのだが……事態は悪い方、悪い方へと向かっている。

　──……氷ひ室むろくん。

　夏なつ樹きの顔が過よぎる。

　無理だと思う度に……苦しくなって全すべてをぶん投げたくなる度に……頼りたくなってしまう。自分のせいで重傷を負わせてしまった氷室夏樹に。

　あの傷だらけの後ろ姿────思い出すだけで身震いがした。

　彼はどうして、あんなバカな真ま似ねをしたのか。

　彼はどうして、あんなになってまで自分を助けたのか。

　──一人なら……ヘキサわたしを囮おとりにすれば、絶対に逃げられたはずなのに。

　彼の役割を考慮するならそうすべきだった。そうしなければいけなかったのだ。

　ヘキサ一人と氷室夏樹の命など、比べるまでもない。

　紫し貴きは人の命を平等だとは考えない。人の価値とは、与えられた役割の重さにある。

　彼は誰もが目を逸そらしたネイバーフッドセレンの問題と真っ向からぶつかり、その心を救ってしまった。風前の灯ともし火びだった氷ひ室むろ義塾を、僅わずか一月足らずで立て直してしまった。

　そのほとんどが、彼個人の力と資質でだ。

　そんな人間、世界中を見渡しても他にいるだろうか……紫貴は思わない。

　彼は、奇跡そのものなのだ。

　ヘキサを心から救いたいと思ってくれる優しい心根。その想おもいをただの理想で終わらせないだけの力と信念。

　彼はヘキサの……否いや、人類の希望だ。誇張も贔ひい屓き目めもなく、紫貴は心からそう思う。

　断言できる。彼の命はこの世界の誰よりも尊い。

　たとえ……彼の正体が何であるにせよ──

　──氷室、夏なつ樹き。

「エイルン……バザ──」

　紫貴は頭を振る。無む理り矢や理りにでも、彼を頭から追いだす。進める歩を速くした。

　一階のトレーニング施設の前まで来て、紫貴は足を止める。

　ネイバーフッド・Ｎゼロワンがトレーニングをしていた。

　医療機器のようなものが何台も並ぶ。周りでは研究者が二人と、トレーナーらしき人物が光学画面を空中に展開している。

　トレーナーが英語で命令した。

「心拍数二〇〇を超過。Ｎゼロワン、もっとスピードを上げろ」

　Ｎゼロワンはランニングマシンの上を全力で駆け続ける。病的なまでに白い肌は、血流が暴れて真っ赤になっていた。研究員の二人はモニターの数字しか見ていない。

　あの空間で、彼の安否を気にするものは誰もいなかった。全力疾走するＮゼロワンは、口から荒い息と唾つばを飛ばし続けている。

　紫貴の目には、モルモットの実験場のように映った。紫貴は手を強く握る。

　脳裏に映るのは無邪気なセレンの顔だ。紫貴は唇くちびるを噛かみ締しめてその場から立ち去った。







「セレンー、やっぱやめないー？」

　セレンに右手を引かれながら制服姿の葵あおいが言う。左手にはセレンのヌイグルミを持たされいる。一方のセレンは白いワンピース姿だ。小さめのバスケットを胸に抱えている。

　本日の訓練終わりに、セレンは紫貴を見かけた。その血色は悪く、きっとご飯を食べていないのだろうとセレンは思った。

　そこで、こうして差し入れを持ってきたのだ。

　戦闘科校舎の三階、二階と、二人で回る。一階まで下りると、廊下の中ほどに紫貴の姿を確認した。セレンは葵の手を強く引く。

　そんなセレンたちに気付いたのか、紫し貴きが無言で振り返った。二人は紫貴の前まで来る。

　セレンはおずおずとバスケットを紫貴に差し出す。

「ご、ご飯……食べる」

　声と、バスケットを持つ手は震えている。しかし紫貴はそれに手を伸ばさない。バスケットとセレンを交互に見るだけだ。そんな紫貴に葵あおいは焦じれた。

「……お前が病人みたいな顔してるからって、わざわざ帰って作ってきてくれたんだよ。ホラ、さっさと受け取って──」

　葵が喋しやべる中、セレンのバスケットが舞った。廊下に落ちて、サンドイッチが具材をばらばらにして散らばる。二人は一瞬、何が起こったか分からなかった。

「こんな事をしている暇があったら、一刻も早くデストブルムを制御できるようになりなさい！」

　紫貴は凄すごい形相でセレンを叱しかる。葵は脊せき髄ずい反射にも似た速さで握り拳こぶしを引いていた。

　でも、それよりも先だった。

「むうう!!」──セレンがヌイグルミで紫貴の顔をぶつ。

　今度は紫貴が自失する番だった。セレンは目尻に涙なみだを溜める。泣くのを堪こらえているように白い鼻はピクピクと震えていた。

　半秒遅れで紫貴はカッとなる。思わずその手を振り上げ……乾いた音が廊下に渡った。

「……あ、」

　紫貴は遅れて自分が何をやったか気付く。

　セレンはジンジンと痛む頬ほおを押さえる。ゆっくりと紫貴を見上げ……サファイアブルーの瞳ひとみに涙が溢あふれた。

「うぇえ……えぇえん、うぇえええぇえんっ！」

　セレンは火がついたように泣きだす──

　セレンはずっと我慢してきたのだ。

　ネイバーに乗れ。ネイバーを制御しろ。結果を出せ。この七日間、そんな言葉をずっと紫貴に言われ続けてきたのだ。しかし、それでも雷らい鳥ちようや茜あかねの言葉を信じた。

　雷鳥は言った──七カ月前、〔人格排除の声〕から自分を守ったのは紫貴だと。

　茜は言った──きっと厳しくするのには理由があるのだろうと。

　だからセレンは、紫貴を嫌いにならない努力をしてきた。

「きら、い」

　でももう限界だった。自分が大好きだった紫貴は、とっくの昔にいなくなってしまったのだ……自分がデストブルムのネイバーフッドになった、あの日に。

「紫貴、なんて……大っ嫌い!!」

　葵が「セレン！」と、呼び止める。でもセレンは泣きながら走り去ってしまう。

　紫貴は力なく床にへたり込んだ。

「言ってくれなきゃ、こっちだって分かんねぇよっ[image: ]」

　葵あおいは紫し貴きを怒鳴りつける。すぐにセレンの後を追いかけた。

　紫貴は一人、空くう虚きよな視線で床を見る。横たわるバスケットと、廊下に散らばるサンドイッチ──それは紫貴の好きなツナサンドだった。







　目元を泣き腫はらしたセレンが、夏なつ樹きの病室の前まで来る。

　気付けばセレンはここに向かっていた。手にはアザラシのヌイグルミと、着替えを入れたボストンバックだ。

　夏樹が入院してからというもの、セレンは伝でん書しよ鳩ばとのように、毎日お見舞いに通っていた。

　それは、心が雷雨に晒さらされる今日も例外ではなかった。

　セレンはソーっと、病室の引き戸を開ける。

　今日も夏樹は眠っていた。セレンは鼻をすすって、泣くのを我慢する。

　夏樹の枕元には紅あかい金属製の小箱が置かれている。他にも見舞い品の花や、果物のバスケット等でいっぱいだ。

　セレンはまず夏樹の右腕を見る。左腕のギブスに書かれているラクガキが昨日より増えていた。また見舞客が来たのだろう。

　どれもが快方を願うメッセージばかりである。セレンはソレを見て、どん底の気持ちが少しだけ浮上した。夏樹の布団の上にヌイグルミを乗せ、袖まくりをする。

　セレンは給湯器から洗面器にお湯を注ぐ。持ってきたタオルをお湯に浸つけ、絞った。

　セレンはおしぼりを作る。夏樹の顔や手、肌の露出した部分などを拭ふき始めた。

　布団を剥はいでパジャマを脱がす。古傷の刻まれた夏樹の胸板もセレンは拭いた。

　身体からだを拭き終えるとセレンは夏樹の横に座る。その寝顔を見てセレンにまた涙なみだが込み上げる。今日ほど夏樹に頭を撫なでてもらいたいと思った日はない。

　でもすぐに思い直す……撫でてくれなくてもいいから、早く元気になって欲しい、と。

　──夏樹。

　看護師の話では、食事やトイレの時は自分で起きているらしい。でもセレンは夏樹が起きている姿をあれ以来、見ていない。だから時折、不安を覚えるのだ。

　夏樹がこのまま起きなかったらと──

「うぅ」

　セレンは潤いだした目元を腕で拭ぬぐう。横から白いハンカチが差し出された。

　セレンはソレを取って鼻をチーンとかむ。一拍、遅れて辺りを見る。

　自分と夏樹以外は誰もいない。セレンは首を傾かしげるも、すぐに興味を失なくす。

　包帯だらけの夏樹を見る。いつもなら考えもつかないような弱々しい姿だ。

　だが皮肉にも、夏樹のこの姿がセレンに力を与えていた。いつも夏樹は、自分が泣いていたら助けてくれる。でも自分も約束したのだ。彼が困っていたら助けると。

　──私は……夏樹の味方。

　自分が守らなくては……それは自身を鼓舞するセレンの合言葉になっていた。

　だが、そんなセレンの想おもいを試すかのように状況が一変する。

　鳴り響くサイレン────セレンは驚いて面を上げた。

　敵が……マリスが来たのだ。

　セレンの胸に不安がせり上がる。抱いた覚悟はすぐに萎しぼんで、霧消しかける。セレンは臆おくして、夏なつ樹きの病院着を掴つかもうとする。でも……寸前でその手を止めた。

　セレンは唇くちびるを引き結ぶ。代わりにヌイグルミを取って抱きしめた。

「夏樹……守る」

　セレンは何とか踏みとどまる。覚悟を振り絞ってネイバー格納庫へ走り出した。







　一八時半──生途会が本土の避ひ難なんを完了させる。

　司令管制室には氷ひ室むろ義塾の中核メンバーが揃そろっていた。

　紫し貴き・茜あかねを筆頭とする生途会役員一一名──機兵部から葵あおい・大だい地ち・オルソン・山やま武たけ──そして総司令官の雷らい鳥ちよう──

　中央スペースにある、メカニカルな司令円卓を全員で囲む。

「僕、ここ初めてくるよ」

「ほら、しゃんとしなさい」

　浮足立つオルソンに山武が言う。機兵部は全員、機械が織り込まれた防護服に着替え済みだ。一般部員の司令管制室・入室は原則、許されていない。

　でも今回、オルソンと山武は大地の希望で参加が許されていた。雷鳥が茜に言う。

「じゃあ茜。始めておくれ」

「はい。今回の襲撃は【多頭型】によるものです」

【多頭型】──身体からだを複数体持つクイーンである。

　三～四つの身体はそれぞれ独立し、その中の一体が中ちゆう枢すう機関を司つかさどる〔本体〕となる。

　比較的、発見例の少ないクイーンといえた。

「水際までの迎撃お決まりはハショりまして、上陸してからの動きを説明します」

　茜が司令卓を触る。

　円卓に隣小島の立体マップが表示される。隣小島の周海には赤マーカーが大量に散らばっていた。これは進行中のマリス群を指している。

　茜が卓の端のボタンを押す──ビデオの早送りをするようにマーカーの動きが速くなる。

　赤マーカーが隣小島の中に入ってくるところで、茜は一時停止操作をした。

「今回は二方から陽動をかけます。敵の進路からして、左翼からの侵入が多くなると予想されます。左翼の陽動は亜あ賀が沼ぬま小隊にお願いしたいと思います」

　大地が「うす」と、気合の籠こもった返事をする。

「で、残りの右翼侵入を葵さんの鬼ほお灯ずきが単独陽動。中央で合流したら一気に離脱してください。離脱のタイミングはこちらで計ります。亜あ賀が沼ぬま先輩たちの負担が多くなってしまいますが大丈夫ですか？」

「まぁ、ここで出来ないっていう腰抜けは、うちにはいねーわな」

「どうせ二〇〇くらいでしょ？　ランニング程度ね」

　茜あかねの問いに山やま武たけとオルソンは笑う。しかし、話の腰を折るように葵あおいが割って入った。

「待ちな。そっちの方が、戦力が集中してんだろ？　だったらこいつらより私の方がいい」

　言いながら大だい地ちの方に親指を向ける。大地が「あぁ？」と不満声を上げた。

「葵さん、細かな陽動、苦手じゃないですか。今回の氷室義塾私たちの任務は効率よく敵を中央に集めて、少佐たちのメルキセデクにバトンを渡すことなんですから──」

　茜が噛かんで含めるように説明する。でも葵は、胸を張って言い切った。

「そこが一番の鉄火場なら、部長である私が行くべきだ」

　部長の責任を果たす──夏なつ樹きの留守を守るというのは誰も死なせないという事だ。

　葵はそう信じて疑わない。でも今度は、大地が割って入った。

「いい加減にしてくださいや、部長」

　後ろから葵の襟元を掴つかむ。葵を引き寄せ、大地は葵にメンチを切った。

「うちら、機兵部を代表してこの会に参加させてもらってんスから……ＵＮお客さんが見てる前で、下手こけねースよね？　適材適所で行きましょうよ」

　葵は「ああ？」と巻き舌になる。その手を払って大地と向き合う。

　二人の視線がぶつかり、バチバチと火花が上がった。

「人が心配してやってんのに、何、その口の聞き方？　亜賀沼小隊長ってば、最近、調子乗ってる？　乗ってるよね!?『僕チン、隊長に目、かけてもらってるぅ』って勘違いしちゃってるのかな？　昇格したからって図に乗ってんじゃないわよハゲ！」

「ハゲじゃねぇ、ボーズだ……いい加減にしねーと張るぞ、このアマ」

　今にも殴り合いを始めそうな雰囲気だ。そんな葵に紫し貴きが言った。

「いい加減になさい、一いちノの瀬せ部長。これはフェアリー・スリー茜が立てた作戦よ」

　今度は葵と紫貴が強く睨にらみ合あう。でも先に折れたのは葵だった。葵は憤然と腕を組む。

　紫貴も長い髪を乱暴に払った。そんな二人を見ていた役員たちが小声で話す。

「二人、何かあったの？」

　紫貴は再開を促うながすように茜に声をかける。

「茜。続けてちょうだい」

「あ、はい……えと、確認ですけど、今回、亜賀沼先輩たちは五人で？」

　大地たちのアサルト分隊は前回の戦い後、二人の入隊志願者を得る。

　それは元・五番隊のメンバーたちだ。

　隊員増加から亜賀沼分隊は、正規部隊【亜賀沼小隊】に正式登用されていた。

　併せて大地も【上等部員】に昇格を果たす。全すべては夏樹の便べん宜ぎによるものだ。

「まだ二人はリハビリ中だから今回は後ろに下げとくの勧めるよ」

「俺も賛成。一緒に走るのはまだ怖いかな」

　オルソンと山やま武たけが大だい地ちに言う。大地たちの戦闘スタイルはハイレベルな高機動連携だ。

　リズムのズレは生死に関わる。大地が二人をこの席に呼んだのも、二人の意見を聞きたかったからだ。二人の意見を加味して大地が言った。

「そういうことなんで、今回も三人で行きます」

「まぁ賢明だな」

　田た中なかが眼鏡を上げる。紫し貴きが機兵部に言った。

「前回の戦果より、氷ひ室むろ総隊長からアサルト小隊の正規運用と一いちノの瀬せ部長の単独戦闘に許可をもらっています。従って四人には作戦名コードネームが与えられます。亜あ賀が沼ぬま小隊長の【スターワン】を始めとして、前まえ田だ部員は【スターツー】。江え藤とう部員は【スタースリー】。一ノ瀬部長は以前の通り【マウスゼロ】と──」

　葵あおいは一瞬、耳を疑う。取り乱して司令卓をバンバン叩いた。

「ちょ！　異議あり異議あり異議あり！」

「あのー。さっきから葵さんのせいで、進みが悪いんですけど？」

　茜あかねがジト目で葵に言う。でも葵はそれどころではなかった。

「こいつらが星スターで、私、ネズミマウス!?　私もカッコイイのが良いっ!!」

　茜は最初、葵が冗談で言っているのかと思った。でも葵はマジだ。今にも泣きそうな顔をしている。茜は青汁を飲んだかのように眉み間けんに皺しわを寄せた。

「葵さん、メンドくせー」

「一ノ瀬、テメーいいかげんにしろマジで」

　大地が頬ほおをヒクつかせる。でも葵は大地を無視して三人を指さす。

「じゃなきゃこいつらハムスターにして！　っていうかハムスターで良くない!?」

　あまりにも必死な葵を見て、雷らい鳥ちようが口を挟んだ。

「じゃあ葵の作戦名コードネームは【オーガゼロ】に変更するかい？　名に恥じないだけの動きはしてくれるからね」

「え、オーガって何？　響き、ヤバカッコ良くない!?」

　葵は目を輝かす。ちなみに葵の英語の成績はすこぶる悪い。

　大地はそんな葵の頭をはたこうかと思った。茜はげんなりして説明を再開する。

「じゃあスター小隊はポイントＥからＤを迂う回かいして、そのあとＡに向けて──」

　茜の説明に三人は聞き入る。説明の途中、途中で、立地条件について意見を言う。茜はそれも検討してルートの微調整をしながら作戦を組み立てた。

　茜が打ち合わせを終える。すると葵が茜の視界に入ってきた。ドヤ顔で自分を指差す。

　茜はウゼーと思った。

「……葵さんは」

　茜は立体マップを指さし「このへんと……このへんで」と、人指し指で円を描く。

「あ……うん」

　葵あおいは声を小さくする。茜あかねの説明はとてもぞんざいな感じだった。

「で、ハウスっていったらここに戻ってきてください」

「私は犬か！」

　集合地点を指さす茜に、葵が突っ込む。茜は無視して皆に向いた。

「その後、即時撤退し、少佐たちのメルキセデクにバトンを渡します」

「先方にはもう通達済みだが、今回、デストブルムは出せないからね。極力、むこうさんに負担をかけないように──」

　最後に雷らい鳥ちようが釘くぎを刺そうとするが、紫し貴きが「司令！」と声を張り上げた。

「な、なんだい、急に大きな声を上げて──」

「し、失礼しました……でもやはり、セレンは……デストブルムは出すべきだと進言いたします！　この作戦、メルキセデクを投入しなくても対応は可能かと。慎重に状況を運べば勝てない戦いではない……と、私は思います。セレンが落ち着いてこちらの言う事を聞いてくれれば──」

　紫貴は次第にその声を小さくする。

　役員たちは耳を疑う。あの紫貴が言ったとは思えない、的外れの意見に聞こえた。

　なんのために高い金を払ってロイヤルガードを呼んだというのか。

　雷鳥は眉まゆを顰しかめる。黙した後のち、紫貴に言った。

「あんたが何を心配してるのかは朧おぼろ気げながら想像はつく……が、それは考え過ぎだ。私はアンタの不安を煽あおるつもりであの資料を渡したんじゃない。『一応、注意しとくれ』って程度だ。もしも、セレンが戦場のど真ん中で止まったらどうするつもりなんだい？」

「そ、その時は……」

　紫貴は痛いところを突かれたように視線を逸そらす。そして──

「その時は懲罰痛覚を使ってでも」──絶対に許されない選択肢の一つを挙げた。

　さしもの雷鳥も声を失う。次の瞬間、葵が物もの凄すごい剣けん幕まくで紫貴の胸倉を掴つかみ上あげた。

「紫貴。本気で言ってんなら……その奥歯、へし折るぞっ」

　紫貴はぐうの根も出ない。この場に居合わせる全員、体温が下がる思いだった。

　やがて雷鳥が葵の肩に手を乗せる。葵は突き飛ばすように紫貴を解放する。だが怒りは全く納まらない。再び殴りかからないよう、葵は紫貴を視界から外す。

　その後、紫貴は一言も喋しやべらなかった。

　作戦の概要はすぐ、現場で指揮するバートンたちにも送られる。







　ここはポイントＡ９──今回、非交戦地帯に指定される最後方の海岸地帯だ。

　一台の通信車両が停車している。迷彩色の、角ばった装甲板が全面を覆う。大きなタイヤが六つ。線状アンテナと球面アンテナを天てん蓋がい部ぶに装備する。

　全長は六メートル近く。全高も二メートルを超える大型車両だ。

　その中に、バートンたち【ロイヤルガード】の現場運用チームが着任していた。

　バートンを含む、五名の将校が薄暗い車内に詰める。通信機器のディスプレイの光が、男たちの顔を不ぶ気き味みに照らす。中央にはバートンが立つ。アーミーグリーンに三つボタンのジャケット。ベレー帽を被り、黒いネクタイを締める。バートンは送られてきた光学書面データを読む。部下の一人が首だけを後ろへ向けた。

「クレイジーだと思いませんか？　少佐」

　学園側は実質、戦せん騎き装そうたった四機で、上陸する全すべての敵を陽動するというのだ。

「確かに……でも自信の裏返しと考えれば、実に興味深い」

　既すでに彼らは、メルキセデクの戦闘配備を完了させていた。







　敵の襲撃が起こった場合、市街地の住民は地下シェルターに移動する。

　夏なつ樹きの入院している病院も、搬送が困難な重じゆう篤とく患者を除いて避ひ難なんを完了していた。

　今、病院に残っているのは一部の患者と、最低要員の病院スタッフのみだ。

　チビフィーナは窓の外に視線を寄せる。

　繁華街の方は灯あかりが点ついているが、オフィス街の高層ビルは電気が消されていた。

『彼らが首尾よく、敵を退けてくれればよいのですが』

　チビフィーナは振り返って自分の主あるじを見る。夏樹は今も眠っていた。

『いつ、何時でも、私の心はムッシュと共にあります』

　チビフィーナは夏樹の枕元に、エンブレムクロックを置く。

『願わくば……貴方あなた様の眠りが妨げられないことをお祈りしております』

　チビフィーナは夏樹にお辞儀する。それから静かに病室を後にした。







　作戦開始の合図と共に、海岸際の戦車部隊が砲撃を開始する。

　マリスが上陸を始めるや、機兵部は隣小島の後方に散開していた。

　ヘッドギアにゴーグルをつけたような頭部。痩そう身しんのボディに足の下には巨大タイヤロードホイールを付ける。カラーリングはグレーだ。

　機兵部の一般部員バツクス部隊が搭乗する【疾しつ風ぷう】である。バックス部隊は、七機二班と六機一班に分かれて作戦に従事していた。

　夜の森林を疾風・六機が滑走する。進みながらオープンチャンネルで話す。

『部長もそうだけど、最近の大だい地ちたちヤバくない？』

『なんかどんどん差、つけられてるって感じだよなー』

　一段、高い丘に一機が着陸する。次々と他の五機もその丘に着地した。

『こちら三班、ポイントＢ７に移動完了。次の指示を待つ』

　班長の部員が生途会に報告する。六機の疾しつ風ぷうが夜の小島を見渡す。

『俺はパスだなー。あんな動き、あと何年、訓練積んだら出来るようになるんだか』

　島の右側と左側で、我が部のエースたちは既すでに陽動を開始していた。







　左翼第二次防衛ライン前──森林部を大だい地ちたち亜あ賀が沼ぬま小隊が走っていた。

　夜間照明の光が、夜の森林に光の帯を作る。

　大地たちの疾風は青のカラーリングだ。膝ひざが異様に大きい。大地の疾風は隊長機の為ため、二ア眼イカメラ式である。疾風の目元・胸部・脛すねから夜間ライトが点つく。

　一〇〇以上のマリスを引き連れ、高機動装備の疾風が三機、高速で移動していた。

『ひょ!!』

　オルソン機の膝ひざ裏うらに火が点く。ジャンプスラスターだ。機体が一気に押し上げられた。

　大地機も続いて跳び上がる。

　跳躍した二機の下──山やま武たけ機が滑走し、木々の間をすり抜けていく。

『前が地獄だったから、マジで楽だなオイ！』

『それでも夜間戦闘だ！　油断すんじゃねーぞ！』

　山武に大地が注意する。山武機の左右に二機が着地した。小型マリス【ポーン】が二匹、正面から山武機に飛びかかった。後方の大地機・オルソン機が左腕を前に出す。

　肘ひじ下したの空気圧縮弾砲インパルス・エアを同時発射──強風が巻き起こる。

　二匹のポーンが強風にあおられて怯ひるんだ。

　山武機が両膝から、バレルスライサーを抜き取る。逆手に構えた両手ナイフで、二匹の顔面と首横を切り裂く。

『そろそろ高原に出る！　スピードあげんぞ！　一いちノの瀬せの馬鹿！　予定よか全然速ぇ!!』

『『了解!!』』

　大地に二人が応こたえる。青い疾風は既に二〇〇匹近くの陽動に成功していた。







　右翼第二次防衛ライン前──ここは、大地たちのいる場所の対角線上にある砂漠エリアである。

　葵あおいはこの場所に留とどまり、敵をおびき寄せがてら苛烈なまでの駆除を行っていた。

　双肩のブースターが真横に猛火を吹く。鬼ほお灯ずきが回転を繰り返す。

　太た刀ちと小こ太だ刀ちの織りなす剣けん閃せんが、血と肉を巻き上げた。

──ポーンの腕が飛ぶ。──ルークの腸がはみ出る。──両者の生首が斬きり捨てられる。

『テメーら腹へってんだろっ!?』

　外部スピーカーを通して葵が叫ぶ。対するは大型マリス【ルーク】だ。

　その体長は一七メートルを下回る者はいない。四足歩行する緑色の獣人である。鬼ほお灯ずきの足元にある砂漠が爆発した。

　跳び上がった鬼灯がルークの脳天に小こ太だ刀ちをぶっ刺す。右手の太た刀ちを空中で振り抜いた。同タイミングで跳躍したポーンが何体も斬きり伏ふせられる。

　鬼灯は着地と同時に、串刺しにしたルークを蹴けっ飛とばす。死体から小太刀を引き抜いた。

『気が合うなぁ！』

　すぐさま鬼灯は太刀と小太刀を正面に投げつける。二刀が一直線に別のルークを襲う。ルークの肩と胸に、二刀が突き刺さった。

　鬼灯はそのまま突進……ルークの頭を両手で掴つかむ。指がめり込んで黒い血が弾けた。

『私もぺこぺこなんだよっ！』──鬼灯の両手が爆発する。

　鬼灯の顔に大量の黒い血が掛かった。ルークが事切れて、横向きに倒れる。

『どんどんかかってきな……今晩のディナーは、テメーらで作ったミートパテだ』

　鬼灯がコンテナからリボルバー式のグレネードを引き抜く。

　双肩のブースターから再び炎が上がった。







「第五・第六特化中隊キユウキユウＨＳＰ５・６は、そのままポイントＣ４、Ｃ５へ砲撃を継続。鬼灯がポイントＣ２に入り次第、ポイントＣ全域に展開する戦車部隊をポイントＢまで下がらせてください。ただし第四・第五戦車中隊ニーマルＴＫ４・５は、ポイントＢ10とポイントＢ９へ。外周に穴を作らないよう目を光らせて」

　司令管制室では、紫し貴きが役員たちに指示を出す。経過は順調だった。雷らい鳥ちようは今のところ高みの見物を決め込んでいる。専属オペレーターの茜あかねと田た中なかは、役員の中でも特に忙しい。

「おら！　次はポイントＣ３！　早く行けくそ虫ども！　夜で足場がとりにくいとか抜かしたら通信切るから。あーもう切るわ」

『黙って、うぉ！　うぉい頭かすったぞ！　眼鏡割るぞ、このクソメガネ！』

『いや！　今日の山やま武たけ、動き悪いよ！　油断しすぎよ！』

『おめーら、元気だなぁ……うおっとぉ！』

　田中と三人のやり取りは今日も健在である。

『茜！　もっと目立つ場所にコンテナ置かせな！　夜で見つけにくい！』

「出前感覚で言わないで！　あとちゃんとカタパルトの射程圏内にいてよ！」

　一方で茜と葵あおいも、言い合うようにやり取りを続けている。

　既すでに隣小島の中央には赤マーカーが大きな塊となって蠢うごめいていた。

「司令。頃ころ合あいかと」

「さて。じゃあ、むこうさんのお手並み拝見と行こうか」

　紫貴の進言を受け、雷鳥はネイバーの出動要請をする。







　同時刻・ネイバー格納庫──待機命令を受けていたセレンはデストブルムの中にいた。

　十字架にかけられる格好で作戦の推移を見守る。三六〇度モニターには隣小島の戦闘映像が何枚も映っていた。そして新たな一枚が追加される。

　月げつ下かを進む人型の機影。それは高度一二〇メートル地点の映像である。

　機体の周囲を、黒い破壊球──無差別物質消去ＩＭＥ──が発生しては消えていた。

　セレンは固唾かたずを飲み込む。尋ねるようにデストブルムに聞いた。

「クロ……こいつ、嫌いなの？」

　デストブルムのアイカメラは赤く光っていた。







　バックス一班が待つ、迎撃高台に鬼ほお灯ずきとスター小隊の三機が到着した。

　空になったリキッドタンクが鬼灯の両肩・腰後ろから飛び出す。グレーの疾しつ風ぷうが鬼灯に新品のリキッドタンクを差し込む。それから、この場に居る全戦せん騎き装そうが上を向いた。

　展開した自衛隊の部隊も同じく、空を見上げている。

　夜空に浮かぶ、もう一つの〔月〕──

【月】のアルカナを持つネイバー【メルキセデク】が、その全容を晒さらす。

　大きな三日月状の飛行ユニットを背負う。腰部に付く、六枚の翼はボムコンテナだ。

　両手に規格外のガトリング砲を持つ。

　仏像の背中にある後光輪のような光の輪が、〔月〕を喚起させる。

　マリス戦で空を飛ぶのは絶対の禁忌とされる。無差別物質消去ＩＭＥの餌え食じきになるからだ。

　でもメルキセデクは悠然と夜空を進む。メルキセデクの周囲には、無差別物質消去ＩＭＥが休むことなく発生しては消えていた。

　クイーンが持つ、唯一にして絶対の対空攻撃がメルキセデクには当たらないのだ。

　メルキセデクは最古のネイバーにあたる。

　独自の兵装は持たない。ネイバー規格の中では出力・運動性・機動力等、あらゆる面で他の機体に見劣りする。しかし、それでなお、世界守護のネイバーとしてその名を馳はせるのは、その〔特性〕にある。

【ＩＭＥキャンセラー】────メルキセデクのみが持つ特殊機構だ。

　背部にこの後光輪が展開されると、クイーンは感覚器官に異常をきたす。

　すると無差別物質消去ＩＭＥが絶対に当たらなくなるのだ。

　マリスは対空手段を無差別物質消去ＩＭＥしかもたない。しかし、その脅威は人類に制空権を諦あきらめさせるに足る力を持っている。

　でもメルキセデクだけは、マリスの唯一確固の対空手段を封殺できるのだ──

　メルキセデクが翼型の火薬庫を開放する。六枚の翼を広げた。

　中から、焼しよう夷い榴りゆう弾だんが規則正しく放ほうられていく。




　平原を闊かつ歩ぽするマリス──二体のルークが犬走りで走る。その周りには四〇以上のポーンが並走していた。口外に出したベロが跳ねる。涎よだれを振りまきながら前進する化物たち。

　ひゅるるる、と大気を裂く音がする。丸い影が幾つも空に現れた。マリスは周囲の異変など歯し牙がにもかけない。ただ前を進む。そんな一団の頭上に……それは落ちてくる。




　大爆発──爆風が放射状に広がる。広がる衝撃はマリスの一団も呑のみ込こんだ。




　吹き上げられた草土。一緒にマリスの血肉が爆はぜ飛んだ。首も手も足も、ただ無秩序に。

　弾けた黒い血は一瞬で蒸発する。四散した肉片を炎が食らい、焼き尽くす。

　そんな光景が延々と、あちらこちらで起こり始める。




　メルキセデクが遊覧飛行するように夜空を進む。地面で爆発が起こる度に、機体が下からライトアップされた。その翼からは焼しよう夷い榴りゆう弾だんが規則的に放られていく。

　隣小島が絨じゆう毯たん爆撃に晒さらされる──

　地面や木々が薙なぎ払われる。密集するマリスなど空爆の格好の餌え食じきだ。着弾した端から、ゴミのように吹き飛んでいく。

　メルキセデクの脹脛ふくらはぎ──左右に付くミサイルポット──から、ミサイル弾頭が順番に発射される。白い煙が直線を描いた。ミサイルがそれぞれの目標に向かっていく。
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　海面を盛り上げた一団が吹き飛ばされる。崖下を走っていたポーン一〇匹が、崩れた岩に踏み潰された。森林のど真ん中にミサイルが三本、撃ち込まれる。

　全すべて撃ち終えると、メルキセデクは空になったミサイルコンテナを投棄する。

　すると今度は、メルキセデクの両肩が真横にスライドする。中に埋うめ込まれたレンズが顔を出した。両肩のレンズが強い光を放つ。

　同時、二カ所で爆炎が上がる。眼下にいた一団が一瞬で焼却された。

　高出力レーザーキャノン砲である。エルフィーナの持つ、視認できるような光学兵器ではない。光ると同時に、遠くで爆発が起こるという代物だ。

　その肩は休むことなく光り続ける。その度に、前方にいるマリスが吹き飛ばされた。

　ルーク、ポーンが、メルキセデクを叩たたき落おとさんと跳び上がる。しかし、跳躍如ごときでは高度一二〇メートルのハードルは越えられない。

　両腕の特大ガトリング砲──四つの砲口が高速回転する。

　メルキセデクが毎分四〇〇〇発のスピードで鉛なまり玉をばら撒まく。

　地面を走っていたマリスの顔や身体からだに風穴が開けられた。一発がタバスコ瓶ほどの大きさだ。食らえばマリスとて、紙かみ屑くずみたいに肉を飛ばす。メルキセデクがゆっくりとガトリングの向きを変える。陸上では黒い血しぶきが上がり続けた。

　その光景は一方的な殺戮だった。

　陸上でのマリス戦でメルキセデクを投入した場合、苦戦が起こることはまず無い。

〔陸〕と言う柵に閉じ込められた猛獣を、柵の外から撃ち殺すだけだからだ。

　月のネイバーがもたらすのは、機械的で公平な死の一択のみ。

　メルキセデクはゆっくりと海岸の方へ進む。







　司令管制室の中央モニターにメルキセデクが映る。

「これが……メルキセデク」

　紫し貴きが戦おののきを声にする。役員達も手を止め、その神々しいまでの姿に目を奪われていた。

「メルキセデクの【絶対制空権】……デストブルムが制圧、殲せん滅めつ戦用のネイバーなら、メルキセデクは制空権掌握型のネイバーと言える。公式ネイバーで、マリス討伐数の最多を誇るカラクリがこれさ。マリス襲撃の七割が、陸上を通る密集行軍だ。そして、この機体の前では絶対に執ってはならない行軍形態でもある……。これでクイーンまで殺ってくれるんだから、至れり尽くせりだよ」

　雷らい鳥ちようの説明に田た中なかは大きく頷うなずいていた。

「確かにすごい……これがＵＮ秘蔵の、選び抜かれたネイバーの力」

「これもう、ハメじゃん」

　圧倒的な暴力の構図に、茜あかねは率直な感想を漏らす。

　実にシステマティックなマリス討伐だ。少なくとも役員たちの目にはそう映っていた。

　──何度見ても好きになれないね……この機体は。

　その一方で雷らい鳥ちようは眼めを細める。

　人生の大半をマリスとの戦争に捧ささげてきた老婆は、このネイバーが昔から嫌いだった。

　決死のリスクなくして、勝利のリターンはない……それが雷鳥の見続けてきたマリス戦だ。でもこの機体の戦い方は、それを鼻で笑っているように思えてしまうのだ。

　右モニター──〔月〕の青マーカーが島の頭頂部に辿たどり着つく。進行先の海マップには〔唇くちびる〕の赤マーカーが二つ、島へと近づいていた。

　中央モニターにメルキセデクが映る。メルキセデクは上陸した敵を殲せん滅めつしつつあった。

　勝利の二文字が役員たちの頭に過よぎった時である。




　規則的に榴りゆう弾だんを投下していたメルキセデク──突如、その背中付近で爆発が起こった。




「「っ!?!?」」

　全員が目を疑った。映像のメルキセデクは爆炎の光球に呑のみ込こまれるところだった。一回目の爆発が、投下中だった榴弾に誘爆を引き起こし、爆発を大きくしたのだ。

「もしかして……不良弾頭の、誤爆？」

　男子役員が顔を青くする。

　中央モニター──爆炎が消え、メルキセデクが姿を現す。外装の至るところが吹き飛ばされていた。関節部分からは火花が上がっている。

　半壊した三日月状の飛行ユニットは、破片をぼろぼろと落とす。黒い煙を上げていた。

「状況を確認っ！」

　雷鳥が席を立つ。紫し貴きが慌ててバートンたちに通信を繋つないだ。

『遠隔操作に切り替えろ！』『ダメです！　こちらの信号を受け付けません!!』『Ｎゼロワン！　Ｎゼロワン！　応答せよ！』『急降下させろ！　早くっ！　早くしろクソッタレ！』

　通信先では英語で、男たちの怒号が飛び交っていた。映像を見ていた茜あかねが真っ青になる。

「ああ！」

　メルキセデクの飛行ユニットが爆発を起こす。爆煙が再びメルキセデクを覆い隠した。

　役員たちの表情が凍りついた。

　一瞬の出来事が、時間の流れを緩かん慢まんにする。

　中央モニターでメルキセデクが落下していく。壊れたボムコンテナやガトリングの残ざん骸がいが、散った鳥の羽は毛ねを思わせる。

　メルキセデクは背中から海岸へ激突した。

　遅れてバートンの顔映像が中央モニターに表示される。紫貴が血相を変えて聞いた。

「少佐！　状況の説明を！」

『説明も何も、今見たとおりだっ。不慮の誘爆でクレセントフェザーが大破……飛行状態を保てなくなったのだ！　そちらから頂いた弾薬に粗悪品が混じっていたようだっ』

　バートンは怒りを堪こらえるような様子だった。その目には強い懐かい疑ぎの光が宿っている。

　まるで、氷室義塾が故意に事故を引き起こしたんじゃないか、と言わんばかりに。

『少佐！　メルキセデク、ダメージ甚大！　ノルブリンカ、出力急低下！』

　バートンの背後から男の悲鳴が飛ぶ。

　中央モニター──映像のメルキセデクが地面に手をつけ、立とうとする。その上半身には三匹のポーンが既すでに組み付いていた。そんな中、更なる変化が隣小島に呼びこまれる。

「マリス!!　更なるマリスの群影を確認！　場所二〇〇メートル海中！」

　男子役員の一人が報告する。紫し貴きが右マップを見て声を上げた。

「まずい！」

　海中で増え続ける赤マーカーが隣小島の中へ入っていく。

　赤のマーカー群は、完全に孤立した〔月〕の青マーカーに向かう。中にいるネイバーフッド・Ｎゼロワンに引き寄せられているのだ。

　対して味方の青マーカーはあまりに遠い。メルキセデクの空爆のため、隣小島の全戦力は第弐富ふ士じの方へ引き下げられていた。茜あかねが跳ねるように全員に言う。

「決死隊を編成します！　紫貴さんは陸上部隊を！　司令は海上戦力に支援砲火の要請をお願いします!!　残りの全役員は紫貴さんの言う通りに！」

　事態の究明など後回しだ。今はメルキセデクのパイロットを助けねばならない。

　茜は緑みどりの時の悲劇を繰り返さないため、真っ先に動き出していた。

　他にも指示を出そうとする中、映像のバートンが言う。

『非常事態宣言！　ケースＺ９を発令する！』

　その言葉の意味を知っていたのは雷らい鳥ちようと紫貴だけだ。二人は表情を凍りつかせる。

　紫貴が止めようとインカムに触れた。でも遅い。通信先のバートンが命令する。

『メルキセデクの回収を最優先。Ｎゼロワンの廃棄を許可する！』




『ケースＺ９了解。ネイバーフッドを射出廃棄』




　バートンの部下が何を言ったか……茜には理解できなかった。

　中央モニター──まだ立ち上がらないメルキセデク。その背中からコックピットブロック──菱ひし形がたのパーツユニット──が射出された。

　茜が反射的に恐怖声を漏らす。

　飛び出したコックピットブロックを一匹のルークが空中で咥えたキヤツチした。

　茜が見る中……ルークの顎あぎとが噛かみ締しめられる。コックピットブロックが潰され、赤い液体が散った。

　茜は、大きく息を呑のむ。腰を抜かすように床にへたり込んだ。

　中央モニターの惨さん劇げきは終わらない。

　今度は周辺にいたマリスが一斉に突進する。コックピットブロックを咥くわえるルークの口元に、別のルークが齧かじりついた。仲間の顔面を喰くい千切らんばかりの勢いだ。二匹のルークの背中をよじ登って、数匹のポーンがルークの口内に腕を差し入れる──

　飢えたコヨーテの群れが、一個の生肉を奪い合うような光景だった。

　そして茜あかねは見てしまう。餌を取り合っていた二匹のルーク──その赤く染まった口元──が離れ……互いの牙きばの隙すき間まから赤い紐みたいなものが伸びたのを。




　それはまさしく──〔Ｎゼロワンの小腸〕だった。




「おえぇええぇええぇっ！　げぇ！　ごはぁっ！」

　茜は堪たまらず嘔おう吐とする。他の役員たちも目を背けたり、口を震わせたりだ。

　紫し貴きも力を失なくす。コンソール盤に体重を預けた。

「ここまで……するなんて」

　思考停止する生途会役員たち。映像のバートンは厳しい顔で事態を正視している。

　忘ぼう我がの広がった司令管制室で茜が立ち上がる。

　茜は口元を乱暴に拭ぬぐう。映像のバートンに向かって吠ほえた。

「な・にっ！　してんのよ！」

　茜は半泣きのまま、バートンを画面越しに指さす。

「私なら！　私たちなら間に合った！　助ける事が出来た！　自分たちの仲間を！　命を！　こんな簡単にっ!!」

　映像のバートンは黙って茜を見ている。その顔に感情は見当たらなかった。

　茜は更なる怒りを燃やしてバートンを糾きゆう弾だんする。

「なんで平然としてられるのよっ！　あの人、仲間だったんでしょ!?」

「……あれが仲間？　何を言っているんだい、君は？」

　茜は息を止めた。バートンは不機嫌そうな表情になる。でもその怒りは、メルキセデクのパイロット、ヴァン＝レヴァンへの哀あい悼とうからではなかった。

「アレはネイバーを動かすための部品だよ？　メルキセデクを失う事と天てん秤びんにかけるなら、どちらが大事かなど議論するまでもない。君はメルキセデクハードを壊してでも、中にあるネイバーフッドソフトを助けろと言うのかね？」

　紫貴が表情の温度を急激に下げる。長い前髪の間からバートンを睨にらみつけた。

「これが……ヘキサの人権を許さない事で有名な、貴方あなたのやり方ですか」

　鉄血のバートン──二〇六六～二〇六九年当時、激戦区だった北アメリカ戦線を支え切った豪ごう傑けつである。しかし、その思想は〔ヘキサ排斥〕に強く依よる。彼が掴つかみ取った数々の勝利の裏には、多くのヘキサの人命が、文字通り道具として酷使されていた。

「氷のお嬢さんは私を御ご存ぞん知じなようだ」

　ベレー帽から覗のぞくバートンの顔──それはまるで、被った皮を剥はいだかのような急変ぶりだった。

「ロイヤルガード我々はネイバーフッドアレの代わりを正規品で二三体、予備で三〇一体確保している……機体さえ戻れば、大勢に影響はないよ」

　バートンのその目、その口ぶりが、彼の本性を物語る。茜あかねはあまりの発言に虚脱した。

「いい人だと、思ってたのに……少佐が、ヘキサ排斥主義者？」

　映像のバートンは眉まゆひとつ動かさない。部下たちに英語で指示を出し始めた。それを見て茜は唇くちびるを噛かむ。あの優しい顔が全すべて演技だったと思うと、叫ばずにいられなかった。

「慰い霊れい塔見て！　息子さん死んだって泣いてたじゃん!!　あれも嘘うそだったのかよぉ！」

　辺りに残響が渡る。映像のバートンがおもむろにその動きを止めた。

　不意の沈黙が司令管制室に訪れる……。やがてバートンは、横目で茜に視線を寄せた。

「どうして君みたいな子が、ヘキサなのだろうな」

　茜は驚く。バートンの呟つぶやきには、悔しさのような感情が混じっていた。

「……妖精のお嬢さん。君から見れば私は悪魔のような男に映るのかもしれない。でも私から見れば、ヘキサ貴方たちの方がそれの類たぐいに見えるのだよ」

　冷然と振舞っていたバートンの目に、初めて感情が宿る。

「君には息ア子レが死んだ理由を話してなかったね。うちのバカ息子は……事もあろうかヘキサの女と恋に落ち、保管領放棄の決定を聞かず、玉砕していった」

　茜が息を止める。紫し貴きも同じく、息を呑のんだ。

　バートンは言葉を重ねる毎に、その相そう貌ぼうを憎しみに歪ゆがめていく。

「命懸けで守ろうとした保管領も、二時間後には地図上から消滅した。犬死にだよ……。餌えさ箱ばこなど放ほうっておけば生きられたんだ。ヘキサを守ったせいであのバカ者は死んだのだ！」

　今度は茜が黙る番だった。バートンは目を血走らせて言い放つ。

「あの化物どもを根絶やしにする……どんな手を使ってでも。その為ために私は、ヘキサ君たちを人と見るのを辞めたのだ」

　映像のバートンは眉み間けんに皺しわを寄せ、鼻で大きく息を吸った。それを数回、繰り返す。

　平静さを取り戻してから携帯電話を上着ポケットから取り出した。

　バートンは防衛省長官へホットラインを繋つなぐ。

「……天あま城ぎ長官ですね。私はＵＮロイヤルガード所属のバートン・ティンバー少佐です。本件はレベル５指定……想定外の事態に見舞われ、我らのネイバーが使えなくなりました。二フタ〇マル五ゴー四ヨンより、バレッタ条約の特殊戦非常項・四に基づき、貴国のネイバー、デストブルムを借用します」

　目玉が飛び出さんばかりに、紫貴は双そう眸ぼうを広げる。

　バートンの持つ携帯電話から、男の声らしき音が漏れた。でもバートンは無視して携帯電話を切る。それから司令管制室にいる全すべての者に言い渡した。

「現時刻を持ってデストブルムの運用権は我々に委譲された……これよりデストブルムでクイーンを殲せん滅めつする。君たちには我々の指揮下に入ってもらおう」

　紫貴の脳裏には、恐れていた最悪のビジョンが広がっていた。

　幕まく間あい　【ドール・ワルツ・レクイエム　　第二一話　〔激動する四星〕


２０６９年１月22日　放映】



　────────　アニメーション映像が流れる　────────




　秘ひ匿とくされた研究施設──薄暗い工場内。

　この場所で、淑しゆく女じよを模す人型巨大兵器が建造されていた。

　吊つり下さげられた真紅の装甲板が平行に移動する。機械腕マニピユレーターが何十本も巨大ロボットの建造作業に従事していた。

　マニピュレーターの先端がロボットの身体からだに触れ、所々で火花が上がる。

　通用口の踊り場付近でツルギとチビフィーナがお茶を飲む。

　小こ洒落じやれた西洋テーブルを二人で囲む。

　ツルギが日本茶を飲む。チビフィーナはティーカップに注つがれた飲料型のエネルギーに手をつけていない。その視線は隣で建造される自分の身体に釘くぎ付づけだった。

「お母様。これで私も一人前の大人レデイーになれるのですね。四星間・一のマシンスペックを誇る、史上最高のＳＤシユプリームドールに──」

　建造されている巨大ロボットの顔は、チビフィーナの顔をそのまま大人にしたような造形をしている。

　ツルギは少し顔を曇らせた。湯飲みを置くと静かに立ち上がる。

「現行スペックなら間違いなく貴方あなたがナンバー１だけど……二・三、貴方でも届かないバケモノがいるの。でもそれは貴方のせいじゃなく、其そ処こまで到達できなかった私のせい。だからもし、負けたとしても落ち込まないでね。エルフィーナ」

　ツルギはチビフィーナの背後に歩み寄る。その小さな身体を抱きしめした。

「お母様。エルフィーナはあと七日で立派な淑女レデイーに完な成るのです。この扱いは不適当と言えます」

「いいじゃん。もう、こうやって貴方を抱きしめられなくなっちゃうんだから」

　言いながらツルギはチビフィーナの頭を優しく撫なでた。

「アンタの搭乗者ダンスパートナーってさ……。冗談きかない、融通きかない、言い出したら聞かない頑固者なの。泣き虫なくせに私の前では妙にカッコつけたがりで。出来もしないのに要らぬ面倒事ばっか背負い込む……危なっかしい、バカな奴やつなの」

　チビフィーナは撫でられながら視線を上にやる。

　母と敬けい慕ぼする、自身の開発者は寂しげな眼まな差ざしをチビフィーナに向けていた。

「人が泣いてると黙ってられないお人良し……そんな奴」

「お母様？」

　チビフィーナは首をかしげる。

「出来るとか出来ないとか、これやったらどうなるとか、そういうネジが抜けちゃってる奴だからさ……貴方が守ってあげて」

　ツルギは最後にチビフィーナを強く抱きしめる。その小さな頭に頬ほおを擦りよせ、愛する娘にお願いした。

「そして願わくば……アイツの信念ワガママに貴方あなたも付き合ってあげて」

　チビフィーナは、回されるツルギの腕に触れる。

『……かしこまりました』

　チビフィーナは母の願いを聞き入れる。




　静かにその命令お願いを最重要項目心の奥底にインプットした。






Ⅷ　架空の存在アニメキヤラクター









　司令管制室では、役員の半分が、隣小島の自衛隊戦力に上陸する敵を迎撃させる。

　その一方で紫し貴きが、映像のバートンに必死に食い下がっていた。

「バートン少佐！　再三、お知らせした通り、デストブルムは今、とても不安定な状態にあります！　最悪、戦場のど真ん中で活動停止する可能性もあるんです！」

『ええ、聞き及んでいます……ですがそれは本当に機体のせいなんでしょうかね？』

　紫貴の背筋が凍りつく。バートンは続けた。

『噂うわさですがね……デストブルムの運用を困難にしているのは、機体のせいなどではなく、本当はあのセレン部品が原因で、日本政府は氷ひ室むろ義塾とそれを隠蔽している、とか』

　紫貴は確信する。バートンはこちらの事情──隠し続ける弱み──を掴つかんでいると。

　バートンは話の矛先を雷らい鳥ちように向けた。

『ミス氷室、ご覧の通りメルキセデクが使えなくなった今、貴国のデストブルムを借りる他ない。今作戦に限り、デストブルムとネイバーフッドはこちらの指揮主導で使わせて頂きます。ネイバーの運用権がこちらにある以上、異論はありませんね？』

「……少佐。本当に今、デストブルムは調子が良くないんだ。でなければ高い金を払ってまでアンタたちを呼んだりしなかったよ」

　雷らい鳥ちようは心中で紫し貴きに謝っていた。此こ度たびの見識の甘さを強く呪のろう。

〔バートンにセレンを預ければ、セレンが恐慌状態に陥るのは火を見るよりも明らかだ〕

　だから紫貴は、無理にでもデストブルムを出撃させて指揮系統を確立させておきたかったのだ。ネイバーの運用権をバートンに移譲させない為に。

　日本政府と氷ひ室むろ義塾は、報告書を改かい竄ざんしてまで隠し続けている事がある。

　それはデストブルムの欠けつ陥かん────国土防衛戦力としての不確実性だ。

　もしもバートンを通し、ＵＮ加盟国がそれを認知してしまえば、問題の核となるセレンには確実にメスが入る。ＵＮ加盟国間で決議が出され、正式に改善要求が下れば氷室財ざい閥ばつでもセレンを庇かばいきれない。

　──そうなればセレンの人格排除は免れない……最悪、殺害処分も視野に入る。

　紫貴は音が出るほどに生唾つばを呑のむ。一番恐れていた事態が、まさに現実のモノになってしまったのだ。紫貴は懇こん願がんするようにバートンへ言った。

「少佐！　どうか！　……どうか、無理な作戦遂行はおやめください」

　バートンはそんな紫貴を冷然と切り捨てる。

『非常戦時においてネイバーフッドに人権は適用されない。全すべてはマリス殲せん滅めつのために采配させてもらうよ』

「バートン・ティンバー……アンタとじゃ話になんないねぇ。今すぐ評議会のハスア議長へ繋つなぎな。もう直接、そっちと話を付ける」

　雷鳥はここに来て初めて苛いら立だちを露あらわにする。バートンは雷鳥を見て嘆息した。

『今は非常時ですので明かしますが……ヘキサ穏健派で、貴方あなたとも親交の深いボーロ・ハスア議長ですが、来月付けで退任が決まっております』

　雷鳥は後頭部をハンマーで殴られたような衝撃を受ける。バートンは続けた。

『既すでに元議長の権限はなく、現在は後任者が実務を回している状態です。隊規によりこれ以上はお話しできませんが、こちらの事情もお察し頂ければと──』

　雷鳥にとっては、どれもが初耳の事案だった。片やバートンは、何かを考え込む。

　それは『思案している』とアピールするような表情だった。

『……メルキセデクが使えなくなり、更には、デストブルムが出撃できる状態ではないのなら……もう彼しか残っていないじゃないですか」

　バートンの目に怪しい光が宿る。それはまるで、ここに話を着地させるのを狙い澄ましていたかのようなタイミングだった。




『サムライブレイド……ムサシ・ユーキと【明みよう星じよう】を』




「っ!?!?」

　──こっ……の、クソ野郎。

　その一言で紫貴は全部を悟った────全ては仕組まれた事だったと。

　デストブルムの欠けつ陥かんが浮き彫りになれば、デストブルムを欲しい諸外国がこの好機を逃すはずがない。

　日本政府がネイバーフッドセレンの問題を解決するよりも先に、何かしらの手を打ってくるだろう。

　その手段として、特別簡単で有効な手がある。

　それはバレッタ条約違反を日本に犯させる────明みよう星じようを日本領内で暴れさせてしまえればいいのだ。この条約は線引きの不透明さを回避するため、今回のような非常事態であっても例外措置は許されていない。

『幸運な事に、今、明星はすぐそこにある伊い豆ず基地に来ているそうじゃないか。この保管領の防衛戦力なら四時間は持たせられるのでしょう？』

　もしここで、おめおめと明星を呼び出せば、デストブルムは国際連合ＵＮに接収される運びになるだろう。そうなれば氷ひ室むろ財ざい閥ばつへの責任追及は苛か烈れつなものになる。

　国土防衛の任から外されてしまえば、氷室義塾が消滅する危険さえ出てくる。

　──かといって、セレンを出しても……。

　デストブルムを出して、ネイバーフッドセレンの問題が浮き彫りになれば、日本政府はなりふり構わず、セレンに魔の手を伸ばす。

　間違いなくセレンには人格排除が施行される。薬漬けにされ、ネイバーを動かすためだけの部品に変えられてしまう。あの、殺されたヴァン・レヴァンのように。







　通信車両の中で、バートンは己の勝利を確信していた。

「我々が決断を決めかねている間も、この島では若い将兵の命が散っているのですよ」

　雷らい鳥ちよう達が明星を呼び出してくれれば、〔作戦は成功〕だ。

　米軍と日本政府の某要人の依頼は完遂となる。米軍は晴れて新しいネイバーを持つ事ができ、氷室義塾を引きずり下ろしたい、彼の者の思惑は果たされる。

　もしデストブルムを借りて戦う事になっても問題はない。

　バートンは依頼者──日本政府の某要人──から情報を得ているのだ。

　デストブルムの搭乗者は訓練の行き届いていない、ただの子供だと。

　何度も戦場で味方に損害を出しているような、問題だらけの粗悪品だと……。

　ならば、さんざん痛めつけてパニックを誘発させてから〔射出投棄〕してしまえばいい。

　先ほど使い捨てた【ヴァン・レヴァン】のように。

　──明星が来るまで、早く見積もっても三時間か……その間は、マリスに暴れてもらう事で後詰めとしよう。

　司令管制室ではなく、この通信車両に彼らが詰める理由──それはヘキサで溢あふれる第弐富士弁当箱を餌に、救援がくるまでの数時間、マリスを引きよせてもらう算段だからだ。

　──氷室義塾が壊滅寸前になれば、日本の国土防衛能力は大きく損なわれる。そうなれば日本政府もデストブルムを渡したくないなどと、駄だ々だをこねる余裕はなくなるさ……。

　バートンの目が映しているのは、画面の中の雷らい鳥ちよう達ではない。

　──武装、機体の研究価値。戦略兵器レベルのその戦闘力……デストブルムは一国に遊ばせて良いようなネイバーではない。世界守護の任を担う、我々、ロイヤルガードが持つべきなのだ……あの、クソ忌いま々いましい化物どもを、この地球上から殲せん滅めつするために。

　バートンは己が覚悟を、より堅いものにする。

　ここに話を着地させた時点で、バートンの勝利は揺るがない。どちらに転んだとしても自分たちの目的は果たされるのだから。

　──デストブルムは……何が何でも渡してもらうぞ。







『さぁご決断を。マリスは待ってくれませんよ』

　紫し貴きは過剰なまでに呼吸を繰り返す。

　頭を占しめるのはセレンの安否、これだけである。

　今、明みよう星じようを呼べば、デストブルムは接収される。氷ひ室むろ義塾の存続も危ぶまれるだろう。

　デストブルムを出したとしても、セレンティーナ・エングヴィスの人生は確実に終わる。

　最低の二択を迫られる中……中央モニターの横にセレンの顔が映り込んだ。

　紫貴の瞳どう孔こうが大きく広げられる。

『私……た、戦う？』

　セレンは自分の置かれている状況をよく分かっていない様子だ。そんなセレンを見て、紫貴の思考は完全に混こん濁だくした。

　──いや……いやよ。

　紫貴の両りよう眼めに涙なみだが溜まる。思わずその唇くちびるを、強く噛かんだ。

　──緑みどりを失なくして……全すべてを犠牲にしてでも貴方あなたを守るって決めたのよ？　なのに！

　大好きなセレン。本当の妹のように自分を慕ってくれた友達。

　何ど処こに行くにも、子犬のようについてきた甘えんぼ。

　いつだって自分を気にかけ、いつだって自分のことを心配してくれる。

　人の持つ卑しさとは無縁の優しい天使。大切な大切な数少ない親友──

「セレン……セレ、ン」

　紫貴は我慢できず、涙を零こぼす。そんな紫貴を、雷鳥は上から見る。一息、二息、黙考した……。雷鳥は紫貴から一生怨まれる覚悟で、声を絞りだす。

「……デスト、ブルムを──」

「塾長ぉ！」

　紫貴は止めて欲しいと言うように声を上げる。紫貴の心は絶海に叩たたき落おとされていた。

　雷鳥の言葉を聞きたくないように、紫貴は強く瞼まぶたを閉じる。

　その時、彼の顔が過よぎった。そして想おもってしまう。

　鮮烈なまでに自分の愛するキャラクターと……彼の事を──




「司令！　エルフィーナの格納庫第七地下シエルターが開いています！」




　田た中なかが叫ぶように報告した。

『……なんだ？』

　映像のバートンが眉まゆを顰しかめる。紫し貴きの目から一粒の涙なみだが零こぼれ落おちた。







　真っ暗な病室には、ずっと司令管制室の会話が流れていた。

『こちらの信号、全すべて受け付けません！　エルフィーナが勝手に外へ！』

　エンブレムクロックが、声に合わせて発光を繰り返す。

　暗くら闇やみの中で光る懐中時計が────今、強く握られる。

「ゲッ、ト……セット」

　真っ暗な病室内に、青い光がほどばしった。







　司令管制室に混乱が渡る。コンソールの光学画面が、まるで操作を受け付けない。

　中央・左右の巨大モニターを含め、司令管制室の全てのモニター映像が〔赤いドレスを着た女の子〕の画像で埋うめ尽くされていた。

　それはデフォルメされたエルフィーナの画像だ。役員たちは、朧おぼろ気げに何が起こっているのか想像できた。やがて機械音の混じった女性の声が届けられる。

『僭せん越えつながら、学園内と特定一車両、その電子系統を掌握させて頂きました』

　紫貴が意識を半分飛ばして聞く。

「エル、フィーナ？」

『失礼と承知で、お話は全て中継させて頂きました……プレジデント雷らい鳥ちよう、そしてコマンダー紫貴。決定を言う前に、ムッシュがお話しすることを希望しております』

　エルフィーナの言った〔その名〕を聞くや、役員全員に戦慄が走る。何な故ぜなら彼は、大怪け我がをしていて……かつ、彼がどんな性格をしているのか承知しているからだ。

『なんだこの画像と声は！』

『発信元は氷ひ室むろ義塾地下！　少佐！　輸送用・地下リフトが稼働しています！　ルート選定も勝手に……輸送リフト！　市街地へ！』

　バートンたちの混乱する声が司令管制室に届く。そんな中、彼の声が管制室に響いた。

『九ここの重え……いるか』

「氷室、くん」

　紫貴が呟つぶやくように言う。セレンも音声通信を介して『夏なつ樹き!?』と声を上げた。

『だいたいの事情は、分かっている……すまない。辛つらい思いを、させた』

　紫し貴きの全身に衝撃が走る。爆発的な期待が胸中で溢あふれた。でも同時に恐怖する。

『選べ、ないんだな？　どちらも』

　辛そうな夏なつ樹きの声に紫貴は沈黙で返す。すがりつきたい気持ちを必死に押さえつけた。

　紫貴は一度だけ大きく息を吐く。意識的に声音を冷たくした。

「あなた……全治三カ月の大怪け我がでしょ。寝てなさい」

　紫貴だけではない。皆が同じ思いだ。通信先の夏樹は息が荒い。辛そうな様子がありありと想像できた。

『もう、大丈夫、だぞ』

「作戦行動中です。エルフィーナ彼女にも命令して格納庫に戻らせて。学園敷地内の電子系統も戻すよう聞かせなさい」

　紫貴は落ち着きを取り戻して夏樹に言う。この状況でよく演技できたと自分を褒めたかった。夏樹は辛そうに呼吸を繰り返している。

『今……行く、からな』

　──神も、仏もいない。

　拳こぶしを握って紫貴は思う……どうしてそういうことを言うのか、と。

　救える命には限りがある。だから選ばなければいけないのだ。何を犠牲にするかを。

　誰だってハッピーエンドがいい。誰も傷つかないのだから。

　でも、紫貴にとっての現実はいつも違っていた────

《この子にはまだ、六歳の娘がいたんです》

　かつて、葬儀の席で自衛隊の遺族に言われた。撤退戦のため投入させた戦車小隊の。

　でも彼らが犠牲になっていなければ……もう五〇名の人が死んでいたのだ。

《あんた部長の幼おさな馴な染じみだったんじゃないの!?》

　神かん無な木ぎ緑みどりが死んだ後、機兵部員たちに言われた。生徒総会の席で。

　でも彼らの怒りと負担を無視したから……学園のヘキサ人権看板とセレンを守れた。

《たす、けて……助けて紫貴ぃぃ！》

　セレンには何度、助けを求められたか分からない。

　でもその声を無視しなければ……島にいる全すべての人間が死んでいたのだ。

《紫貴……だーい好き》

　死の間際に神無木緑はそう言っていた。死ぬ事を許した幼馴染自分なんかに。

　でもあの時、緑が囮おとりになったから……彼女の愛する機兵部家族たちを生還させる事ができたのだ────

　いつだって最善を尽くしたつもりだ。でも、この手には少ししか残ってくれない。

　現実は常に〔犠牲〕を求める。両手いっぱいに抱えて『あげたくない』と、駄だ々だをこねれば、丸ごと全部、取り上げられる。だから仕方なく、取捨選択をするのだ。




　本当は嫌でも、悔しくても────全部を失くすよりはきっとマシだから。




　それが現実で……それが現実なんだと、紫し貴きは思い知らされた。

　失なくす事に鈍痛で在ろうとした。いつだって一人で決め、何とかしてきたのだ。

　──ヒーローも、白馬の王子も、みんなみんな、何ど処こにもいない……だから偶像アニメが好きなのよ。

　アニメの中にはくさくて醜い現実がない。

　自分の愛するキャラクターがいて、そのキャラクターは自分が本当にしてもらいたい事をしてくれる。だから紫貴はアニメが好きなのだ。

　紫貴は肩を震わせて言った。

「帰ってよ……あなた邪魔。本当、邪魔っ！」

　──だからこんなお願い、絶対にしちゃいけない。

　彼は氷ひ室むろ夏なつ樹きだ。エイルン＝バザットではないのだ。

　エイルン＝バザット偶像の彼を、氷室夏樹現実の彼に求めてはいけない──絶対に。

　紫貴は必死に自分に言い聞かせる。一方で、夏樹の声に怒りが帯びた。

『九ここの重え、何を、意地になっているんだ』

　その言葉が……紫貴の我慢の防波堤を決壊させる。

　紫貴は自席のコンソール盤を思い切りぶっ叩たたいた。

「意地にもなるわよっ!!」

　紫貴は腹の底から、声を張り上げる。

　セレンが、茜あかねが、雷らい鳥ちようが……この場にいる全員が、怒りだした紫貴を注視する。

「何でそう！　いつもいつもいつも！　一番来てほしい時に貴方あなたはくるの！　一番やって欲しいことをやろうとするのっ！」

　紫貴は怒っていた。それも本気で。一度怒鳴ってしまうと、もう歯止めが効かなかった。

「許さない！　出撃なんて絶対に許さない！　お願いだから寝てなさいっ！」

　血だらけのあの姿──命がけで自分の為ために戦ってくれた彼を見て、理解してしまった。

　納得してしまったのだ……ああ。この人はこういう人なんだ、と。

　そうなってしまえば全部がどうでも良くなった。

　アニメの事も。彼が何者で、どんな人生を歩んできたのかも。

　好きなのだ。どうしようもなく。彼のことが……。

　兵士でも殺し屋でもサイボーグでも、とにかく何でもいい。彼だから好きなのだ。

　優しくて誠実なところが好き。冗談を真に受けてしまうところが可愛かわいい。ヘキサではなく、一人の女の子として見てくれるのが本当に嬉うれしい。どんな困難に直面しても諦あきらめないところがカッコイイ。誰かが困っていたら全力で走りだしてしまうから放ほうっておけない。不可能だと思う事を可能にしてしまうから堪たまらない。くさい言動も甘っちょろい正義感も、いつも前ばかりを見ている、真まっ直すぐな瞳ひとみも。

　それら全部をひっくるめて、エイルン＝バザットに似ているところも。

　生きて欲しい。絶対に死んで欲しくない。

　彼がこうすると分かっていたから────だから、九ここの重え紫し貴きは選んだのだ。

「貴方あなたとセレン！　大切な二人とも守るためにやってきたのにっ！　これじゃ全部、無意味じゃない！」

　紫貴が厳しい訓練をセレンに課した理由──

　それは今、起きているこの状況を最悪のビジョンに想定していたからだ。

　重傷の氷ひ室むろ夏なつ樹きを戦場に出し、死なせないために。

　万が一、セレンがロイヤルガードの前で戦う事になっても敵を退けられるように。

　二人に生きてもらいたいがために、紫貴は敢あえて泥を被ることを選んだのだ。

「寝てなさい！　お願いだから！　あなたはヒーローじゃない！　生身の人間なの！

　エイルン＝バザットじゃ無いのっ!!　そんな状態で闘って死なれたら、私、一生トラウマ残るわよ！　前だってそう！　どれだけセレンが泣いたと思ってるのっ！　どれだけ私が心配したと思ってるの！」

　紫貴が叩たたくように自分の胸に手を置いた。

「一人で暗殺部隊と殺し合って！　マリスと殺し合って！　繁はん殖しよく型の時もそうよ！　あなた本当はただのバカなんじゃないの？　どれだけアニメ脳なのよ！　本気で誰かの為ために命を賭かけられるエイルン＝バザット熱血軍人なんてアニメの中で十分よ！　あなたはエイルンじゃない！　エイルン＝バザットはいないの！　架空アニメだから！　作りモノだからぁ！　だから私は……私は貴方にお願いできないのよぉお！」

　紫貴は血を吐く思いで、コンソール盤をまた叩く。

　エイルン＝バザットはいない。

　アニメキャラそんなものは最初から存在しないのだから。目の前で、どれだけ状況や証拠を積み上げられても、最初からあり得ないものは、在り得ないのだ。

　だから紫貴は常識の概念で自分の願いを殺す────でも。

『弱いから泣く……理不尽に、奪われて泣く……そんな涙なみだを、一粒でも減らすために、俺は、闘ってきた。今、俺が第弐富士ここにいるのは、俺を、必要としてくれる人がいて、その人たちの未来を、守りたいと、思っているからなんだ。もちろんその中には、九重……君も、入っている』

　氷室夏樹改め、エイルン＝バザットの信念は変わらない。

　例たとえどこの世界にいようとも……自分の在り様と、戦い続ける理わ由けを曲げたりはしない。

　だから、今もこうして泣く少女の為に、声を優しくして聞くのだ。

『君の本当の声を、聞かせてくれ……君の大好きなエイルン熱血軍人に、言うつもりでさ』

　その温情の籠こもった声音が…………紫貴の必死に閉ざしていた心の扉をこじ開けた。

　紫貴はぼろぼろと涙を零こぼす。

「今、明みよう星じようを呼んだら……私たちの氷室義塾お家が、無くなっちゃうかもじれなぃ」

　バートンが通信先でくぐもった声を漏らす。他の役員とセレンもだ。

「少佐に、ぜレンも渡ぜない……セレンが、人形にされぢゃうの」

　鼻水を垂らし、涙なみだをぼろぼろ零こぼして紫し貴きは言う。茜あかねもソレを聞き、紫貴の危惧していた考えに辿たどり着つく。すると茜の目にも涙が込み上げた。

「みんなを助けて……氷室、ぐん」

　紫貴は全すべてを明かして助けを求める。エイルンはそんな紫貴の想おもいを受け止めた。

『ああ。まかせて、おけ』

　音声通信が切れる。するとモニター画面のエルフィーナ画像が一斉に消えた。

　司令管制室の電子機器系統が復活していく。

　映像を取り戻した右モニター──第弐富ふ士じ・市街地に小さなマーカーが一つ現れた。

　バートンの顔が再び中央モニターに表示される。

『ケース１－12！　滞とどこおっていた命令内容をＣＣＶに！　すぐに次の迎撃展開をするよう現場戦力に通達！』

　映像の向こうでバートンが自分の部下に命令する。声を荒らげたまま紫貴を向いた。

『なんだこの茶番は！　九ここの重え会長、いい加減にしないかっ！』

　不意に雷らい鳥ちようが「少佐」と、バートンを止める。それから自席のマイクを取った。

　雷鳥は自ら本部管理中隊に命令を下す。

「総司令より本部管理中隊ＣＣＶ。ケース９の但し書きに則のっとって、バートン少佐の指揮権をはく奪する」

[image: ]

　バートンがうめき声を上げた。

　雷らい鳥ちようの言っている規定とは、二機関以上が共同でマリス戦を行う場合、その指揮主導権の優位性は〔マリスを撃滅する手段〕を持つ方が上にくるというものだ。

　つまり雷鳥は、デストブルム以外にもクイーン撃滅の手段を持っていると言ったのだ。「バートン少佐……呼んでおいてアレだが、うちのとっておきが使えそうだ」

　雷鳥の無機質な睨にらみ──老婆の迫力に呑のまれて、映像のバートンが言葉を失う。

「だからアンタは、黙って見てな」

　右モニターの立体マップ──第弐富ふ士じ・市街地にお姫様のマーカーが現れる。







　高層ビルが立ち並ぶ、ビジネス街通り。街灯がビルを小さく照らす。

　六車線の公道──道路の真ん中──が開く。地下からリフトが勢いよく上がってきた。

　衝撃音──全長一七メートルの巨大ロボット淑女が夜の街に現れる。

　頭にはツバ広の貴婦人帽子。真紅のドレスを身に纏まとう。ふわりと大きなパラソルスカートを履く。バラ飾りが四つ、スカートにあしらわれている。

【エルフィーナ・ルインレーゼ】が夜の街にライトアップされる。真っ赤な巨大ハイヒールが前へ踏み出された。街灯に止まっていた鳥たちが、一斉に飛び立つ。

　エルフィーナは島の外を目指しながらバートンに通信を送る。

『お初にお目にかかります、ジェントル。名は伏ふせさせて頂きますが、私たちはスカーレット・レディ。アナタ様の主催するオケは終始、拝見させていただきました』

『機械音声……この機体のモノか？』

『生産性に富み、かつスマートな演目運びと、まずは賛辞を送らせていただきます……が、いささか雅みやびやかさに欠けるかと』

　エルフィーナは話しながら夜の街を散歩する。

　市街地に広がるのは二つの音だけ。

　エルフィーナの歩みが起こす巨大な靴音と、バイクの疾走を思わせるエンジン音だ。

『本機が好みとしましては、貴方あなた様のスマートさより、あの方の信念ワガママを支持したいと思います』

　エルフィーナの耳飾りが青く光る。周囲のビル群──ビル内の電気──が次々と明かりを灯していく。エルフィーナの前に光の花道が出来上がっていった。

『ここで本機のダンスパートナーを紹介させて頂きます。エイルン＝バザットその名を言うのも憚はばかられますが、弱者を救い、理不尽を良しとしない伊だ達て男おとこにございます』

『少佐！　所属不明の小型車両が市街地を走行しています！　検問を次々と抜けて、あの機体の方へ！』

　通信先でバートンの部下が報告する。

　その喧けん騒そうを聞いて、エルフィーナの口元にしとやかな笑みが宿る。







　司令管制室の中央モニターが変わる。

　市街地には一両のバイクが疾しつ走そうしていた。バイクにまたがるその人影に、生途会役員たちは顔を青くする。茜あかねは「死んじゃうよ」と呟つぶやいた。紫し貴きはその目にまた涙なみだを溜める。

　田た中なかは呆あきれと驚嘆を半分ずつ抱く。眼鏡のブリッジを上げた。

「この人はいつも派手で……絵になってしまうから敵いません」

　真紅のパイロットスーツを身に纏まとう。額の包帯をマフラーのように棚引かせ、髪を真っ赤にしたエイルン＝バザットが夜の街を疾走する。通信先からバートンの声が漏れた。

『誰だ……このコミックヒーロー気取りのバカ者は？』







　市街地の渡り橋の一本──その前にエルフィーナが到着する。

　両手を前で重ね、己が踊り相手ダンスパートナーの到着を待つ。

『そして……あの方の臨のぞむ戦地こそ、本機が上がるべき舞台。故に、この場に馳はせ参さんじた次第にございます』

　エルフィーナのコックピットでは、正面から走ってくるバイク映像が拡大される。

　必死の顔でエイルンが前を向く。その顔が拡大表示され──ハートマークがいくつも顔の周りに表示される。

　バイクは急ブレーキしてエルフィーナの前で止まる。エイルンがバイクから降りた。

　エイルンは額に巻かれた包帯に手をかける。

「いろいろ、面倒をかけた」

　息を荒らげ、髪と目を真っ赤にしたエイルンが面を上げる。エルフィーナもその瞼まぶたを開く。エイルンの真紅の瞳ひとみと、エルフィーナのミッドナイトブルーの瞳がかち合った。

「エルフィーナ……俺と踊ってくれるか？」

　エイルンが包帯を引き千切る。エルフィーナも応こたえるように片かた膝ひざをついた。右の手の平をエイルンの前に差し出す。

『是非もございません、私のだんな様マイ・ムツシユ』

　エルフィーナの首元のブローチ──コックピットハッチ──が下にずれる。エルフィーナの手に乗り、エイルンがエルフィーナに乗り込む。

『儀礼兵装フオーマル・オプシヨンを再展開リバーシブル──』

　淑しゆく女じよは女戦士へ、その形態を変える。







　隣小島では増殖を始めていたマリスと戦いが始まっていた。

　機兵部は予あらかじめ指定されていた迎撃ポイントに固まる。でも葵あおいは違った。

　自分の判断で前線へと赴おもむいていた────

　森林部に展開していた歩兵部隊が、自じ走そう榴りゆう弾だん砲ほうを放つ。

　戦車が横並びに五両──一二五ミリ戦車砲を一斉発射する。

　自衛隊戦力が狙い打っているのは、単機で暴れる鬼ほお灯ずきに引き寄せられたマリス群だ。葵の単独戦闘は、構築した戦線を維持するのに一役買っていた。

　鬼灯の周囲が戦車砲でめくれる。鬼灯はマリスの返り血で全身を真っ黒にしていた。突如、後ろの方を向く。中の葵が、叫びにも似た声を上げる。

『エルフィーナ!?　なんでっ!?』

　鬼灯は一気に逆走を開始した。







　エルフィーナが隣小島への橋を渡っていく。

　コックピットのエイルンは呼吸が荒い。モニター・右端にセレンの顔が表示された。

『夏なつ樹きのバカっ!!』

　エイルンは目を瞬しばたたかせる。セレンは泣いて怒っていた。

『超、超、超、バカ！　いつも腹ペコ！　オタンコトマト！』

　エイルンは今更ながら自分の状況を思い出す。心配させてしまったのかと反省した。

『寝てなきゃダメ！　死んじゃう！　夏樹はいいの！　私やるから！』

　セレンは怒りながら、己の覚悟を伝える。

『わ、私が戦う……私っ、夏樹の味方だからっ』

　泣きじゃくるセレン。エイルンは優しい声で「ありがとう」と応こたえた。

「でもセレンは、出なくていい。なんたって君は……俺たちの、秘密兵器、だからな」

　エイルンはバートン達の存在を鑑かんがみて、こういう言い回しをする。

「負け、ないよ……なんたって、俺が乗ったエルフィーナは、全宇宙で、三番目に、強いんだからさ。それに……すごい、秘策もあるんだ』

　セレンは泣くのを我慢して『ひさく？』と聞いた。

　エイルンは辛つらそうに笑いながら首を縦に振る。

「ごめんな。心配かけて。もう大丈夫だ……ずっと、見舞いに来てくれたもんな」

　セレンはそうだと言わんばかりに口を噤つぐむ。

　エイルンはそんなセレンを安心させるため、仲間たちに通信を送った。

「一いちノの瀬せ……」

『はいっ！』

　真っ先に葵あおいの声が返ってくる。エイルンは笑みを零こぼした。




　隣小島の後方にいた機兵部の疾しつ風ぷう・二三体──大だい地ちの高機動疾風を中心に置く格好だ。

　機兵部の全員が、エイルンからの通信に耳を傾ける。

『亜あ賀が沼ぬま・オルソン・江え藤とう……それに、機兵部のみんな──』

　エイルンの声は痛々しいまでに辛つらそうだった。疾しつ風ぷうのコックピットの中で大だい地ちが盛大に鼻水をすする。

「ぞう、隊長……あんな大怪け我が、なのにっ！　俺のっ！　俺の為ためにぃい！」

『大地うるさいよ。聞こえないよ』

『つか、今までの流れでどうしてそうなる？』

　オルソンと山やま武たけが大泣きする大地に言う。







　司令管制室の中央モニターには、エイルンの顔映像が表示されている。

『九ここの重え、陽ひ葉よう、役員の、皆──』

　伏ふせ目のエイルンが仲間の名を呼び続ける。呼ばれた皆は無意識に頷うなずいていた。

『そして塾長……お願いが、あります』

　エイルンが面を上げる。脂汗を浮かべた顔に苦笑いを貼はり付つけた。

『啖たん呵かを切っておいて、アレだが……かなりキツイ』

　役員たちがエイルンの言葉を待ち構える。静かに、そして次々と自席の非常コンソール盤に手を伸ばした。紫し貴きもその辛そうな顔を見守る。エイルンは皆に頼んだ。

『道を……作ってくれないか？』

　この場にいる全員の胸に大きな熱がこみ上げた。そう言ってもらえた事への喜び。死なせてはなるものかという気負い。形は違えど、全員が確かにその言葉を受け取っていた。

　雷らい鳥ちようが目を細めて言う。

「だ、そうだ……みんな」

　雷鳥は腸はらわたを煮えくり返していた。エイルンに全すべての荷を背負わせる事になった自分自身に。雷鳥の命令に応こたえるように茜あかねが言った。

「紫貴さん！」

　紫貴は涙なみだを拭ぬぐう。息を吸って役員たちに言いかける。

「全役員にっ──」

　紫貴が言う前に役員たちは動き出す。コンソール盤のつまみを回し、光学画面を画用紙大に拡大させる。そして次々と席から立ち上がった。田た中なかが眼鏡を乱暴に上げる。

「準備は整ってます！　会長！　命令をっ！」

「いつでも行けます！」

「見てられません！　早く終わらせてあげましょうよ！」

　涙目で口々に言う役員たち。それを見て紫貴は顔を引きしめる。

「これよりスカーレット・レディを全力で援護する！　なお！　搭乗者は負傷している！　オーガゼロをポイントＢ７！　スター小隊をポイントＣ９へ！　全軍！　展開せよっ！」

　紫し貴きが指揮棒タクトを振り始める。

　茜あかねと田た中なかが「了解！」と、同時に応こたえた。紫貴は中央に行き、床を踏みつける。

　画用紙大の四つの光学画面が紫貴の周囲に展開した。

　──絶対に……あなたを死なせない。

　最後に紫貴はカチューシャで前髪を上げる。







　砂じや利り道の丘を滑り降りる三機──青い疾しつ風ぷうに田中の指示が飛ぶ。

『くそ虫ども！　死んでもやり遂げろ！　そして、もし死んでみろ？　地獄まで追いかけて殺してやるからな！』

　山やま武たけ機の膝ひざ裏うらに火が点つく。ジャンプスラスターだ。大だい地ち機、オルソン機の膝裏にも点く。

『田中さん、それトンチ？　つか、俺ら地獄いきかよっ!?』

『ぼく、天国に行けると思てたよっ!!』

『野郎どもっ！　総隊長がタマかけてんだ！　足がもげても走り続けるぞっ！』

　三機の疾風が闇やみ夜よに跳び上がる。眼下に広がる深い森に飛び込んで行った。




　鬼ほお灯ずきが湿地帯の泥を巻き上げて着陸した。見渡す限りの全面から、鬼灯目がけてマリスたちが走り寄ってくる。葵あおいが苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔で言う。

「いつも、肝心なところですっぽ抜けてんだよ──」

　鬼灯の双肩のブースターが火を噴く。地面すれすれで鬼灯が発進する。前方で徒党を組む一団に向け、鬼灯が双刀を交差に構えた。

『あの、紫バ貴カっ!!』

　大振りな回かい転てん斬ぎり──竜巻になった鬼灯がマリス数匹を血肉に変えた。







　エルフィーナのコックピット──サイドモニターには簡易マップが映っている。

　赤マーカーの群れが左右に割れていく。これは葵たちが道を作ってくれているのだ。

『この世界でも、良き仲間に巡り合えましたね。私たちは』

「本当に……そうだな」

　エルフィーナの言にエイルンはしみじみと思う。

『選曲オーダーセット。静動作戦闘、【セレナーデ】をスタイル……皆さんを信じて、私たちはゆっくりと行きましょう』

　エルフィーナが左肩から剣の柄つかを引き抜く。柄から光の細剣レイピアが伸びた。

　エルフィーナは可変式ブラストダガールイン・セイバーの一本を垂らすように構える。

『ムッシュ、ご命令をどうぞ』

　エイルンは操そう縦じゆう桿かんを強く握る。耳にこびりついて離れないのは、紫貴の涙なみだ声ごえだった。

「あの悲しみから、解き放つ……エイルン＝バザットおれとエルフィーナ・ルインレーゼおまえで！」

　正面モニターに一匹のルークが迫る。エイルンは小さく、右の操そう縦じゆう桿かんを引いた。

　エルフィーナの正面で光の剣けん閃せんが瞬く。ルークの突進が止まった。エルフィーナがその横を過ぎる。するとルークの身体からだが、三ブロックにバラけた。

　エルフィーナが光の剣を携えながら静かに前へ進む。これは極力、振動を起こさないようにしているのだ。エイルンは司令管制室と回線を繋つなぐ。

　コックピットモニター・左横に紫し貴きの顔が表示された。

「九ここの重え、俺さ。良く新兵の頃ころ、上で命令する奴やつらに、怒ってたんだ。『命も賭かけないで、何を偉そうに』……って。でも違った。それを知ったのは初めて部下を持ち、それを死なせてしまってから、だったんだ」

　モニターの向こうで指示を出し続ける紫貴──その眉まゆが一瞬動く。

「軍では、上に行けば行くほど、多くの人の命を預かる。その重圧とまともに向き合う、のが、どれだけ、危険な事か。指揮官講習の時は、人を人として見るのではなく、数字を見るようにって、習ったもんだ……今も俺は、出来ないで、いるがな」

　エルフィーナは、平野の続く丘陵地帯に出た。

　複数のマリスがエルフィーナの方へ寄ってくる。陽動から漏れた敵だ。エルフィーナは可変式ブラストダガールイン・セイバーを胸の前で、縦に構える。

「君はきっと、多くの事が見えてるから……色んな選択を迫られ、泣いてきたん、だろう……。そして、現実に殴られるたび、心で涙を、流してきたんだろうな」

　エルフィーナは眼めにも止まらない速さでレイピアを振り始める。青い剣閃がエルフィーナの周りで巻き起こった。

　襲いくるマリスが、次々にバラバラの肉塊に変えられていく。

「部下、一人であんな、辛つらかったんだ。怖いよな。人の……友達の命を預かるって、怖いよな？　九重」

　エイルンの意識は朦もう朧ろうとしていた。真紅のパイロットスーツは、所々から血が滲にじんでいる。視界に入ってくる敵が歪ゆがんで見えた。

　でも聞こえてくる声────紫貴の嗚咽おえつがエイルンを支える。

　その嘆きを止めたい。今も流れているだろう、その涙を止めなくてはならないのだ。

「君の荷物が、少しでも軽くなるのなら……俺は、何とだって、戦ってやる」

　ルークが真横から飛びかかった。

　エルフィーナがその足を払うようにルークの足元を斬きりつける。ルークの両足首が飛んだ。ルークは顔面から地面に倒れる。その後頭部にレイピアの光刃が突きたてられる。

　少量の黒い血がエルフィーナのヒールを汚した。

「だから……間違える事に、怯おびえるな。可能性を信じ切ろ。確率が低いのなら、俺が押し上げる。君の取とり零こぼしたモノは……俺が、何としても、拾い集める。手放すだけが、選択じゃないんだ……だからどうか、簡単に、諦あきらめないで欲しい」

　エイルンが大きく息を吐く。呼吸を整えてからエルフィーナに言った。

「エルフィーナ、ここまでで、いい」

『……かしこまりました』

　エルフィーナが可変式ブラストダガールイン・セイバーを左肩にしまう。

　周囲にはもう、ポーン・ルークの姿はなかった。

　コックピットモニターを通し、エイルンはクイーン【多頭型】を捉とらえる。

　沼が点在する湿地帯に、二体の人型が立つ。全身に、隈取りのような赤と青の模様がそれぞれ浮かんでいる。全長は一九メートル、エルフィーナと同じくらいの目線だ。

　多頭型赤と、多頭型青も、エルフィーナを視界に捉える。

　二匹は、二つの口──顔と胸部の口──で、大気を震わせる雄お叫たけびを上げた。

　最後にエイルンはモニターに笑いかける。

「九ここの重え。俺を部下に持つ事が、どういう事か……今、教える」

　モニターの中には、涙なみだでクシャクシャになった紫し貴きの顔があった。

「俺の全部で、証あかしを立てる。見てろ……俺は頑固で、どうしようもなく、諦めが悪い」

　真紅の淑しゆく女じよと、二匹の魔獣──その火ひ蓋ぶたが今、切って落とされた。






Ⅸ　多目的武装変更ドレス・アタツチメント









「何だ……何なんだ、こいつは？」

　バートンは完全に動転していた。他の部下たちも皆、似たような顔をしている。

　モニターの中でエルフィーナが戦う──二匹の俊しゆん敏びんな人型を、完璧に相手取っていた。

　エルフィーナの髪が金色に輝く。攻撃を繰り出す度に、髪がその色を変えた。

　多頭型赤の腹をエルフィーナのボディブローが持ち上げる。その拳こぶしは易やす々やすと腹を突き破った。刹せつ那な、背後から多頭型青が爪つめを振り下ろす。エルフィーナは上半身を一気に沈めた。

　後ろ蹴げりのカウンター──ハイヒールの踵かかとが、多頭型青の顔面に突き刺さる。

　バートンは、座る部下の肩口を掴つかんで引き寄せた。

「貴様！　私に虚偽の報告をしたのか！」

「め！　滅相もありません！　サー！」

　バートンは、例のパイロットは故障中だと聞かされていた。こちらの手引き通り、遠征で大怪け我がを負い、使い物にならなくなったと──

　バートンは目を血走らせて、画面のエルフィーナを指差した。

「ならば、これが瀕死の人間の操そう縦じゆうだというのか!!　直接支援もなしにルークを一四！　ポーン三五匹を難なく撃破！　しかもコイツが今やっているのは格闘戦ではないか!!」

　映像のエルフィーナが、多頭型赤と手四つに組み合った。

　エルフィーナの指先が多頭型赤の両手を握り潰す。

　そのままケンカキックを腹に叩たたきこむ。多頭型赤の両腕が、肩口からブチンと千切れる。

　多頭型赤は大砲で射出されたように真後ろへと蹴けり飛とばされた。

　エルフィーナは多頭型赤の両腕を無造作に捨てる。再びヒールを前に出した。

「クイーンの筋力は、最小値でも一五万馬力に相当すると言われてるんだぞ……それがこんなっ！　ネイバー規格でもないのに！　何なんだ！　この戦術兵器は？」

　エルフィーナの戦闘力は、〔異常〕という言葉すら生ぬるい。

　クイーンの筋力は大和型戦せん艦かん──全長二六三メートル、乗員数三〇〇〇を超える超ド級戦艦──の出力に相当すると言われる。

　その筋力と正面から渡りあえるのは謎なぞの決戦兵器・ネイバー規格だけだ。

　これは戦騎装規格人のテクノロジーでは絶対に到達できない領域なのである。

「少佐！　やはり出来ません！」

　部下の一人が言った。彼は先ほどからずっと戦闘を記録しようとしていた。

　彼のコンソール画面には〔カメラに×マーク付のエルフィーナのデフォルメ画像〕が表示させている。また、手に持つ携帯電話の画面にもだ。彼が、録画やそれに準ずるような操作をしようとすると、この画像があらゆる電子機器の画面に表示された。

　見るのはいいが〔撮影は禁止〕とでも言うように。

　バートンはベレー帽を足元に叩きつける。怒りのまま、それを踏みつけた。

「半年以上もかけて計画を練ったんだ！　メルキセデクの無敗神話に泥をつけ！　ネイバーフッド一体の損失を出してまで決行したんだぞ？　この計画はっ！　それが……こんな訳の分からないイレギュラーに！」

　バートンは映像のエルフィーナを睨にらむ。

　──せめてデストブルムが……デストブルムが戦場に出てくれさえすれば……。

　バートンは心中で、保険で用意した最後の一手にすがりつく。







　バートンの目もく論ろ見みが、崩れかけた頃ころ──司令管制室も別の事由でひっくり返っていた。

　役員七人が自衛隊戦力に指示を出す。一般役員の二人が急せかすように茜あかねに言った。

「茜っちまだ分からないの!?」

「茜っち大明神さま、早く早く！」

「今、考えてますから待って下さい！」

　茜は強い語調で返す。睨みつけるように中央モニターを見た。

　──なんで死なないのよコイツ!!

　映像のエルフィーナが光の拳こぶしを振り上げる。スイカでも砕くように多頭型青の頭を殴り潰した。でも、五秒も待たず新しい首が生えてくる。

「ああぁ！」

　田た中なかが情けない声を上げる。

　多頭型は通常、三体からなる複数一個体のクイーンだ。中ちゆう枢すう機関を司つかさどる〔本体〕と複数の〔分身体〕で形成される。分身体・一匹の戦闘力は【標準型】に毛が生えた程度だ。また通常のクイーンと同じように子供を産み、無差別物質消去ＩＭＥも放つ。

　この型の厄介なところは、本体を倒さない限り、永遠に分身体を倒せないところにある。そして──エルフィーナは既すでに二〇回以上、眼前の二匹を死滅させていた。

「やっぱりこいつらは分身体……それしか考えられない。でもそれなら、本体が何ど処こかにいるはずなのに──」

　茜あかねは右マップに視線を走らせる。

　しかし、何処を見ても〔唇くちびる〕の赤マーカーは二つしか見当たらない。

「茜！　やっぱり何処にもいないって！」

「うちのレーダー、米国国防総省ペンタゴンと同じ代物が積まれてるんだよ!?　分身体がこんな近くまで来てるのに、本体だけ察知できないなんて在り得ないよ！」

　男子役員と女子役員が言う。彼女の指摘こそ、茜の頭を混乱させる理由である。

　現時点で、本体の位置が特定できていない訳がないのだ。

　中央モニター──映像のエルフィーナから、エイルンの声が上がった。

『寝て、ろっ！』

　エルフィーナが拳こぶしを地面に振り下ろす。多頭型改め、分身体赤の頭部が地面に埋まった。地中で爆発が起こったように、土が垂直に舞い上がる。

「氷ひ室むろくん氷室くん氷室くん──」

　紫し貴きが祈るように手を組む。露払いを済ました紫貴に、もう出来る事は残っていない。

　本来──エルフィーナの格闘戦は、流りゆう麗れいにして絢けん爛らんだ。

　舞うように避け、踊るように刺す剛撃は、一撃にして必殺の威力を持つ。

　見るモノ全すべてを魅了する武踏──それがエルフィーナの格闘戦である。

　でも映像のエルフィーナは動きが悪い。一つ一つの動きが雑なのだ。例たとえるなら、ケンカ慣れした不良とでもいうのか……そして、その理由は語るまでもない。

「このままじゃ氷室総隊長、持たないよぉ！」

「分かってます！　私にばっか押し付けないで先輩たちも考えてよ！」

　泣きつくように言った先輩役員に、茜がヒステリーを起こす。そんな茜たちの話を聞いていたのか、エイルンが闘いの最中に通信を送ってきた。

『つまり！』

　映像のエルフィーナが二体の顔面を鷲わし掴づかむ。手を叩たたく要領で、双方の頭を叩たたきつけた。二つの頭が、割れたココナッツみたいに黒い血を飛ばす。

『つまり、どこかにもう一匹！　隠れてる、ということだな！』

　エイルンの血を吐くような声に、一同が応こたえるのを忘れる。代わりに雷らい鳥ちようが返答した。

「そうみたいだ。すまない坊や、なんとか出来るかい」

　中央モニター──仰あお向むけに倒れていた分身体赤と分身体青が即座に復活する。キョンシーみたいに、身体からだを平行に保ったまま起き上がった。

『手段は、ありますっ！』

　エルフィーナがダブルパンチを突き出す。起き上がった二匹の顔面を殴り飛ばした。

「よし。分かった。今、足止めを送る。少しの間、辛抱しとくれ」

　雷らい鳥ちようはすぐ役員を動かす。紫し貴きは葵あおいに通信を繋つないだ。







　鬼ほお灯ずきのコックピットモニター・横に、紫貴の顔が表示された。

『オーガ・ゼロ！　これよりポイントＥ２に向かい、スカーレット・レディの──』

「その前に言うことあんだろ、このタコっ！」

　火を噴く勢いで葵が怒鳴る。紫貴は突然の出来事に目を丸めた。

「セレンがそんなとんでもない事になってたんなら！　ゴチャゴチャ考える前に私に相談するのが──っ！」

『葵さん！　お座り伏ふせハウスっ!!』

　映像通信で乱入する茜あかね。葵は「がるるる！」と、唸うなりながらも口を止めた。

『でも紫貴さん。今回は私も葵さんと同意見です。紫貴さん、アクシデントに弱いところあるんですから……こういう時こそ頼ってくれてもいいじゃないですか』

『で、出来る訳ないじゃない！　機密情報も含まれているのよ？　それに相手は国際連合ＵＮ直属の実行部隊、皆の不安を煽あおってもし間違いでもあれば──』

　茜の言い分に紫貴は抵抗する……も、葵が「がるる！」と唸り、茜がジト目になった。

　画面の紫貴は小さくなる。やがて『ごめんなさい』と呟つぶやいた。

　その様子を見て、葵の溜りゆう飲いんが下がる。ここ、数週間の鬱うつ積せきが晴れていくようだった。

『はぁ……。で？　私はどこで、誰の首を刎はねてくればいいんだよ』

　鬼灯が両肩から二刀を引き抜く。鬼の面はエルフィーナのいる方を向いた。







　薙なぎ倒たおされている、木々という木々。巨大なシャベルで掘り起こしたように、周囲の土は盛り返っている。エルフィーナの周囲には、仮設のリングが出来上がっていた。

　新たな巨木を巨人の身体が踏み倒す。巨人は二転、三転して、また木と土をめくった。続け様に、もう一匹の巨人が上半身を地中に埋うめる。

　エルフィーナがダランと両肩を垂らす。美しい顔に真紅のドレスは、跳ねた土砂と返り血で汚れてしまっていた。

　コックピットのエイルンは、最悪のコンディションと言える。

　視界がぐにゃぐにゃに歪ゆがむ。頭には深いモヤがかかったようだった。幾ら息を吸っても酸素が足りない。全身に氷ひよう嚢のうを当てられているように、悪お寒かんがしっ放しなのだ。

　分身体赤の左肩に、エルフィーナが右踵かかとを落とす。唸うなりを上げて回転する高出力ブラストソールイン・カツターが、その身体からだを両断した。

　同時に叫びたくなるほどの激痛がエイルンの右肩から走る。

「ぷっ！　ハァー！　ハァー！」

　叫ぶのを堪こらえた口から、唾つばが飛ぶ。エイルンは目を剥むいて激痛に耐えた。

　コックピットを揺らす衝撃──その一回一回が、エイルンの意識を刈り取ろうとする。

　コックピットモニターに映るのは、エルフィーナよりも大きな人型が二体。

　こちらの状況などお構いなしだ。元の状態に戻った途端、襲いかかってくる。こんな身体では絶対に戦いたくない敵と言えた。エルフィーナが進言する。

『ムッシュ。剣撃戦に切り替える事を推奨いたします』

「却下、だっ！　敵の正体、掴つかめない以上、エネルギーは、取って、おくべきだ！」

　顔中に脂汗を浮かべてエイルンが応こたえる。再度、エルフィーナを進ませようとした。

　その時、コックピットモニターに、頼もしい後ろ姿が滑り込んでくる。

『総隊長！』

　葵あおいだった。モニターに映った鬼ほお灯ずきが姿勢を低くする。

　太た刀ちと小こ太だ刀ちを掬すくいあげるように振り抜く。

『遅れました！』──分身体赤と分身体青の片足首が切り落とされた。

　走り出した瞬間を狙われた二体は、うつぶせで地面に倒される。

「一いち、ノの瀬せ！」

　エイルンは心底、救われた気分になった。コックピット・右隣に葵の顔が表示される。映像の葵は、エイルンの顔を見るやギョッとなった。

『顔、真っ青じゃないですかっ！』




『坊や！　今のうちだ！』

『頼、む、一ノ瀬！』

　通信で雷らい鳥ちようがエイルンに言う。鬼灯のコックピットモニターを介してエルフィーナが後退を開始した。葵は苛いら立だちを隠さず、コックピットの壁を殴りつける。

　鬼灯が太刀を右肩にかけ、左手の小太刀を下げた。

『テメェら……うちの隊長に何してくれてんだよ』

　鬼灯の外部スピーカーから、葵の低い声が流れる。

　分身体赤が地面に手を付けて立ち上がる。不安定な姿勢のまま鬼灯に飛び掛かった。

『ふん！』

　鬼灯が小太刀を分身体赤の口内に突き入れる。小太刀が分身体赤の喉のどを貫いた。鬼灯の左腕から甲高いモーター音が鳴る。

　轟ごう音おん──分身体赤が地面に縫ぬいつけられた。

　すぐさま鬼ほお灯ずきの右横から、分身体青が爪つめを浴びせる。鬼灯は爪の軌道を太た刀ちで逸そらす。紙一重で回避するも、鬼灯の太刀が分身体青の爪によってへし折られた。

『何してんだ、って聞いてんだよっ！』

　太刀を捨て、鬼灯は分身体青の喉のど元を掴つかみ上げる。即座に鋼鉄の掌が爆発した。

　爆風に押されて分身体青が後ずさる。片や、倒れていた分身体赤は、口内に刺さった小こ太だ刀ちを噛かみ砕くだく。何もなかったように二体は立ち上がり、体勢を整えた。

「……あー。怖くてションベンちびりそうだわ」

　バイク状のコックピットで、葵あおいは目を据すわらせる。

　次の瞬間、鬼灯の背後に大量の武装コンテナが投げ込まれた。

　騒音が連続で起こる。鬼灯の背後に鋼鉄の墓標が立ち並んだ。

　武装コンテナの蓋が一斉に開く──中から次々と剣の柄つかなり、ライフルのグリップが飛び出す。その中から、鬼灯が無造作に太刀を引き抜いた。

　通常、クイーンに正面から闘いを挑んでいいのはネイバー規格だけである。

　編隊も組まない。ましてやクイーンの接近戦独壇場で戦うなど死にに行くようなものだ。でも氷ひ室むろ義塾には、それが許される〔例外〕が二人いた。

　一人は悪魔の六デーモン・シツクス、睦むつ見みアギト。そしてもう一人──

『来いよ……何回でも、噛みちぎってやるからさぁ！』

　炎の一フレイム・ワン、一いちノの瀬せ葵がその牙きばを向く。鬼の戦せん騎き装そうが白はく刃じんを煌きらめかせて飛び上がった。
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　第弐富ふ士じを囲う巨大隔壁────そこに水がつく。べちゃ、べちゃ、と。

　それは巨大な手形のようだった。巨大隔壁に五本の穴が開いていく。見えない何かが登っているように……爪つめ痕あとが隔壁の上へ、上へと、ついていった。







　島の中央にエルフィーナが立つ。左手を腰に当て、右足を半歩、前に出した。

　空に手を差し伸べるように、エルフィーナは第弐富士へ右手を向ける。

　そのコックピットではエイルンが呼吸を整えていた。やがてその目に力を取り戻す。

　エイルンはエルフィーナの【ドレス・アタッチメント】を起動させた。

「エルフィーナ！　武装変更ドレスチエンジを承認！」

　エイルンの起動ワードで、コックピットモニターに〔四つのトランクアイコン〕が表示される。エイルンは、左から二番目のトランクアイコンに、親指の腹を当てた。

「専守迎撃イージスドレスっ、セレクト！」

　エイルンが親指を縦に払う。エルフィーナのＶ字の仮面に、青い光の線が走った。

『かしこまりました。武装変更ドレスチエンジを開始します。来なさい！　ドーターっ!!』

　エルフィーナは第弐富士に向け、右手の指を鳴らす。







　エルフィーナの格納庫内──真紅のスーパーカーのヘッドライトが自動的に点灯する。

　スーパーカーは吠ほえるようにエンジンの爆音を鳴らした。







　司令管制室で一人の女子役員が気付く。慌てて雷らい鳥ちように報告した。

「司令！　貨物輸送用の地下線路を、何かが物凄すごいスピードで走行中！　出発元！　エルフィーナの格納庫第七地下シエルター！」

　雷鳥はアニメの設定を思い出す。目の色を変えて、下にいる役員たちに命令した。

「Ｚ１ブリッジからＺ３ブリッジを急降下！　早くしな！」

　エルフィーナの仕草に目を奪われていた全員が、何事かと雷鳥の方を向く。

　右モニターでは、第弐富士の地下を物凄い速さで、〔車〕の青マーカーが進んでいた。

　中央モニターの映像が切り替わる。市街地の様子が映し出された。

　市街地の公道の穴──エルフィーナが出てきたリフト排出口──から、真紅のスーパーカーが跳び出した。車体が大きすぎて排出口が壊される。

「「「「っ!?」」」」

　全員が驚きの声を漏らす。役員の一人が隣小島への渡り橋を全すべて下ろした。

　中央モニターでは、無人のスーパーカーが市街地を爆走する。真紅のスーパーカーは降下途中の渡り橋の一本をよじ登る。ぶおんと音を上げて隣小島へ跳び出した。

『陽ひ葉よう！　ドーターの、進路確保！　進路に、マリスを入れないでくれ！』

「ど、ドーターってこの車の事ですか!?」

　エイルンの指示通り、茜あかねたちは慌てて部隊を動かし始める。







　ヘッドライトが闇やみ夜よを切り裂く。オフロードのタイヤが土煙を巻き上げた。

【ファラリカ・ドーター】が隣小島を爆走する。正面に立っていたポーンを轢ひき殺ころした。

　真紅のスーパーカーが、猛然とエルフィーナの下へ向かう。

　エルフィーナが天を指差すように、右手の人差し指を真上に上げた。

『専守迎撃イージスドレス、トランクアウト』

　ドーターがドリフトして急ブレーキ──土を巻き上げ、尻しりの部分から一個の巨大トランクケースが射出される。トランクが空中で開いた。中から青い光が放射状に広がる。

『高機動コンバツトドレス、キャストオフ』

　エルフィーナのスラスター群ウイングパレオが勢いよくパージされる。

　ドレスが一ブロックにまとまった。そのままトランクの発する光の中へ収納される。

　代わりに他の武装ドレスパーツがトランクから射出された。

　エルフィーナの〔Ｖ字の仮面〕も垂直に飛び上がる。エルフィーナが素顔を晒さらした。

「多目的武装変更ドレス・アタツチメントっ！　承認！」

　エイルンが両方の操そう縦じゆう桿かんを同時に引く。エルフィーナの腰回り・脚部を、射出された武装ドレスパーツが覆い隠した。縦にスリットの入った〔ウエディングスカート〕である。

　貴婦人帽子が分解・再構築し、〔大きめのヴェール〕へと形を変えた。

『専守迎撃イージスドレス、完全稼働アクテイベイト』

　エルフィーナが言うと、ヴェールが頭から上半身に掛けられる。スカート装甲の左右・前後に小さな穴が開く。中から紅の砲筒が一六門、顔を覗のぞかせる。

　それはウエディングドレスを思わせる真紅のドレスだった。

　エルフィーナのアップになっていた後ろ髪が、ストレートのロングヘアーに変わる。

　空中に飛ばされた〔Ｖ字の仮面〕が〔半割れの仮面〕に変形した。

　エルフィーナはそれをキャッチする。最後に仮面を付け直した。

『エルフィーナ・専守迎撃イージスオプシヨンに換装完了ドレスアツプ』

【ドレス・アタッチメント】──エルフィーナ最大の特徴とされる、独自の武装変更システムである。自律輸送ユニット【ファラリカ・ドーター】に搭載される、四つのトランクからドレスを選び、着替える事で戦闘スタイルをガラリと変える事が出来るのだ。

「敵を、いぶり出すぞ！」

　エイルンが言う。エルフィーナの半割れの仮面──右の目元──が網目状に青く光った。

『範囲指定・半径五〇キロ圏内。八〇パターンで索敵を開始』

　エルフィーナが仮面状のスコープサイトを通して、周囲を見渡す。

　その視線がやがて第二富ふ士じの方へ向き──




「『っ!?!?!?』」──エイルンとエルフィーナ、両者が同時に声を漏らす。




「エル、フィーナぁっ[image: ]」

　エイルンは凄すごい形相で吠ほえた。

　エルフィーナが脇の下からルインブレスを引き抜く。スカートの一六門ブラストカノンルイン・ポツトが砲塔の向きを変えていく。ウインチ音を鳴らし、その角度を定める。

『生体反応なし。情報取得に一・二秒の誤差あり。自動補正設定に切り替え、多少のズレはお許し下さい。トリガーは預けます』

「ルイン、ブレスっ、緊急チャージっ!!」

　エイルンが操そう縦じゆう桿かん・横のボタンを親指で押す。

　エルフィーナの構えたブラスト銃剣ルイン・ブレスが二つに割れた。中にある砲頭が覗のぞく。

　砲頭が高速回転──虹色に発光した。銃口に青色の光球を作り上げる。

　エルフィーナは一本の銃と、一六門の火砲を第弐富士へ向けた。
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　司令管制室──中央モニターでは、エルフィーナが銃口という銃口を、第弐富士こちらへ向けたところだった。茜あかねが跳ねるように聞く。

「スカーレット・レディ！　どーしたんですか!!」

『ブラストカノン砲ルイン・ポツト！　一番から一六番！　てぇ──っ！』

　エルフィーナが言う。スカートから一六本の光が、弧を描いて発射される。

　中央モニターの映像が切り替わる。

　青い、十六本の光は流星となって市街地に降り注ぐ。

──ビルがアイスみたいに溶けて風穴が開く。──道路上にあった乗用車が蒸発する。──爆発が市街地のいたるところで発生する。

　皆が驚きに声を上げる中、役員の何人かがそれを目撃する。

　見えない巨大な何か──それが光を避けるように天高くを飛び上がったのだ。







　エルフィーナのモニターは、市街地とその上空を映し出していた。

　姿は見えない。しかし〔紫のシルエット〕が市街地から上空へ跳び出していた。

　今のエルフィーナは微量な電磁波でさえも可視認識できる。だからこそ見つける事が出来たと言えよう。

　ターゲットカーソルがピピピと音を立て、高速飛ひ翔しようした〔紫のシルエット〕を捉とらえようとする。エイルンはぼやける視界でカーソルを追った。

　勢いよくブレるターゲットカーソルが……目標をロックオンする。

「っ!?　ぐぅ！」──トリガーを絞る瞬間、右肩に激痛が走る。トリガータイミングに、強い違和感をエイルンは感じ取った。

　エルフィーナのブラスト銃剣ルイン・ブレスが最大出力で発射される。

　青い大光線が一直線に氷ひ室むろ義塾の上空を穿うがつ。大光線は〔紫色のシルエット〕を掠かする。ソレは空中で体勢を崩し、市街地へと落ちて行った。

『エネルギー残量、一〇パーセントを下回りました。目標……健在です──』

　エルフィーナががくりと膝ひざをつく。今の攻撃で、エネルギーの大部分を消費してしまう。エイルンは顔を歪ゆがませる。痛みで狙いを外した……仕損じたのだ。

　エイルンは、すぐさま司令管制室に通信を送った。

「みんなっ！　逃げてくれぇええええっ!!」







　司令管制室の誰もがその様子を見ていた。

　中央モニター──空間の一部が歪んでいる。ソレは段々に色を持ち、形を成していった。

　雷らい鳥ちようが一早く気付く。自席のマイクを乱暴に掴つかみ取った。

「最終防衛ラインの全部隊に勅伝っ！　それが多頭型の本体だ!!　止めろ！　何としても止めるんだよっ!!」

　モニターの中で一体の巨人が姿を現す──

【多頭型・本体】は女体を思わせる体つきをしていた。全長は二〇メートル。長すぎる髪は足首まで伸びる。肌の質感はハ虫類を思わせた。

　人に性格があるように、クイーンの志向にも差異がある。

　クイーンの多くは子育てを優先させるが、あくまでそれは原則論だ。全すべてがそれに当てはまるとは限らない。個体には根強く〔捕食欲求〕が残っているモノも存在する。

　この〔本体〕は、分身体と子供を囮おとりに……既すでに絶対防衛線の内側に侵入していたのだ。

　多頭型・本体の顎あごが蛇へびみたいに裂ける。

　黒い粒の塊と白い球が、カエルの卵みたいに一まとまりになって落ちる。クイーンは市街地に、何十・何百という子供を産み落とし始めた。







　戦せん騎き装そう・第一格納庫──整備部にはパニックが広がっていた。

『戦闘科全生徒に告ぐ！　全ての作業を放ほう棄き！　避ひ難なんシェルターに！　コード・ＺＺＺトリプルゼット発令！　全校生徒は最下層シェルターへ！　急げ！　クイーンが来てる!!』

　雷らい鳥ちようの怒鳴り声が第一格納庫に広がる。

　皆、工具を捨て、仲間たちと手を取り合って地下直通のエレベーターや、車両用エレベーターに押し掛ける。そんな中、日向ひなたは格納庫の巨大モニターを見た。

　日向が確認したのはクイーンのマーカー位置だ。市街地にある〔唇くちびる〕の赤マーカーは案の定、この氷ひ室むろ義塾へと向かっていた。日向は唇を噛かむ。

　クイーンの狙いは学園直下にある、ヘキサが大量に収容されている避難シェルターだ。

　最終防衛ラインの戦力──クイーンと氷室義塾までの距離──皆が避難する時間──その全てを電卓で弾いた時、かつての〔使用機体〕が視界に入った。

「副部長も早く！」

　柔じゆう呉ごがやってくる。日向の車椅い子すを後ろから押した。日向は首だけで後ろを向く。

「部長！　お願いがあります！」

　日向の申し出を聞いて柔呉は二秒間悩む。

　整備部の部長は「おっし！」と、日向をお姫様だっこで担ぎあげた。







　デストブルムの中で、セレンもクイーンの存在を確認していた。

　全方位モニター──市街地を壊しながら進む多頭型。

　その醜悪な姿にセレンは怯ひるむ。一瞬、画像に呑のまれそうになった。

　でも……セレンは目を強く瞑つぶる。自分の中のありったけの勇気をかき集めた──

　デスブルムは現在、ハンガーに固定されている。両肩と背中にロックボルトが差し込まれいている状態だ。そんなデストブルムから、セレンの声が流れる。

『んん！　むうぅ！』

　突如、デストブルムが動き出す。

　拘束を嫌がる動物みたいに上体を動かし、全身を捻ひねろうとする。ハンガーを設置する壁材にヒビが入った。鉄と鉄が激しくぶつかる音が格納庫内に反響する。

　中のセレンが一際、大きな声を上げた。

『むぅう！』

　デスブルムがハンガーをぶち壊す。背中から四本のマシンアームが伸びた。

『クロ！』──デスブルムのアイカメラがパールに光る。







　エルフィーナがスカートの両裾を持ち上げて走る。花嫁が式場から駆けだしたような走り方だ。エルフィーナは氷ひ室むろ義塾を目指す。

「間に、あってくれっ」

　エイルンは焦しよう燥そうを顔に貼はり付つける。市街地には既すでに火が上がり始めていた────







　市街地では急増したポーン・ルークが散らばる──

　ショッピングモールをルークの巨体が走り抜ける。ショーウィンドウのガラスが、波飛沫しぶきのように砕け散った。建物が壊れ、瓦が礫れきの波がその後に続いていく。

　公道を封鎖していた警官たちがポーンの餌え食じきになる。

　喚わめきながら発砲を続ける警官を、ポーンが無造作に掴つかみ上げる。警官の上半身を鶏とりのモモ肉みたいに食いちぎった。

　子供を産み落とした多頭型・本体は、既に進軍を再開していた。

　ビルを薙なぎ払はらう。街路樹を踏み壊し、氷室義塾までの最短距離を行く。

　その顔や上半身に、砲火の炎が浴びせかけられる。でも焼かれた端から傷口は再生していた。長い髪を振り乱し、多頭型・本体は氷室義塾を目指す。

　進行上に巌がん流りゆう六体が並ぶ。

　正面には盾で作った仮設障壁──巨大盾を地面に刺して作ったバリケードである。

　盾の隙すき間まから、巌流・六機がクイーンに向けて砲撃を繰り返す。

　爆走中の多頭型は、右肩を大きく前に突き出した。

　剛烈なショルダータックル──クイーンの突進が巌流のバリケードを易やす々やすと砕く。

　バリケードの内側にいた三体が、大おお袈げ裟さなまでに吹き飛ばされた。

　首や頭、腕といったパーツ群が舞う。数秒後に空中で大爆発を起こす。

　それは、多頭型が最終防衛ラインを突破した事を意味していた。







　司令管制室──警報のビープ音と赤いサイレンランプが回り続ける。

　生途会も避ひ難なんを余儀なくされていた。

　最後まで残るとごねた雷らい鳥ちようと後輩役員たちだが、田た中なかが力づくでシェルター直通のエレベーターに押し込む。次に一般の役員たち。最後に残ったのは茜あかねと紫し貴きだけとなっていた。

「紫貴さん、駄目です！　依い然ぜん、特務は通信に出ません！」

　茜の報告に紫貴が歯は噛がみする。

　この火事場で、紫貴たちはデストブルムと交信が出来ないでいた。もしかしたら指揮権が移譲された際、バートンが何か工作をしたのかもしれない。紫貴はそう思っていた。

「もう時間がありません！　私たちももう避難を！」

　避難エレベーターの前で茜が紫貴の手を引く。しかし……茜はその眉まゆを曇らせた。

「……紫貴さん？」




「あなたは生きなさい……茜」──紫貴が茜をエレベーターの中へ突き飛ばす。




　茜は咄とつ嗟さに、手を前へと手を伸ばす。

　紫貴は壁の縁にある〔非常脱出ボタン〕を叩たたき押した。

「紫貴さっ──」

　泣きそうになった茜の顔を鉄の門扉が隠す。

　茜を乗せたエレベーターは、地下まで急速降下を開始した。

「ごめんね、茜」

　一人残った紫貴は、地下にある司令管制室を地上へと上げ始めた。







　多頭型は、市街地と氷ひ室むろ義塾を隔てる森林部まで入り込む。

　森林部の各所がブロックごとに持ち上がった。中から固定砲台が顔を出す。

　これは森に偽装した迎撃装置である。六門の砲火が多頭型を狙い撃つ。

　多頭型の体にブチュブチュと黒い血が上がる。でも多頭型はそれを無視してまた走りだす。スプリンターを思わせる、躍動感ある走り方だ。

　多頭型が、目視できる位置まで氷室義塾を捉とらえたところだった。

　交互に出され続ける両脚──その右足が、突如、吹っ飛ばされる。右膝に大きな風穴が開いたのだ。森の木を倒して多頭型が勢いよく転がった。




　第一格納庫のメインゲート前──一体の巌がん流りゆうが片かた膝ひざをつく。

　パールホワイトのカラーリング。鈍重で肩太りしたボディをしている。

　上半身から頭半分だけを覗のぞかせるようなヘッドユニット──その単眼カメラが半円を描くように移動した。腰からワイヤーアンカーを二本、地面に刺している。

　これはワイヤーで無む理り矢や理り、身体からだを固定しているのだ。右腕に構えるのは九五ミリ口径の長距離カノン砲である。銃口からは硝しよう煙えんが立ち上っていた。

　巌がん流りゆう・改が銃身・横のレバーをガコンと引く。徹鋼弾の特大薬きょう──ドラム缶程の金筒──が飛び出す。特大薬きょうがコンクリートを割って地面に転がった。

　コックピットには、柔じゆう呉ごが日向ひなたをだっこする格好で座っていた。

　日向は、咥えていた火薬抜きライフル弾を、「ぷっ」と吹き出す。ライフル弾は足元のごみ箱に入り、底面で円を描いた。日向は右目の狙そ撃げきスコープを外す。

「第一射、命中っ！」

「すっっっげぇええ！　向こうまで二キロくらいあるんだろ!?」

「シートベルトさん！　舌を噛かむから喋しやべらないで！　あと、そのままブレーキペダルから足を離さないでくださいねっ！」

　日向はおっ魂消る柔呉に注意する。右側の壁にあるレバーを勢いよく引いた。

　連動するように、巌流・改も、重音を鳴らして砲身のレバーを引く。新たな徹鋼弾が装そう填てんされた。

「せめて、みんなが避ひ難なんを終えるまで。部長、もしも逃げ切れなかったら……その時は、絶対に私を置いていってください」
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　日向ひなたが憂うれい顔で言う。柔じゆう呉ごは痩やせ我慢で笑った。

「連れないこと言うなって。部員、守んのは部長の役目で、女、守んのは男の役目だ」

　日向が寂しそうに笑う。頭上から伸びている狙そ撃げきスコープで再び右目に覆った。

　それから左のダッシュボード──ライフル弾で溢あふれる引き出し棚──から、新しいライフル弾を取り出す。日向はそれを奥歯で噛かみ締しめた。犬が犬歯を剥むき出だすように。

　これは日向の────閃光の八ライトニング・エイトの〔射撃儀式〕である。

　これを行った日向が弾を外したことは……ただの一度もない。

　スコープ内でターゲットカーソルが動く。視界と指が直結しているかのように、日向の指がトリガーに伸びる。

　サイト内のクイーンが右足の修復を完了させる。のそりと立ち上がった。

　ターゲットカーソルがクイーンの左ひだり膝ひざをインサイト──日向の右目が広がる。

　日向は操そう縦じゆう桿かんのトリガー絞った。

　轟ごう音おんと凶悪なマズルフラッシュ──大口径の徹鋼弾が放たれる。反動で長銃ごと巌がん流りゆうの右腕が外れ飛んだ。衝撃で日向の後頭部が柔呉の鼻頭にぶつかる。

　二本のワイヤーが切れ、巌流・改が横向けに倒れた。

　同じくクイーンの左膝を九五ミリ口径の徹鋼弾がぶち抜く。

　弾けたトマトみたいに膝から黒い血が飛んだ。バランスを崩したクイーンは再び森林部に転がる。二人は壊れた巌流の操縦席でそれを確認した。柔呉はすぐにハッチを開ける。

「ハイ終わり！　俺たち頑張った！」

　解放したハッチから、日向をお姫様だっこして柔呉が飛び出す。

「もう限界！　チビる！　逃げるぞ副部長！」

　柔呉は鼻血を垂らし、半泣きの状態だった。でもその太い腕は日向をがっしりと離さない。日向はそんな彼を見て不謹慎にも微笑ほほえんでしまう。「はい」と、柔呉の首に自分の腕を回す。二人は一目散に格納庫の地下直通エレベーターに向かった。




　その一方──多頭型の膝が再生する。クイーンは立ちあがると氷ひ室むろ義塾へと走り出す。




　けたたましいビープ音が鳴り続ける。

　紫し貴きは司令管制室で一人、四つのコンソール画面を操作していた。

「橘部長と八や雲くも副部長、地下四〇メートルまで退避を確認……よくやってくれたわ。日向」

　司令管制室はもともと氷室義塾の特別棟に存在する。

　戦闘時は、生途会役員を収容後、学園の地下五〇メートルまで降下する仕組みとなっている。紫貴はその司令管制室を地上……つまり特別棟へと戻していた。

「持って、一五、一七分くらいかしら」

　セレンに救援を求められない今、紫貴に出来るのは少しでもクイーンを足止めすることだった。

　紫し貴きの右手に握られるスイッチ──それは校舎棟の【自爆装置】だった。

　地上を瓦が礫れきで埋うめ尽くせば多少の時間は稼げる。

　──後は……後の事は、あの人に任せてしまおう。

　紫貴は寂しい笑みを口元に浮かべた。モニターを眺ながめながら呟つぶやく。

「そっちに行ったら……貴方あなたに会えるのかしらね。緑みどり」

　中央モニターは外の様子を映し出していた。

　映像の多頭型が氷ひ室むろ義塾の校門を蹴けり飛とばす。

　月夜を背に髪長のクイーンが現れる。その姿がモニターの中で大きくなっていった。

　腕を抱える格好でモニターを見上げている紫貴──不意に、『ぐ～』と腹が鳴った。

　紫貴は思わず笑ってしまう。思えば今朝から何も口にしていなかった。

「こんな時でも、お腹なかって空すくのね」

　唐突に思い出したのは、廊下に散らばったサンドイッチだ。

　セレンとの最後の思い出となってしまった、あの……。

　セレンの泣き顔を思い出し、紫貴の胸がまた痛んだ。

「あーあ」

　自じ嘲ちよう気味に零こぼす。紫貴はその視線を真横に向けた。

　窓の外にはクイーンが立っていた。その距離は文字通り……既すでに目と鼻の先だった。

「セレンのツナサンド……また食べたかったな」

　自爆スイッチにかけた指に、涙なみだが一粒落ちた。紫貴が指に力を込めようとした瞬間──




『うぁあああああぁああ!!』────地面を割ってデストブルムが現れる。




　多頭型が勢いよく振り返る。

　同じく……。否、クイーンよりも紫貴の方が瞠どう目もくしていた。

「……セレン？」

『わぁあああああああああああぁああああああああああああっ!!』

　デストブルムが多頭型をマシンアームで巻き上げる。

　鋼鉄の蔓つるは、クイーンの太首を絞め上げた。その巨体を、デストブルムは森林部の方へ投げ飛ばす。

　森で砲弾が着弾したみたいに土砂が舞い上がった。

　セレンと交信出来なかったのは……その間、デストブルムはずっと進んでいたからだ。

　ネイバー格納庫のある地下スペースから地上へ。

　何層にも重ねられる表層プレートをぶち壊し、一直線でこの氷室義塾に突撃した。

　この未み曾ぞ有うの危機に……セレンとデストブルム残された最後の希望が立ちあがる。















Ⅹ　生体操作端末バイオリモコン









　通信車両で高らかな笑い声が上がる。バートンは気が触れたように哄こう笑しようしていた。

「勝った！　諸君！　作戦は成功だ！　我々は勝ったぞ！」

　バートンが見るのはモニターが映すデストブルムだ。その魔女帽子を見て、心底、愛おしそうな声を上げた。

「お前を待っていたんだ。さぁ戦え！　暴れるんだ！　そして中にいるその小娘を殺せぇ！」







　燃える街並みを背に、多頭型・本体が立ちあがる。

「ふっ、ぐ」

　十字架にかけられる格好で、セレンは涙なみだを我慢する。しかし、度し難い恐怖は嵩かさを増していくばかりだ。頭が一端、冷えてしまうと歯が小刻みに震え始めた。

　思い出したのは模も倣ほう型の時の記憶である。

　腕を引きちぎられた痛み──デストブルムの身体からだをついばんできたマリスの群れ──

　でも……それでもセレンは懸命に恐怖と闘っていた。

　ずっと見ていたのだ。仲間たちが戦う姿を。

　指示を出し続ける茜あかねたち。

　必死にエイルン夏樹の道を作っていたスター小隊。

　エイルン夏樹を守るため、今も分身体と戦う葵あおい。

　そして……エイルン夏樹は、自分や皆を守るためにあんな状態でも出撃した。

　──皆……戦ってた。

　そして紫し貴きもだ。セレンは紫貴があんな風に泣くのを初めて聞いた。

《セレンが、人形にされぢゃうの》

　自分のために泣いてくれた。人形にされるのを嫌がってくれた。

　セレンはネイバーフッドになった頃ころ、心のどこかで思っていた。

　皆が離れ、それでも紫貴だけは、自分の傍そばにいてくれた理由──

　それは自分がネイバーに乗らないと困るから。そうしないと皆、死んでしまうから。

　だから紫貴は仕方なく一緒に居てくれたんじゃないか、と──

　そして紫貴に頬ほおを叩かれたあの日、『やっぱりそうだったんだ』と、セレンは思った。

　でもそれは違った。自分が知らないだけだったのだ。

　──紫貴もずっと……悲しかった。

　セレンに難しい話は分からない。

　でも、紫貴が自分を守ろうとしていた事は、ちゃんと伝わっていた。紫貴が苦悩していた事も。自分だけではなかったのだ。苦しい思いをしていたのは。

　紫し貴きは自分を友達と想ってくれている……今もちゃんと。

　セレンはそれが堪たまらなく嬉うれしい。だから────

『セレン!?　大丈夫なの？　ねぇセレン！』

　紫貴の心配顔がモニターに表示された。そんな紫貴を、セレンは一途なまでに守りたいと思った。

「ねぇクロ……みんな、死んじゃうの。私たちが負けちゃうと」

　セレンはデストブルムに心からお願いする。自分の大好きな人たちを守って欲しいと。

「私、弱い。でも……クロは強いから。超、超、強いから──」

　デストブルムは鋼鉄の蔓つるを四本、周囲に展開し始めた。セレンは目ま蓋ぶたを強く閉じる。

「アナタが欲しいモノ、なんでもあげる。だから──」

　セレンは目尻に涙なみだを溜めて言う。




「皆を……守ってっ！」──セレンの涙が落ち……コックピットの中で弾けた。




　突如、デストブルムのアイカメラがパール色の強い光を放つ。

　デストブルムの後頭部──一四四門のミサイル発射管──の鉄のハッチが連接音と共にめくれる。黒光りする弾頭群が顔を覗のぞかせた。

　セレンはビックリして目をあける。セレンはまだ攻撃の意思を示していない。

　大噴火──デストブルムの帽子からミサイルの豪雨が放たれる。

　破壊の胞子が市街地に広がっていく。

──高架道路の柱を爆風が吹き飛ばす。──ショッピングモールに火の海が広がる。──高層ビルの何本もが倒壊し、瓦が礫れきの大岩が街に落ちていく。

　モニター画面に映る地平線が、火の海となっていた。

　すぐに紫貴から映像通信が入る。

『セレン、なんて……事を──』

　紫貴は瞳ひとみを震わせる。

　一方、セレンはふるふると首を横に振っていた。その顔に悲哀や悲嘆はない。

　セレンは純粋に驚いている様子だった。

「クロ……すごい」

　紫貴が怪け訝げんそうな顔になる。それから画面向こうでコンソール画面を操作し始めた。

『っ!?　こ、これは──』

　紫貴が目を見開く。セレンは何故かそれが分かっていたから『すごい』と呟つぶやいたのだ。

　十近くの画像がメインモニターに表示される。

　自衛隊の残存部隊も、逃げ遅れた警官たちも動いていたのだ。

『ポーン一六二、ルーク二五を撃破。これだけの爆撃で味方被害が全くない……そうか。表層プレートを壊さないよう、弾頭同士を空中で誘爆させたんだわ。ビルもわざと倒壊させて敵だけを瓦が礫れきで押し潰している……何なの？　このデタラメに優秀な面攻撃は？』

　紫し貴きが恐れを漏らす中、勝手にモニター映像が切り替わる。

　投げ飛ばしたクイーンがデストブルムに向けて走り出していた。セレンは思わずビクつく。しかし……デストブルムのアイカメラが真珠色に光る。

　デストブルムはセレンの心に反した行動を取った。

　後頭部のスラスターがもの凄すごい勢いで点火する。

　セレンはまたも驚く。

　自分は恐怖しているのに……その恐怖の元へ向け、デストブルムは勝手に突進を開始したのだ。

『セレン！』

「ちが！　私じゃない！」

　紫貴の驚きにセレンも驚きで返した。デストブルムは途中にある森も建物も薙なぎ払はらう。デストブルムは最短距離を取って多頭型へ向かう。

「クロ!?」

　セレンにある考えが過よぎった時──走る多頭型とデストブルムの身体からだがぶつかった。

　コックピットを揺らす衝撃と、身体をぶつける感覚がセレンに走った。

　デストブルムよりも小さな人型は魔女の突進を止めようとする。

　クイーンの踵かかとが地面を掘った。二体分の重量を支えようとする。でもデストブルムは更なる加速を求めた。

　デストブルムのアイカメラ──パールの光が一層、強くなる。

　後頭部のスラスターが更に炎を噴く。押し合いに勝ったのはデストブルムだ。

　二体の怪物が夜の街を割断した。

　ビルが何本も倒壊する。二体の横断でショッピングモールが分かれた。街を壊しながら二体の怪物が第弐富ふ士じを囲む隔壁へ向かっていく。

　押し出される最中──魔女帽子の下に、クイーンが両手を滑り込ませる。中にあるデストブルムの首を締め上げた。同じくセレンに首を絞められる感覚が走る。

「く、苦、しい」

　デストブルムの推進力が急速に落ちる。多頭型が踏ん張りを利かせた。コンクリートを削って、二体がその動きを止める。

　一方、コックピット内ではセレンが更に苦しむ。

　すると、デストブルムのアイカメラがまた光った。

　マシンアーム二本がクイーンの両手首に巻きつき……勢いよく真横に引く。

　磔はりつけを食らったようにクイーンの体がＴの字にされた。

「っ!?」

　セレンが驚きに声を漏らす。

　そんなセレンとは無関係にデストブルムは動く。

　残った二本のマシンアーム──その先に在る鋼鉄の蕾つぼみをクイーンの腹へ。

　大連打だ。ボクサーが無心にサンドバックを叩たたくように……打つ。打つ。打つ。

　殴られるたびにクイーンが呻うめく。唾つばを飛ばす。舌ベロを外へ出した。

　二本の蕾が互いに絡み合う。限界までねじ回し……一気に解き放たれる。

　遠心力の加わった二つの蕾がクイーンの腹に突き刺さる。クイーンが吹き飛ばされた。

　轟ごう音おん────腹に二つの痕あとをつけ、クイーンの体が壁に激突する。

　デストブルムのスラスターが再点火した。追い討ちとばかりに体当たりを浴びせ──




　厚さ一〇メートルの巨大隔壁が、観音扉が開くように破壊される。




　デストブルムのスラスターに押し出され、クイーンの身体からだが第弐富ふ士じの外まで飛んだ。

　──クロ……アナタは……、

　落下の最中、セレンは分かった気がした。デストブルムに起こっている明確な変化に。

　そしてまた、この時のセレンは無我夢中で気付いていなかった。




　首に刺されていたケーブルは……セレンのうなじから抜けていたのだ。




　専守迎撃イージスドレスのエルフィーナがスカートの両裾を持った状態で急停止する。

　コックピットモニターが捕えたのは、多頭型・本体とデストブルムが第弐富士から落下する所だった。

「セレンっ、どう、してっ!?」

　エイルンは最奥まで操そう縦じゆう桿かんを前に出す。急発進の衝撃がコックピットを襲った。

　エイルンの身体に再び激痛が走る。

「ぷうぅ！」

　口端から唾を飛ばし、エイルンは全速力でセレンの元へ向かう。







　大の字に倒れたクイーン──その上にデストブルムが落下してくる。

　落下の衝撃が地面をがりがり削った。デストブルムは四本の蔓つるでクイーンの四肢を地面に押さえつけた。そのアイカメラが真珠色から赤へ変わった。

「クロ!?」

　セレンが困惑する中、背後にある砲塔の一本が動き出す。砲身シャフトが伸び、砲塔は魔法の杖つえに姿を変える。それがデストブルムの正面に来た。

【大口径・ＩＭＥカノン】──デストブルム最大の武装だ。

　デストブルムは魔法の杖を、押さえつけたクイーンの眼前に向けた。

　トドメを刺すべく、デストブルムが黒の大玉を作り始めた時──

〔Cockpit launch〕──警告音と共に、英語のスペルが全方位モニターに表示される。

　次の瞬間、後ろに飛ばされる感覚がセレンに走った。

　──え？

　モニター内で夜の帳とばりが高速で横切っていく。

　正面に映るデストブルムの背中が、どんどん遠くなる。

　──……え？

　セレンが見る中、デストブルムは肩を落とすように機動停止した。そんなデストブルムを、組み敷かれていたクイーンが蹴けり飛とばす。静かにクイーンはその身を起こした。







「なんで非常脱出装置がっ！」

　司令管制室で紫し貴きは見た。デストブルムの背中から、背骨の一部──コックピットブロック──が射出されたのを。

　これこそがバートンが残していた最後の手段だった。デストブルムが完全稼働して何分か経たつと起動するよう、脱出装置に細工が施されていたのだ。

　バートン達がデストブルムの見学に行った、あの日に……。

　中央モニター──岩がん礁しよう地帯に骨状のユニットが不時着した。しばらくしてソレを大きな人影が覆う。

「いやぁあああああああぁあっ！」

　紫貴は狂ったような悲鳴を上げる。

　セレンのいるコックピットブロックを、多頭型・本体がゆっくりと拾い上げた。







　エルフィーナのハイヒールが地面を掘る。土と草をめくり上げてエルフィーナが再び急停止した。ブレーキの最中、右・脇の下のブラスト銃剣ルイン・ブレスに手を伸ばす。

『セェレェエエエエエッンっ！！！！』

　エイルンの叫びがエルフィーナから上がった。エルフィーナが『ムッシュ！』と呼び止める。エイルンは構わずブラスト銃剣ルイン・ブレスを引き抜いた。

「間に合って、くれぇええぇえっ!!」

　エルフィーナのコックピットでエイルンがトリガーを絞ろうとした時だ。

　強い衝撃がエルフィーナのコックピットを揺らす。同時、コックピット内に警報ビープ音が鳴り響いた。エイルンは激痛を無視して首を横に向ける。

　エルフィーナの背後には、二体の分身体が組みついていた。

『隊長、ごめ──』

　葵あおいの弱々しい声が届く。分身体赤の背中には四本の刀が刺さっている。その腰には片方のブースターを失った鬼ほお灯ずきがしがみついていた。

「くっっそぉおおぉっ！」

　警報ビープ音が鳴り響く中、それでもエイルンはブラスト銃剣ルイン・ブレスを放つ。

　放つ瞬間、エルフィーナの頭を掴つかんだ分身体青の爪つめが、エルフィーナの仮面を傷付けた。その振動がエルフィーナの銃口の向きを僅わずかに変える。

「っ[image: ]」────放たれた青い光弾は、多頭型・本体の顔ギリギリを通り抜けた。

『セェレェエエエエエエエエッンっ!!!!』

　エルフィーナから再び、エイルンの悲痛な叫びが上がった。







　掴まれるコックピットブロック──中のセレンは目を見開いていた。

　巨人の爪が五本、モニター画面に突き立てられている。モニター画面にヒビが入った。クイーンの爪先が、僅かにコックピット内へ侵入する。

「いや……ヤぁ」

　セレンは首を横に振る。ミイラみたいにひび割れた白い肌。女の顔したクイーンが口をゆっくり開ける。その両頬ほおが蛇へびの口みたいに裂けた。

　多頭型の大口は、モニター越しにみるみると迫ってくる。

〔死〕────セレンの細胞がそれを予感する。

　セレンの目には涙なみだが溢あふれていた。音を立てて歯がぶつかり合う。口の端から僅かに涎よだれの気泡が覗のぞく──恐怖の一念が、セレンを真っ暗な袋小路へと追い詰める。

「助けて……助、けて」

　セレンは目を閉じた。溜まった涙が一まとまりに落ちる。

　葵あおい──茜あかね──雷らい鳥ちよう──仲良くなれた大だい地ちたち──やっと話すことが叶ったエイルン夏樹──ずっと今も変わらず、友達のままでいてくれた紫し貴き──

　ネイバーフッドとしてではなく、セレンとして見てくれる人たち。

　見える世界が変わりかけていたのに……。大切なモノが増えてきたというのに……。

　このまま皆と別れるのが悲しかった。寂しかった。

　誰もいない場所で、一人で死んでいくのが────セレンは堪たまらなく怖かった。

「助……けて」

　鋼鉄がへしゃげる音がする。パリパリとモニター画面にヒビが入る音も。

　視界が閉ざされた真っ暗な世界で……セレンは無我夢中でその名を叫んでいた。




「助けてクロぉおおおおぉお[image: ]」────デストブルムの目が真っ赤に光った。




　クイーンの右腕が弧を描いて飛ぶ。次にクイーンの下した顎あごが無くなった。

　二つの斬きり口くちから、黒い血が噴水のように噴き出す。




　セレンを突然の浮遊感が襲い……それはガクンと、すぐ納まる。

　セレンは恐る恐る瞼まぶたを開け────その光景を見た。

「？」

　デストブルムの大きな頭があった。デストブルムがクイーンの顔面に自分の魔女帽子ヘツドユニツトを叩きつけていたのだ。クイーンにその顔を見せつけるように。

「ク……ロ？」

　魔女帽子ヘツドユニツトの中の顔──そのアイカメラが、真っ赤に燃える。

　マシンアームの一本は、落とすまいと言わんばかりに、幾重にもコックピットブロックに絡み付いている。デストブルムは残り二本の触手でクイーンの首を釣り上げた。

　そして多頭型・本体を力任せに真横へぶん投げる。







　司令管制室にいる紫し貴きが、その一部始終を見ていた。

　セレンが叫んだ直後、デストブルムがクイーンに向け、その蔓つるを伸ばしたのだ。

　多頭型の腕と顎あごを切り落とし、最後には体当たりをしてセレンを助け出していた。

　紫貴が声を震わせる。

「セレンを、守ったというの？」

　誰の目から見ても、それはデストブルムがセレンを守ったようにしか見えなかった。







　通信車両のバートンもその光景に釘くぎづけになっていた。

「絶対に……ありえないぞ。こんな──」

　ネイバーはネイバーフッドの搭乗なくして動かない。こんな事象──各国のネイバーに精通するバートンさえ、見たことも聞いたこともなかった。

「あの訳の分からない機体の次は……コイツまでも！」

　バートンは自分のブロンドの髪を掻かき毟むしる。







『貞操の危機を感知。自律迎撃に移ります』

　エルフィーナのダブル裏拳──衝撃排出路ロングヘアーが金色に光る。

　顔面を殴られ二匹が離れた。

　すかさずエルフィーナは背後の鬼ほお灯ずきの腕を引く。投げ飛ばす勢いで分身体から鬼灯を引ひき剥はがす。そのままエルフィーナは、スカートの両裾を持って地面を蹴けった。

『本機はしつこいアプローチを好みません』

　空中で器用に反転。重たいスカートの中で真っ赤なヒールが輝く。

『お断りいたします』

　Ｖ字のドロップキック──二匹の顔面にハイヒールが刺さった。

　二つの巨体が何百メートルも後方へ蹴けり飛とばされる。エルフィーナが乱暴に着地した。

「ぐっう!!」

　今日、一番の痛みがエイルンの肩口に走る。それからエイルンは霞かすむ視界でモニターを見た。

「いったい……何が、起こっ、て」

　子供を抱っこするように、デストブルムはコックピットブロックをマシンアームで持ち上げていた。







　中のセレンは、モニター越しでデストブルムと睨にらめっこをする。

「クロ？」

　セレンが見る中、デストブルムの目の色がパールに戻る。するとデストブルムは、セレンを招き入れるように、コックピットブロックを自機の胸元へ収納する。

　デストブルムの中に戻るや、急にセレンを張りつける柱が動き出した。

「わぁ！」

　コックピットの内装が再び椅い子す状に戻る。気付けばセレンはシートの上に乗っていた。

　診療台のようなシート──足を乗せるための脚部台──が、扇おうぎ状に割れた。

　下から〔大きな水晶〕が生えてくる。

　最後にシートからベルトが飛び出て、セレンの腰を巻きついた。

『セレン!!　応答してセレン!!』

『セレン、無事か！』

「う、うん」

　紫し貴きとエイルンの呼び掛けに応こたえたセレン。今更、思い出すように、うなじを両手で触れる。首にはケーブルが刺さっていなかった。でも何な故ぜか、二人と通信ができている。

　セレンは当惑するまま水晶玉に触れた。

　水晶に触れた途端、とんでもない量の情報がセレンの頭の中に流れ込んできた。

　視界に入った森の中に味方と敵がどれだけいるか──海中の中を進む新たな敵の数──クイーンの位置・出血量・呼吸音──

　セレンは直感する。これはデストブルムが知覚している情報群だと。

「すごい」

　この水晶玉は、望めば望むだけ見たいものを映し出してくれる、魔法の玉だ。

　セレンは頭を整理しながら正面を向く。

　既すでに多頭型・本体が髪を振り乱して走ってきていた。右腕の半分と、下した顎あごが無い。

　セレンは慌てた。どうすればいいか分からない。クイーンが地鳴りを起こして跳び上がる。多頭型・本体がデストブルムの頭部にとび蹴げりを浴びせた。

「きゃあっ！」

　セレンの頭にぶたれる感覚が走る。

「っっ痛うぅ……う？」

　セレンは痛がる……が、「あれ？」と声を漏らす。いつもより痛くない。全然、我慢できるレベルだった。ついでにデストブルムの思ったことがセレンに伝わってくる。

「クロ……いま怒った？」

　デストブルムのアイカメラは、パールと赤、交互に点滅していた。

　モニターのクイーンが後方へ跳び退く。警戒するようにデストブルムから距離をとった。

『セレン！』

　デストブルムの横に、スカートの両裾を持ったエルフィーナが来る。

　対して、多頭型・本体の横に二匹の分身体が来た。

　セレンが狼ろう狽ばいしていると、機械音の混じった女性の声が届く。

『プリンセス・セレン』

　セレンは急に呼ばれてビックリする。それはエルフィーナの声だった。

『お時間がありませんので、簡単に申し上げます。そのデストブルム魔女帽子は喋しゃべらないため、判別しにくいかもしれませんが、行動を解析するに貴方あなた様の言っていることを確実に理解しているかと──』

　エルフィーナの目測に、エイルンと紫し貴きが半信半疑の声を上げる。

『ほ、本当、なのか、エルフィーナ？』

『それって……じゃあ、訓練中にセレンが言っていたのは……全部、本当のこと？』

　セレンはやっぱりと思う。自分の考えていた事に、やっと確信が持てた。

「じゃあっ……じゃあやっぱりクロは──」

『はい。そのデストブルム魔女帽子には、明確な意思がございます。状況からの推測となりますが、自律機動の数々は、おそらく貴方様の深層にある〔願望〕を体現化したものかと思われます。先ほどの面爆撃をこちらでも解析いたしましたが、あれを人間の思考で演算するのは不可能です』

　セレンに涙なみだがこみ上げる……やはりデストブルムには心があったのだ。

　第弐富ふ士じにミサイルをばら撒まいたのは仲間をマリスから救うため。セレンの恐怖を無視してクイーンに体当たりしたのも、第弐富士で戦えば被害の拡大があったため。そして自分の事を助けてくれたのも────

「クロ……クロぉ」

　セレンに感謝の念が止めどなく溢あふれる。愛いとおしそうに水晶ユニットに頬ほお擦りした。

　デストブルムはセレンに応こたえるように、自機の胸元を、コンコンとマシンアームで叩いた。

『セレ、ン』『セレン』

　エイルン・紫し貴きの顔映像がメインモニターに表示される。

　二人を見て……セレンに嬉うれし涙なみだが込み上げる。もう怖い気持ちなんて何ど処こにもなかった。

　そんな時だ。今度は地下シェルターからも映像通信が送られてきた。

『本当に心配かけて、この子たちは──』

　雷らい鳥ちようは目を糸のようにして喜んでいた。続いて大泣きする茜あかねが映し出される。

『紫貴さんのブワカぁ[image: ][image: ][image: ][image: ]っ!!』

『茜……』

『あんな最後、イヤ過ぎます！　特務も無事で良がっだ！　ほんどうに良かっだぁ！』

　涙声でほとんど聞き取れない。でもセレンは茜を撫なでてやるようにモニターをぺたぺたと触った。

　他にも続々とデストブルムに通信が送られてくる。

『チビスケ！　無事かぁ[image: ]』

『大だい地ち！　ちょっとは考えを挟もーよ！』

『俺らがクイーンに勝てる訳ねーべ!?』

　続いて大地たち、亜あ賀が沼ぬま小隊の喧けん騒そうだ。

『うっせぇえっ！　待ってろよぉおお！　今助けてやるからなぁ!!』

『わ───っ！　コイツ地雷持ち出した！』

『つか田た中なか！　テメー仕事しろよ！　何回、通信送ったと思ってんだよ！』

『避ひ難なんしてたんだよ、ボケ』

　三人Ｗｉｔｈ田中を見て、セレンは涙を堪こらえて何度も頷うなずく。

『セレン……私、寿命が五〇年は縮んじゃったよ』

　葵あおいも通信を送ってくる。葵は骨の髄ずいから疲れたような顔をしていた。

　他にも柔じうゆ呉ごや日向ひなた、それになんと機兵部の生徒からもだ────

　この戦場で戦う、自分と同じ、年若き子供たちの声援がセレンに届けられる。

　セレンはゆっくりと面を上げる。最後に、大好きな半身に質問した。

「ねぇクロ……一緒に、戦ってくれる？」

　デストブルムは四本のマシンアームを展開する。鋼鉄の花弁を広げ、その銃口を覗のぞかせた。セレンの視界に様々なデータ画像が羅列される。セレンはごしごしと涙を拭ぬぐった。




「……氷ひ室むろ義塾、特別義務生徒Ｓ・Ｄ・Ｓ……セレンティーナ・エングヴィスとクロ、デストブルム──」

　セレンは気持ちを強く持つ。まっすぐに正面の敵を見た。




「戦います」──セレンの戦意を受信して、デストブルムも目の真珠色を強くする。




『行こう、か……セレン』

[image: ]

　デストブルムの右隣にエルフィーナが立つ。でもデストブルムは、嫌がるようにマシンアーム二本をエルフィーナに伸ばした。

「クロ、大丈夫って言ってる……夏なつ樹きは休んでて」

『だが！』

　映像のエイルンが顔色を変える。エルフィーナはそんなエイルンを止めた。

『ムッシュ。乙女の覚悟に水を刺すのは野暮と言うもの……では、プリンセス・セレン。私たちは先に、トドメの準備に入らせて頂きます』

　エルフィーナは一歩、後ろへと下がる。

　正面の多頭型・三体が、デストブルムとエルフィーナに向けて走り出す。

　セレンは正面モニターの敵を指差し……物言わぬ半身に命じた。

「クロ！　こいつらギタギタ、グチャグチャ、フルボッコ!!」

　ゴリラが胸を叩たたく様に、デストブルムが地面を何度もマシンアームで鞭むち打うった。

　横一列に並んだマシンアーム──黒い破壊光線ＩＭＥカノンが波状発射された。

　多頭型・本体の胸に四つ、穴が開く。

　続け様にマシンアームが大蛇になった。高速で地面を這はう。分身体赤と分身体青の足首を巻き取った。吊つるすようにデストブルムが二体の巨人を持ち上げる。

「むん！」

　デストブルムが持ち上げた分身体赤を、第弐富ふ士じの方へ投げ飛ばす。高速回転して分身体赤が第弐富ふ士じの外壁に激突する。鋼鉄の壁に、分身体赤の身体からだがめり込んだ。

　五連ミサイル──張りつけた分身体赤を、着弾の炎が覆い隠す。

「こんどオマエ！」

　デストブルムが三本の触手で、二本の巨木と大岩を引き抜いた。そのアイカメラが不ぶ気き味みに赤く光る。棍こん棒ぼうよろしく、デストブルムが三つの凶器を持ち上げた。

　逆さ釣りにした分身体青──その顔面めがけて巨木が振り抜かれる。

　黒い血が地面に散った。次は腕が変な方向に折れ曲がる。今度は右の眼球が飛び出した。挙あげ句く、顎あごの外れた口めがけ、大木が喉のど奥おくまで突っ込まれる──

　まるで大昔の家畜の屠と殺さつ劇場だ。

　デストブルムは凶器が壊れてなお、殴るのをやめない。

　敵の再生など眼中にない。ただ激情のまま暴力を行使する。そんな光景だった。

　最後に蔓つるが大きくしなる。

　立ち上がっていた多頭型・本体に、分身体青の身体を投げつけた。二体のクイーンはまた地面の上を転げ回る。

「む」──セレンがデストブルムを通して気付く。

　隣小島に残存する全すべてのポーン・ルークがデストブルムに向けて走り出していた。

『セレン！　生き残ったマリスたちが──』

「大丈夫」

　紫し貴きの言葉をセレンが制した。言い聞かせるようにデストブルムに言う。

「クロ。敵だけ。味方は怪け我がさせちゃダメ」

　デストブルムの目がパールに光った。

　デストブルムの帽子から再びミサイルが何十発と飛び出す。

──森林の根っこから爆風が巻き上げる。──高原を炎の津波が呑のみ込こむ。──海面に何発ものミサイル弾頭が投げ込まれる。

「クロ、偉いっ」

　セレンは褒めるように水晶ユニットを撫なでた。セレンの視界に何十という画像が現れる。

　全ては隣小島に展開した味方の映像だ。

　機兵部を含めて、爆風に巻き込んだ味方は皆無だった。

　クイーンのマーカーを残し、マップ上の赤マーカーは全て消失してしまっていた。




　エイルンとエルフィーナは頃ころ合あいと見る。

「ブラストカノン砲ルイン・ポツト！　アングリー・シューティングモード！」

『かしこまりました。エンパイア・ガンポットをアングリー形態へ。併せて予備電源を解放します』

　エルフィーナのウエディングスカートが左右に分かれていく。左右に寄った装甲とパーツが組み替わる。

　エルフィーナの両脚に巨大なブラスターカノン──瓦のような砲身──が掛けられた。

　エルフィーナは、その二本を重そうに上空へ構える。

『ブラストカノン砲ルイン・ポツト、集束狙そ撃げきモードに移行チエンジオーバー。【ルインレーゼ・ベーゼ】の射撃体勢に入ります……チャージングスタート』

　エルフィーナの声に合わせ、巨大ブラスター─合計八つの砲口──に青い光が吸い込まれていく。エルフィーナが言った。

『展開完了……願わくば、この一発に彼の信念ワガママが宿りますように』

　エイルンは赤い瞳ひとみを燃やしてセレンに言った。

「セレン……いつでも、来い！」




　セレンは口をムの字に引き締める。

　デストブルムの目がパールに光った。鋼鉄の大蛇が三本、再び獲物に絡みつく。前方の多頭型・本体と分身体青、そして外壁に埋うめ込められた分身体赤に巻きついた。

「クロ！　とどめっ！」

　セレンの命に、デストブルムのアイカメラが真っ赤に光る。

　デストブルムが回転を始めた。マシンアームに繋つながったクイーンたちが風車の羽に変わる。デストブルムのジャイアントスイングが、クイーン三匹を頭上へ放ほうり投なげた。

　三つの巨きよ躯くがロケットに変わる。大気をどれだけ引き裂いても減速しない。

　腰後ろに控える鉄塔──大口径・ＩＭＥカノン──が四本、デストブルムの前に浮かぶ。

　鉄塔の砲身がジョイント……砲塔は魔法の杖に姿を変える。

　四門の砲口に黒い大玉が作り出される。黒球は臨界まで肥大を止めない。




　エルフィーナのブラスターの砲口も、青い月輪を作っていた。

『「月の女神ルインレーゼの名のもとに！」』

　エイルンとエルフィーナが一緒に叫びを上げる。セレンも二人に続く。

『消っせええぇえええクロぉおおおお！』

『「星に還れぇえぇええええええええぇ！」』

　背中合わせの二機────デストブルムの【大口径・ＩＭＥカノン】と、エルフィーナの【ルインレーゼ・ベーゼ】が天空へと放射される。




　大轟ごう音おん────黒と青の柱が天へと延びた。

　全すべてを消し去る、黒の破壊光が多頭型・本体を呑のみ込こむ。すぐ後に、青の大光線が分身体・二匹の身体からだを蒸発させる。

　戦う全ての者が、その光景を目に焼き付ける。

　傷だらけになりながらも全てを救おうとした勇者と──

　臆病でも懸命に皆を救おうとした魔女の姿を──




　その姿を誰よりも強く、心に焼き付けた紫し貴きは安あん堵どの息を漏らす。

　──本当に……良かった。

　島を照らす光が止やむと…………程なくしてかしましい声が通信先から流れてきた。

　紫貴は一人、それを聞く。ぷっと、笑いを堪こらえた。

　中央モニターでは、魔女と淑しゆく女じよが快かい哉さいを叫んでいた。

『やった！　クロえらい！　クロいい子！　クロ最強！』

　喜ぶセレンにデストブルムが同調する。

　デストブルムは〔タコ踊り〕をしていた。

　尻尾みたいにＩＭＥカノンの砲身を振る。触手を二本、万歳するように何度も上へと伸ばす。そして残る二本でエルフィーナの事を縛っていた。

　触手に巻き上げられるエルフィーナ──手を後ろに回す格好で、色っぽい感じに縛り上げられている。題するなら『タコのオバケに捕まる美女』だ。

『プリンセス・セレン。この状態は恥辱に値します。下ろさなければ自律迎撃に移ります』

　平へい坦たんに言うも、エルフィーナの声音は悔しそうである。動きたくても動けないのだ。先ほどの大技で今度こそエネルギー残値はゼロになっていた。

　ちなみに中にいるエイルンはというと…………全すべての責任から解放され、エルフィーナの中で気絶していた。






エピローグ









　あの大戦闘から三日が経たつ。

　深夜一時──場所はバートンの執務室だ。

　緑色の絨じゆう毯たんが敷しき詰つめられている。木目のキャビネットと〔地球と盾のマーク〕が描かれるロイヤルガードの隊旗が立つ。マホガニーの高級机に、徹夜続きのバートンが座っていた。オールバックの金髪は所々が跳ねる。目の下には隈くまを作っていた。

　バートンはかつてない焦りを感じる。

　ネイバーに代わる新兵器──氷ひ室むろ財ざい閥ばつがそんな胡う散さん臭くさいモノを開発したという噂うわさはバートンも聞いていた。また、それのせいで氷室義塾が息を吹き返しているとも。

　だからまず、遠征名目で呼び出したヘキサたちに部隊を送り込む。

　目的は二つ──その新兵器とやらの〔氷室夏樹専任パイロツトの暗殺〕。

　そして一ノ瀬葵ノンギフトを始めとする〔優良ヘキサ検体サンプルの確保〕だ。

　だが、ダミーカンパニーを何重にも通しての強襲作戦は失敗に終わる。

　しかも歩兵一個戦力によって壊滅させられるという、Ｂ級小説みたいな落ちがついてだ。

　だが予定通り、第弐富ふ士じへ潜り込む口実を得る。

　メルキセデクの墜落を偽装工作し、作戦は上手くいきかけるも……たった一つの〔イレギュラー〕によって全すべてがひっくり返される。

　また憎らしくも、こちらの用意した非常手段──デストブルムへの細工──を、氷ひ室むろ義塾の謳うたっていたデストブルムの状態不良の建前に使われる始末だ。

　挙あげ句く、第弐富ふ士じ・壊滅の危機を救ったセレンネイバーフツドの功績は大きすぎる。適正無しと、デストブルムから引き剥がすのはずっと困難になった。

　これを完敗と言わずして何と言う。

　──スカーレット・レディ。

　物証を取り損ねてしまうが、バートンはしかと見た……ネイバーすら凌りよう駕がする戦闘力とその機体スペックを。

【多頭型・亜種】──あれはマリス戦史を塗り替える脅威だ。もしも、大量増殖すれば、人類の主要迎撃機関は成す術もなく陥かん落らくされるだろう。

　米国国防総省ペンタゴンと同レベルのハイテク技術が盛り込まれた氷室義塾の捜査網にも引っ掛からなかったのだから。他の保管領でも察知は絶対に不可能だ。

　しかし、そんな【多頭型・亜種】を瞬く間に見つけ出したのだ……あの機体は。

　それだけではない。

　クイーンを圧倒した戦闘力──即時再生機構を破るネイバー規格以外の戦術兵器──

　そんな兵器技術をばらまかれたら、世界中の軍事バランスが根っこからひっくり返る。

　あの情報・技術力を、政治に持ち込まれたら世界は氷室財ざい閥ばつを中心に回る事になる。

　氷室義塾は危険すぎる……バートンは自席の電話の受話器を取った。

「私だ。Ｎダブルナインワンを起こせ……スカーレット・レディの奪取。不可能ならば、修復不可能なまでに破壊させろ。絶対にアレの量産体制を確立させてはならない」

　バートンは一瞬、逡しゆん巡じゆんする。しかしネイバーを投入することを腹に決めた。

「……ネイバー16番機【ショワンウー】の使用を許可する。コードネームを再貸たい与よ……。【双そう条じよう水す久く那な】を第弐富士へ潜入させろ」

　バートンは受話器を置く。大きく椅い子すにもたれかかった。疲れた目元をこする。

　バートンの放った人物の名は……かつて【波の二ウエイブ・ツー】と呼ばれた少年の事を指していた。







　その頃ころ──日本時間では一八時を回る。

　大理石の円卓テーブル。ブラインドが下ろされ室内は暗い。ここは雷らい鳥ちようの執務室だ。

　指にはさまれた煙草たばこから紫し煙えんが上る。雷鳥は部下の報告を聞いていた。

「以上の調査結果からも、依い然ぜん、エイルン＝バザットのいた世界への手掛かりは掴つかめておりません」

　スーツを着た女性スタッフが光学書面データを読み上げる。

「そして例のアニメについてなのですが……調べによると一七話以降は外注ライターにシナリオを作らせていたそうです。こちらは、あの謎の原作者ではなく、ちゃんとした経歴のある人物でした。脚本データを管理していたアニメーション制作会社【デイブレイク】社員である、失踪中と思われていたスタッフ制作進行ですが、こちらは遺体で自室の部屋から発見されました。死因は一酸化中毒による自殺と警察は見ています」

　雷らい鳥ちようはバカな話だと思う。熱くなってきたこの時期に、ストーブを焚いて死のうと思うバカがどこにいる。

　やはり富士光三を見つけなくてはならないようだった。

「光こう三ぞうさんがオリジナルの脚本データを持っているのは間違いないんだね？」

　雷鳥が新妙な顔で聞く。女性スタッフは「はい」と答えた。

「ご苦労だったね。引き続きよろしく頼むよ」

　雷鳥に言われると女性スタッフはお辞儀をする。執務室から出ていった。

　──さて、次は……。

　雷鳥は光学画面を宙に展開した。ムービーデータを再生する。

　巨大ハンガーに納まるデストブルムが映った。

　ハンガーに併へい設せつされる作業用通路には、セレンと葵あおいの姿がある。

『葵！　見て見て！　クロ！　お手！』

　映像のセレンが右手を上げる。

　するとデストブルムがマシンアームの一本をセレンの手に乗せた。葵が『うぉ！』と、のけ反ぞるように驚いた。

　でも予想以上に重かったのか、映像のセレンは両手でマシンアームを支え直す。

『クロ、重、い！』

　言われてデストブルムがマシンアームを引っ込める。

　──生体バイオ、操作端末リモコンか。

　雷鳥は険しい顔になる。ネイバー科学班の報告書にはこう記されていた。

【ブレインジャック端子】──デストブルムとネイバーフッドを繋つなぐケーブルの事だ。

　このケーブルによるデストブルムの操そう縦じゆうは実は副次的なものだというのが科学班の見解だった。

　本来の用途は【デストブルム専用の生体操作端末バイオリモコン】を作りだすためのものではないか……というのが、化学班の最終結論だった。

　デストブルムは自機と接続したネイバーフッドの脳を改造し、自機を操縦するのに適した脳にチューニングしてしまう、といった内容だった。

　今まではセレンが深層心理でデストブルムを拒絶していたため、ケーブルを繋いでも、その用途が発揮されなかった。

　しかし、セレンの内面の変化をきっかけに、デストブルムは己の生体操作端末バイオリモコンにセレンを選んだ……というのが報告の要点だった。

　同じく出た結論────これが雷鳥の心証を複雑にする。

　──脳科学の見地から見れば……セレンはもう別の生き物に変容している、か。

　セレンの脳は、その思念を信号に変えてデストブルムに送信しているというのだ。

　またデストブルムから受信した信号は、本人が認識できる形──感覚の共有や、情報の視覚化、意思疎通など──で、変換されているという。

　正にセレンは【生きたリモコン】になってしまったのだ。

　雷らい鳥ちようは、この情報を外に流出させないと決める……セレンの未来を守るために。

　──あんな若造に一杯くわされるとは、私も耄もう碌ろくしたもんだよ……ロイヤルガードだけでなく、日本政府身内にもネズミがいそうだね。

　今や雷鳥の懸念は国際連合ＵＮや日本政府にも及んでいる。

　ヘキサ排斥主義者が実行部隊のトップについているのだ。更には隠いん蔽ぺいしてきた重要機密セレンの問題も漏れてしまっていた。

　敵の存在を見極めなければならない。ならばと、雷鳥は受話器を取った。

「私だ……例の計画を早める事にする。輸送日程は決まり次第送る。武蔵むさしさんには私から連絡しとく。うちの子供たちを苛いじめてくれたんだ。もう容赦しないよ」

　雷鳥の目に厳裂な光があった。

「アメリカから明みよう星じようをぶんどるよ」

　雷鳥の脳裏には──英雄・武蔵の見初めた少年、七なな扇おうぎ大和やまとの事が浮かんでいた。







　前回の戦闘は学園内で、英えい雄ゆう譚たんのように語られていた。

　絶対防衛線を破られる──そんな未み曾ぞ有うの大ピンチを救ったのが、災厄の象徴たるデストブルムだ。

　その到着を間に合わせた、かつての伝説のスナイパーも十分な話題を呼んでいた。

　三日後の一七時──戦せん騎き装そう・第一格納庫にて。

「副部長！　凄すごいっ！　私、感動しちゃいましたよ！」

「私たちを守るために一人残り……クイーンを巌がん流りゆうたった一機で！」

　日向ひなたの周りを後輩の女子部員がぞろぞろ歩く。

　学園のゴシップに、未いまだ胸の熱を忘れられない生徒たちだ。日向は、ここ何日もこんな調子なので、さすがに困っていた。

「だからあれは、部長が手伝ってくれたから出来た話で──」

　日向は何度も説明する。一緒にいた柔じゆう呉ごはというと、完全にグリコのおまけだった。

『部長？　あーいたんでしたっけ』くらいの扱いである。

　日向は申し訳ない気持ちでいっぱいだった────

　一方、柔呉は新型戦機装の搬入作業を行っていた。

　部活に一足早く来ていた大だい地ちは、下から新型を眺める。

「うおー新型だ」

　二機とも重量感のあるフォルムだった。

　巌がん流りゆうよりも肩太りしたボディと言える。軽量の疾しつ風ぷうで目の慣れた大だい地ちは、ある種の新鮮さを抱いた。

　一機はオーソドックスな人型だ。既視感のある砲撃戦ベースの機体と言える。

　でも、もう一機は違う。人型と言うよりは〔獣〕といった方がしっくりくる。

　一緒に見ていた山やま武たけとオルソンが言う。

「なんか──」

「アルマジロ見たいね」

　もう一機は、身体からだ中じゆうに分厚い装甲と追加パーツのようなユニットを付けていた。

　ずんぐりむっくりしていて……パッと見、武器を扱うには適さないように見える。

「おーい。試験機体みたいだから触るなよー」

　柔じゆう呉ごが三人に近寄る。オルソンが返事の代わりに聞いた。

「タッチー、これ何よ？」

「えーと、なになに……『三機で戦局を塗り替える!?　歴史に名を残す人型兵器カミングスーン!!　次回【飛鳥あすか、大地に立つ】を、みんな見逃すなよ！』……とかいう、アニメの次回予告みたいな触れ込みと、整備マニュアルしか入ってねーな」

　柔呉たちの元に、日向ひなたと取り巻きの女子部員たちがくる。

「あ、来たんですか？　噂うわさの新機体」

　日向が搬入された二機と、渡された書面データを見比べる。

「えっと、この砲戦タイプ？　の機体が【グラン二号】で、このアルマジロみたいのが【グラン三号】っていうみたい。来週には【グラン一号】っていうのが送られてくるそうだよ。整備マニュアルを斜め読みした感じだと、三機での運用が基本になるみたいだね」

　三機という単語に三人は喰くいつく。すぐ大地が柔呉に聞いた。

「橘たちばな部長!!　パイロットって誰がやるんすか!?」

「え？　そりゃ当然、凄すご腕うでが選出されるんじゃねーか？　一応、氷ひ室むろからはお前ら三人を推されているがな」

「試作機っすか!?」

　山武が子供みたいに目を輝かせた。対して大地は難しい顔になる。

　大地はあまり試作機と言うのが好きではない。

　量産機というのは、言わば〔完成品〕だ。

　途方もない問題の検討と改善を繰り返し、初めて量産体制に至る。本音を言えば、不確かな物に命を預けるのは怖いと思ってしまうのだ。また、同じ土俵に立ち、抜きん出るからこそ、自身の力を周囲に証明できる────そう言った理由から大地は悩む。

　それぞれの反応を見せる三人に日向が言った。

「私も亜あ賀が沼ぬまくんたちが適任だと思うな。前より、ずっと上手くなってるもん。葵あおいちゃんは鬼ほお灯ずきの操そう縦じゆうがあるし」

　褒められて大地たちは小躍りしそうになる。

　閃光の八ライトニング・エイトと呼ばれた少女の言葉だ。後こう塵じんを拝はいし続けてきた大だい地ちたちにとっては、百の称賛にも勝る。しかし──

「とーか言って……自分の方が上だと思ってんだろ？　おべんちゃら使ってんじゃねえよ」

「月げつ下かさん!?」

　大地が目を見開く。

　その視線の先には、神馬の五スレイプニル・フアイブと呼ばれた少女が立っていた。

　伍いつ橋はし月下が格納庫に足を運ぶのは、生産部に転部して初めての事となる。

　そんな月下の右目が映すのは日向ひなただけだ。威圧感を隠しもせず無言で近寄る。

　逃げるように部員たちは道を開けた。

　月下は蹴るように日向の車椅い子すに足をかける。

「先日はどーも命を救っていただいてありがとうございました。閃光の八ライトニング・エイトさん」

　月下は右目で日向を睨にらみ下ろす。

　一方、日向は、車椅子に乗せられた月下の足を一いち瞥べつした。すぐに、いつもの調子で月下に微笑ほほえみかける。

「あれくらい何でもないですよ。神馬の五スレイプニル・フアイブさん」

　一触即発の空気が漂う。

【五番隊隊長】の月下と、【四番隊隊長】の日向の仲が悪かったのは有名な話だ。

　また、七カ月前の事故以来、二人の仲が更に険悪になったのも戦闘科生の間では有名な話だった──

　そんな二人の様子をメインゲートの陰で眺ながめる者がいた。

　襟付きのノースリーブシャツとハーフパンツ。ショートヘアーに眼鏡と……。くりくりの大きな目で双眼鏡を覗のぞく。彼女は兵器の四アームズ・フオーと呼ばれる少女──伏ふし見み飛鳥あすかである。

「出会っちまったぜ……カモとネギがよ」

　飛鳥は「ヒョーっ!!」と笑って、双眼鏡を壁に投げつけた。







　夕暮れの図書室で睦むつ見みアギトが本を読む。

　足を組み、その上でハードカバーのページをめくる。図書室は閉館時間になっているので図書委員である彼以外、誰もいなかった。

『アギトくん、どうして君たちはこんな物を……』

　耳奥につけられた、ミクロサイズの通信機から光こう三ぞうの声が上がる。アギトは鼻で笑った。

「博士には、その〔気分屋〕を安定領域まで引き上げてもらいたいんだ」

『だが……ネイバーの主機関ノルブリンカを量産できるなんて……君たちの組織はこれを使って何をするつもりなんだい？』

　アギトは人差し指と親指と擦り合わせる。意地の悪い笑みを浮かべた。

「今度こそ来てもらうのさ……あんなハズレクジじゃない、【完全無欠のヒーロー】か、【絶対無比の王様】にね」

　アギトの脳裏に浮かぶのは、春にこの学園にやってきたばかりの転入生である。

「こちらの仕込みをぶち壊しにしてくれたんだ。あのハズレクジには、うんと働いてもらうつもりさ」

　それから光こう三ぞうと数言を交わすとアギトは耳奥に指を入れる。光三との通信が切れた。

「それまで頑張ってくれよ。氷ひ室むろ夏なつ樹き……いや、エイルン＝バザット」

　不敵に笑って左手を見る。

　左手の甲には六角形ヘキサの刻印が刻まれていた。

　通常、ヘキサは右手にしか刻印を持たない。でもアギトは左手にも刻印があった。

　そしてアギトの刻印の中にはローマ数字の〔ⅩⅤ〕が刻まれている。アギトが左手の刻印を擦る。

　すると左手の刻印は薄くなっていき、やがて消えてしまった。







　エイルン改め、夏樹の自室では、ささやかなホームパーティーが開かれていた。

　セレンが陣頭指揮を執る。葵あおいや茜あかねが、皿や料理をテーブルに運んでいた。

　主賓である夏樹は、ソファーで彼女たちの働く姿を眺めている。

　葵は部活帰りなので迷彩ズボンに黒のタンクトップ姿だ。目に毒だったので夏樹がジャージの上を着させている。茜は生途会の制服姿で、上着を脱いでいる格好だ。

　セレンは白のワンピースにエプロンをつける。スリッパを履いてリビングと台所を行き来していた。その姿を見て夏樹は気持ちを和ませる。

　ちなみに夏樹はジャージにＴシャツだ。もう、いつでも寝られる。

　このパーティーは、今日、退院した夏樹の快気祝いで開かれていた。

　──ほんと、ありがたいな。

　夏樹が感謝を噛かみ締しめる中、不意に呼び鈴が鳴った。

　この中で、お手すきの家主が玄関に向かう。ドアを開けると紫し貴きが立っていた。

「こ、こんばんは」

　紫貴を見て夏樹は言葉を失う。

　紫貴はダークパープルのイブニングドレスを着ていた。

　背中には大きくスリットが入ったエキゾチックな物だ。長い髪はアップにまとめ、化粧もばっちりしていた。

　夏樹は少し見とれてから言った。

「あ、ありがとう。来てくれて……でもビックリした。一瞬、見とれちゃったぞ」

「い、いえっ、そんなっ！」

　紫貴はおもむろに照れる。すると夏樹の背後から葵が来た。

「ぷはははは！　紫し貴き！　なんだよその格好！　普通のホームパーティーだよ？　ドレスコードなんてあるわけないじゃん！　バッカでー！」

　紫貴はカチンとなる。

　言われなくたって紫貴は千も承知だ。コレには紫貴なりの事情があった。翻ひるがえって今度は茜あかねが来る。茜は両手を合わせて声を上げた。

「ふわー！　紫貴さん綺き麗れいですーっ」

　紫貴は手に持った花束を茜に渡す。最後にセレンがエプロンで手を拭ふきながら出てきた。

「ぴったし」

　セレンは紫貴の手を引く。紫貴はセレンに手を引かれて少し照れた────

　席に着く夏なつ樹きはゴクと生唾つばを飲み込む。

　夏樹の前には山盛り御飯がカレー皿に乗っけられている。

　フライパンを持ったセレンが、その上に切り分けた分厚いステーキ肉を乗せた。肉の焦げる匂においと音が夏樹の食欲をつつく。

「特務！　奮発しましたねぇ！」

　茜がテーブルに身を乗り出して肉を見る。セレンは奇妙な自信を放って言う。

「Ａ５サーロイン」

　テーブル中央に置かれる鍋……特性のルーを夏樹のカレー皿にかける。

「こんな分厚い肉を置いて……さらにカレーをかけてしまうのかっ!?」

　夏樹にとってその光景は、まさに晴天の霹へき靂れき……後で日記に記さねばと、拳こぶしを握った。

「これ、カレーじゃないですよ？」

「ビーフストロガノフ……掛ける系、屈指」

　茜が言ってセレンは決め顔になる。夏樹はその強い響きに心を打たれた。

「ビーフ、ストロガノフ……ベーダシュロトガイン要塞みたいに、強そうな響きだ」

　ちなみに夏樹の言ったのは、かつて命掛けで攻略した敵施設の名である。

「あぁ！　緊張するっ。こんな凄すごそうなモノ、王国の宮廷でも見たことないぞ！」

　片や、葵あおいは全員分の飲みモノを注ついでいる。紫貴にジュースの入ったグラスを手渡した。

「うーん。やっぱ目が慣れないわー」

　紫貴は受け取ったグラスに口をつける。視線だけで『何が？』と葵に聞いた。

「ほら。紫貴って部屋じゃ、だいたいスウェットにトレーナーじゃん。あとよく裸でウロウロして──」

「ブーっ！」──紫貴は口に含んだジュースを吹き出す。

「ぐぎゃ！」

　葵は鼻にジュースが入ったのか、変な声をあげる。

　紫貴は口元を拭ぬぐいながら隣の夏樹を見る。

　夏樹は少しだけ赤くなって……わざとらしく視線を逸そらした。

　紫貴は恥ずかしくなって顔を俯うつむかせる。

「？」

　セレンは紫し貴きを見て首を傾かしげる。でも何かを思い出したように、いそいそと皿の用意を再開する。今日の紫貴は借りてきた猫のように静かだった。

　夏なつ樹きは気を取り直して声をかけてみる。

「どうした九ここの重え？　今日は静かだが……調子でも悪いのか？」

「い、いえ!!　そんなことありません!!」

　紫貴の声は鶏とりみたいに裏返っていた。

　夏樹はその様子から先ほどの葵あおいの言葉を思い出す。

「あ……。お、俺は何も聞いてないからな？　で、でも……一言だけ言わせてくれ。いくら自分の部屋だからとはいえ、嫁入り前の女の子が普段、は！　裸というのはやっぱり！」

「ちが！　葵の来るタイミングが本当に悪いだけで！　私、痴女じゃないんです！　お願いだから信じて下さい！」

　紫貴は泣きそうになって弁明する。セレンは「ちじょ？」と、小首を傾げた。

　そんなこんなで料理の準備が済む……最後にセレンが夏樹の隣に座った。

「夏樹……退院おめでと」

　隣の夏樹にセレンが言う。葵が椅い子すから立ち上がって拍手する。茜あかねも続いた。

　でも紫貴は、ボーっと夏樹の事を見つめていた。その頬ほおは朱に染まっている。

　夏樹が何言かお礼を言う。葵が間に茶々を挟んだ。

　それから四人は元気に「「「いただきます！」」」と声を重ねる────

　紫貴はセレン手製のツナサンドを食む。大事に一口、一口と。

　──全治三カ月の大怪け我がを、三週間足らずで完治……リハビリもなし、か。

　紫貴はちらりと夏樹を盗み見る。

　夏樹は号泣しながら口をもぐもぐさせる。セレンが「よしよし」と夏樹の頭を撫なでていた。夏樹のリアクションがあまりに面白かったのか。茜と葵は腹を抱えて笑っている。

　笑う葵たちを見て、紫貴はムっとなった。

　──仕方ないでしょ……この人の住んでた月は万年、食糧不足なんだから。

　心で文句を言う。そう……九重紫貴は気付いてしまったのだ。




　──この人は……本物の、エイルン＝バザットなんだから。




　紫貴の律動が早そう鐘しようを奏かなでる。赤面して、彼を見られなくなった。

　──この人は……世界を救ってくれる、本物の勇者なんだから。

　こうして……少女はとある真実に到達する。

　それは少女にとって最高に幸運な話────荒こう唐とう無む稽けいで夢溢れる現実だった。

　もしも、大好きな架空の人物アニメキヤラクターに会えたら。

　そんな事になったら自分はどうなってしまうのか……今の少女にはそれが分かる。

　こうして場違いにも着飾ってきた、動ワ因ケがその答えだ。

　今、目に映る光景は、彼が優しくない現実を壊し続けて、自分にくれたもの。

　かつての友たちと楽しく食事を囲んでいると……少女の目の奥が熱くなった。

　かつてのように、また三人揃そろって食事ができる日が来るなんて……。

　この奇跡は、奇跡そのものである彼が、命がけで作ってくれたもの。

　振り帰れば少女・紫し貴きは……愛し続けてきた幻影に、本物の恋をしていた。

　だから、今だけは、大嫌いな現実に感謝する。

　友人たちの楽しむ声を愛おしく思い……彼のことを静かに見詰めるのだった。





ＦＩＮ








あとがき　（注：本編の余よ韻いんを楽しみたい方は、時間をお空け下さい）









　担「東あずまさん信じてますよー、信じてますからねー。東さんなら間にあうと信じて、二巻のあとがき後の一ページは、三巻の予告用で空けておきますね（にっこり）」

　そんな担当様の想いを裏切ったクソ野郎……もとい、東龍りゆう乃の助すけと申します。

「あれ？　二巻、次巻予告ない？」と、思わせてしまった読者の方。

　ホント─────っに！　すみませんでしたぁ[image: ]（土下座＆額グリグリ）

　でも一巻・二巻と引き続き、「東……お待たせ（歯キラン）」と、この三巻を手にとってくれた読者様……本当にありがとうございます!!　感激に咽むせび泣く思いです。

　もう結婚して下さい[image: ]（血眼）

　さてさて。【全てのロボ作品に愛と感謝を込めて】などと、「テメー何様だ」みたいな想いが込められている本シリーズ、早いもので三巻目となりました。

　知っていますか？　ロボ作品には、カッコいいお兄さん・お姉さんにもスポットが当てられる事が多いんです。

「世界はね……望むと望まざるとに関わらず、色んなものを勝手に投げつけたり、奪ったりして行くわ」

「戦争に明確な終わりのルールは無い、ならどこで終わりにすればいい？」

「ファイヤぁ───っ！　ジェぇ○ぇットっ!!」

「ぱん○かぱーんっ！」

　日本のロボ（？）作品は、名作かつ、素晴らしい大人キャラで溢れています。

　その素晴らしさは、東が純潔を守り続けるに至ったほど─────ん？




　あれ？　東、ロボ見てなかったら結婚してたんじゃ……。




　以下、『エイルン・ラストコード３』を作るに当たり、お世話になった方々に、心からの謝辞を述べさせていただきます。

　困った時の担当編集様。今回も地図を無くした旅人（東あずま）を助けてくださり、誠にありがとうございました。念願の【デストブルム大暴れ回】、満を持して出版する事ができます。

　小さい頃からの考えていた「敵のボスが味方にいればいいのに」を、最高の形で実現することができました。「私は一向に構わん！」のスタンスには毎度、感服しかありません。

　みことあけみ様。汐せき山やまこのむ様。貞さだ松まつ龍りゆう壱いち様。

　お三方の絵を拝する度に、五体投地をしております。三巻も素敵でカッコいい（可愛い）キャラクターとロボットをありがとうございました。

　本文を書きあげてから見せてもらえる、皆さまの絵は、最高のご褒美の一つになっております。四巻もまた、よろしくお願いいたします。

　そしてなんと……立体化企画第三弾『デストブルム』が決定！

　三巻でついに本気を出した『デストブルム』が『電撃ホビーウェブ』にて掲載されます！

　あの複雑なデザインを立体化してしまうなんて……まさに人をも越えし、神々の所業！

『エルフィーナ』『鬼ほお灯ずき』と続き、『デストブルム』までフィギュア化して頂いたスタジオＧＳ軍団の皆様！

　また、そちらを掲載して頂ける電撃ホビーウェブ担当様にも、最大限の感謝を！

　本当に、本当に……ありがとうございます。




　最後はまた読者様に戻ります。

　この度は『エイルン＝ラストコード３』をお読みいただき、誠にありがとうございました。お待ちくれました方、本当に申し訳ございません。

　東あずまは俗に言う兼業作家ですので、今回みたいに刊行が遅れましたら、真っ先に『東が何かやらかした！』と、疑い下さい。

　じ、次巻は頑張って、また四カ月以内にペースを……ゴフ（吐血音）

　そして、こちら大ニュースなのですが、

　たいへん光栄なことに、あの……あの！　ライトノベルのガイドブック決定版！

『このライトノベルがすごい！　２０１６』（宝島社）で、なんとなんと──




『エイルン・ラストコード』が新作部門【１位】！　作品部門で【４位】に輝きました！




　投票してくれました皆さま！　心より、心より、お礼申し上げます！

　思えば「不毛の大地を踏むことになるぞ」「厳しい戦いになるのは覚悟してくれ」「ダメだったら次、何書きますー？」と、脅され続けたロボット物の本作……

　まさかまさかこんな事になるなんて。

　皆さまの中にも、妖怪『ロボ魂』が眠っていたということなのでしょうか？

　とにもかくにも、涙が出るほど嬉しかったです！

　併せて、この作品を手に取ってくれた、お一人お一人に感謝を申し上げたい気持ちでいっぱいです。読者の皆さま、誠にありがとうございます！

　今後も東龍りゆう乃の助すけ、一人でも多くの方に喜んで頂けるよう、『心』と『魂』を込めて作品作りに努力・精進して参ります。

　一巻は『ヒーロー』二巻は『スポ根』三巻は『サスペンス』に、コンセプトに定めてきましたので、四巻は『群像ドラマ』に挑戦してみようかなと考えております。

『淑女』『魔女』『鬼』に続く、新たな力『火山』と、それを繰る新メンバーの活躍にご期待ください。それでは。一筆入魂！　またお会いいたしましょうね！


東　龍乃助
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